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    相　談　１　 「大学進学で迷っています」


    
      バランスたろう

    


    


    


    　理系の学科に進むべきか。それとも文系に進むべきか……。文系、理系の成績はちょうど同じくらいで、自分でもどちらが向いているのかわかりません。

  


  
    「絶対に理系にするべきなのだ」


    　そう断言したのは、理系担当の回答者・遠えん藤どう梨り乃のだった。


    　当たり前だと言わんばかりの口調。まるで三角形の内角の和が百八十度であること同様に普遍の事実であるかのようだ。


    「なんでそこまではっきりと言い切れるのかな？」


    　僕の問いに梨乃はまったく間をおかずに即答する。


    「それは人類に貢こう献けんできるからなのだ。我々がいまの暮らしができているのはすべて科学のおかげ。これを引き継ぎ、発展させる。これはもはや人類の使命とすら言える」


    　梨乃は自分の意見への自信をアピールするかのように、誇らしげに胸を反らす。自みずからも理系、とくに生物学系の学科への進学を希望しているだけあって、この点には迷いはないようだ。


    　しかしこのコーナーは議論をすることが大前提、もちろんこれで決定とはいかない。


    「梨乃さん、文系だって役に立ちますよ。たとえば文学や哲学だって人の心を豊かにしてくれます。人間に必要なのは科学技術だけではありません。科学だけでは人間は幸せにはなれないのです。心ですよ」


    　反論をしたのは文系担当の九く条じようふみだ。真心を込めて文系の魅力を代弁する。


    　しかし梨乃の表情にまったく変化はない。切々と語るふみを見つめながら、ただ小さく首を横に振る。


    「ふみの話はもっともらしい噓うそなのだ」


    「えっ？　そんなことありませんよ。どこが噓なのですか？」


    　噓だと断定されて、温厚なふみもすこし頰ほおを膨ふくらませてムキになって反論する。


    「もっともらしいことを言っても、文系の大学での目的は遊びなのだ！」


    　梨乃はそうきっぱりと断言した。


    「それは偏見ですっ！」


    「違う、事実なのだ。ふみはそんなことはないと信じているが、文系は入学するとすぐコンパをする。そして理系はコンパを憎む。これは普遍の定理なのだ。やはり理系にするべき」


    「そんな偏かたよった認識を押し付けないでください。そのように視野がせまいのが理系のよくないところです。文系で豊かな人格を身につけるべきです」


    　理系と文系、それぞれの立場を主張してお互いに譲らない。


    　ここは三人目の意見を聞いてみるタイミングだろうか。


    　僕は体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみに話を聞いてみることにする。いくみは勉強が大の苦手、この種の相談は意見を述べづらかったのかもしれない。


    　大げさに腕組みをして、沈黙を守っていたいくみがようやく口を開く。


    「私は勉強が嫌いだからさ、大学とか想像するだけで、背中がゾクゾクするのさ。お化けのこと想像したときとおんなじだよ」


    　お化けと大学が同じとは……。しかしいくみは僕の戸惑いなど気にすることなく話を続ける。


    「親戚の叔父さんが言ってたんだけど、迷ったときは〝考えるんじゃなくて感じる〟んだってさ」


    　なんだか聞いたことがあるような……。誰か別の人の意見のパクりなんじゃないのか？


    　そんな疑問が湧わきつつも、とにかくいくみの話を詳しく聞いてみることにする。


    「昔ね、叔父さんが山で道に迷ったことがあってね、どっちに進んだらいいのかわかんなくなったんだよ。そのときお父さんは考えるんじゃなくて山を感じることにしたんだよね。感覚を研ぎ澄ますために、逆に目をつぶって前へ進んだんだよ」


    　いくみは誇らしげに語り続ける。


    「それで無事に正しい道を見つけたの？」


    「うううん。結局、崖がけから落っこちたんだけど、なんと無傷だったんだよ」


    「ダメじゃん！　方角わかってないじゃん！」


    「でも、ちゃんと感じてたから、崖も楽しめたんだよ。それから、毎年崖から落っこちに出かけるようになったし！」


    「ダメじゃん！　変な人になってるよ！」


    「変じゃないよっ！　叔父さんは楽しい人だよ」


    　いくみは口を尖とがらせて猛抗議する。まあ他人の親戚を悪く言うのはよくない。問題はその〝感じる〟とやらだ。


    「そのエピソードはさておき、考えるんじゃなくて感じるってどうやるの？」


    「とにかく勘を研ぎ澄まして、本能を呼び起こすのさ。そうすれば自分がどうしたらいいのか、自然にわかるのさ」


    「極めて非科学的な話に思える。ならばいくみの進路はどうするべきか感じてみたらどうなのだ？　いくみだってなにも決めていないのではないか？」


    　梨り乃のがいくみを猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で見つめている。


    「疑ってるね。どうせ口で説明してもわかんないからね。いいもん。やってみればわかるよ」


    　いくみはそう言うと、すっくと立ち上がる。脚を適度に広げ、一度大きく深呼吸すると、ゆっくりと目を閉じる。立ったまま瞑めい想そうをしているかのような姿。


    　いくみの五感が研ぎ澄まされて……。


    　──くるるるる。


    　いくみのおなかが、かわいい音を立てる。どうやら、おなか中心で研ぎ澄まされてしまったようだ。


    「わかったよ。とりあえず、いまはおやつを食べるべき！」


    　いくみは迷いのない晴れ晴れとした笑顔でそう断言したのだった。
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    相　談　２　 「仲良くなりたい」


    
      レタス太た郎ろう

    


    


    


    　隣のクラスに気になる女子がいます。その女子となんとか仲良くなりたいです。できればデートに誘ったりしたいのですが、さりげなく、うまいことやる方法はないでしょうか？

  


  
    　今回の相談は恋愛関係、「気になる女子とさりげなく仲良くなりたい」。男子生徒の多くが抱いだく悩みのひとつだろう。


    　いつものごとく、部室には三人の回答者が集まっていた。理系担当の回答者・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当の回答者・九く条じようふみ、体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみ。和室の中央に据すえられたちゃぶ台、それを円卓の騎士のようにぐるりと取り囲んで座る。お悩みという名の現代社会の難敵と戦う騎士たちだ。


    「こんなのずばっといけばいいのさ。〝おーい、元気？　デートしてくれよ〟でいいんじゃないの？」


    　いくみはなんで悩んでいるのか理解できないといった様子。


    　しかしふみにとってはまったく同意しかねる意見のようだ。


    「いくみさん、隣の教室にいきなり入っていって、その言動はリスクが大きすぎます。下へ手たをすると隣のクラスでジローラモみたいなあだ名をつけられてしまいますよ」


    「そうかなー、くよくよ考えてる人はさ、結局最後までなんにもやんないんだよ。やって失敗はＯＫだよ。積極的ジローラモならＯＫなのさ」


    　しかしふみは首を大きく横に振って、いくみの意見を否定する。


    「孫そん子し曰いわく〝算多きは勝つ〟です。事前にしっかりと計略を練った者が勝者となるのです。ねえ、梨乃さん？」


    　計画の大切さを訴え、梨乃の同意を得ようとするが……。


    「う、うむ……、ま、まあ……そ、そうなのだ」


    　梨乃は照れていた。顔を真っ赤にして、なにもないちゃぶ台の一点を凝ぎよう視ししている。残念ながら梨乃は恋愛関係の話題がとても苦手。たいしたことない話題でもすぐに照れてしまう。僕はそれが非常にかわいいと思っているのだが……。


    「なぜ梨乃さんが照れているのです！　梨乃さんは当事者ではないですよ」


    「そ、それは、もちろんなのだ」


    「それで梨乃さんはどう思うのですか？」


    「や、やはりこういったことは、し、自然な感じが一番重要だと思う……自然に……」


    　残念ながら、そう言っている梨乃が一番不自然だった。お茶を飲もうと、自分のペットボトルに手を伸ばすが、動きがカクカクして故障中のロボットみたいになっている。


    「ふふふ、むふふ、うへへ、じゃあ聞かせてみなよ。その自然な感じを出す方法をさ。梨乃はどういうふうに誘われると自然だと思うのさ？」


    　いくみはイタズラっぽい笑みを浮かべながら身を乗り出す。議論では梨乃にやりこめられることが多い。ちょっとした仕返し気分なのだろう。


    「な、なんでっ、私が、私は、私で……私だから……」


    　ますます照れる梨乃。もはや照れが哲学的な領域へと突入している。しかし、いくみは逃のがさない。さらに身を乗り出して答えを待つ。


    「だから……その……ＪＡＭＳＴＥＣジヤムステツクの見学などを……、さりげなく自然に誘って……」


    「すっごい不自然じゃんっ！　なにテック？　悪の軍団？」


    「悪の軍団ではないっ！　海洋開発研究機構、いま話題の海洋地球研究船『みらい』でおなじみではないか」


    「おなじみじゃないよ！　聞いたことないもん。ないない、そんな船」


    「ちゃんと活動中なのだっ！　いくみがモノを知らないだけではないか！」


    　恋愛の話だと照れてばかりの梨り乃のだが、ＪＡＭＳＴＥＣについてはがぜん強気になる。


    　……女子としてそれでいいのか？


    「普通は知らないの！　そんなテック見にいくくらいなら、もっとあるでしょ、野球とかＪリーグとか」


    「それでしたら、私は小田原城に行ってみたいですねえ。難攻不落の名城ですよ」


    　はげしく言い争う、梨乃といくみ、そこにふみが参戦する。もはや口々に自分の行ってみたい場所を言い合うだけになってしまっている。


    「ＪＡＭＳＴＥＣには『みらい』だけではなく、『しんかい６５００』も……」


    「ＪリーグだってＡＣＬもあるよ！」


    「小田原城にはすごく立派な銅あかがね門もんがありますよっ」


    　……それにしても趣味の合わない三人だ。ひとりが行きたい場所を挙げると、必ず残りのふたりは即座にそれを否定。誰のプランも採用されない。


    　一歩も引かない三人、まったく決着が見えない。このままどこに行きたいかの議論が果てしなく続くのかと思われたが……。


    「もう、キリがないよ、赤あか松まつなんとかして。赤松ならさりげなくどこに誘うの？」


    　痺しびれを切らせたいくみが突然僕へと話を振ってくる。


    　僕ならどこに誘うだろうか……。正直どれもすごく興味があるわけではないが、誰かの案を立てれば、誰かを否定することになる。僕は誰の機嫌も損ねたくはない。これは難しい判断になりそうだ。


    　熟考の上に熟考を重ねて、僕はひとつの提案をする。


    「……最近、近くにケーキが美お味いしい店ができたらしいんだけど、そこにしない？」


    　諸もろ手てを挙げて賛同する三人の女子。全員の目が輝いている。さすがケーキ！　すごいぞケーキ！


    　こうして僕は甘いものの魔力によって難を逃のがれたのだった。
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    相　談　３　 「お小遣いが少ない」


    
      金きん欠けつ野や郎ろう

    


    


    


    　毎月のお小遣いが少なく、ほとんどなにも買えません。校則で禁止されているので、アルバイトもできません。無料でできる楽しいことってないですか？

  


  
    「よし、みんな集まれー！」


    　体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみは大きな木の下に陣取るとそう叫んだ。両手を上げぴょんぴょんと飛び跳ねて……、まるで小さい子供のようだ。


    　いつもは部室で行われているお悩み相談コーナーだが、今回は学校の近くにある公園へと場所を移していた。


    　今回の相談に対する、理系担当・遠えん藤どう梨り乃のの回答は「ネットを使えば無料で時間が潰つぶせる」、文系担当・九く条じようふみの回答が「図書館で本を借りて読みましょう」だったのだが、このふたりの意見にいくみが反発したのだ。


    「普通のこと言ってどうするのさ！　そんな普通の答えで納得させられると思っているのっ！　そんな普通でいいんだったら最初から悩まないよ！　人生相談を舐なめてると痛い目あうよ。それにパソコンとか、カタカタしてるし、読書は眠くなるし」


    　ただいくみがパソコンと読書が苦手なだけのような気がするが、たしかに読書とネットではいささか普通すぎることはたしかだ。


    　いくみの強引さに負けて、僕たちは公園へと移動したのだ。


    「よし、じゃあこれから、〝ペットボトル・キック〟を教えてあげるから」


    　いくみの言う〝ペットボトル・キック〟とはいくみの住んでいる、ごく一部の地域で流は行やったゲームらしい。本人が言うにはペットボトルひとつあればよく、知力、体力を向上させる最高の遊びらしいが……。


    　いくみの前に整列させられた梨乃とふみの表情が冴えない。まったくモチベーションが上がっていないことがありありと出ている。


    　しかしいくみはそんなことちっとも気にしていない。ノリノリである。


    「最初だから、私が天てん狗ぐの係をやるね」


    「ちょっと待ってください。なんですか、天狗の係!?」


    　突然の天狗登場にふみが目を丸くしている。しかしいくみはおかまいなしだ。


    「もう、説明するの面倒だよ。とにかく天狗は天狗だよ。やってればわかるから。ほら梨乃、ペットボトル蹴けって」


    　梨乃はしぶしぶペットボトルを蹴る。


    　──ペコンッ。


    　本人は全力で蹴ったのだろうが、残念ながら運動は苦手。ペットボトルは少し弾んで、数十センチ動いただけだった。


    「もう梨乃、なにやってるのさっ！」


    「うむ……。物を蹴った経験があまりなくて……」


    「違うよ！　蹴る前の掛け声は？　〝ドリル・オンッ〟でしょ！」


    　……ペットボトルの飛距離は関係なかったようだ。


    「天てん狗ぐとドリルになんの関係があるのだ……」


    「だからやってればわかるから、梨り乃のは理屈っぽいなあ。さあ、もう一回」


    　いくみはペットボトルを元の位置に立て、もう一度梨乃に蹴けることを促うながす。


    「…………ドリル・オン」


    　恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら小声でそう宣言し、再度ペットボトルを蹴る。相変わらず飛距離は数十センチ。


    「ちょっと、赤あか松まつ、ふみ！　梨乃がドリル・オンしたんだから、ふたりは天狗ガードしないと！　すぐ天狗の鼻が伸びて、ドリルクラッシュになっちゃうでしょ！」


    　だったら先に言ってくれ！　っていうか、設定が全然わからない。ドリルクラッシュになっちゃうとどうなるんだ！


    　いくみは体育会系のハートに火がついたのか、どんどん熱血になっていく。僕たちに一切の質問を許さない姿勢だ。


    「キッカー交代、ふみがキッカー、梨乃がレフトウイング、赤松はデンジャラス・ヘル・キャッチャーね」


    　僕のポジションが謎なぞ！　そもそもポジションがあること自体が初耳なのだが、危険な地獄の捕手!?　なにをするポジションなんだ！　そして天狗との関連性は？


    　僕たちの戸惑いをよそに、いくみの熱血〝ペットボトル・キック〟はさらに熱を帯びる。


    「梨乃、ダメダメ、それはファウルだから、間接フリー天狗ね」


    「ふみ、それもファウル、何歩歩いてるのさ！　はい、間接フリー天狗！」


    「赤松、ダメだってっ！　完全に後ろからじゃん、公式戦なら一発天狗だよ」


    「公式戦はともかく、せめて天狗ってどういうことなのか教えてくれないかな……？」


    「天狗って口で説明するものじゃないから。感じるんだよ、天狗を」


    　またそれか……。いくみの表情からして、おそらく本人もなんなのかわかってない。それにしてもルールのわからないゲームがこんなに疲れるとは……。


    「どう、外で遊んで汗を流すのは？　梨乃とふみは外でないから気持ちいいでしょ」


    　人一倍走り回ったいくみは息を弾ませながら満足げな笑顔を見せる。しかし梨乃もふみもなんら気持ちよさそうではない。むしろ恨みのこもった目でいくみを睨にらんでいる。


    　当然だ。いくみから謎のルールで怒られ続けたのだから……。


    「まあまあ……ほら、じゃあ、次は梨乃がペットボトルロケットの作り方教えてよ。これもペットボトルでできるし」


    　僕はふたりの怒りの矛ほこ先さきを反らすために、強制的に別の企画を提案する。


    「いくみ、なにをやっているのだ！　そんな雑に作って飛ぶと思っているのか？」


    　次はいくみが梨乃に叱られ続けるはめになったのだった。
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    相　談　４　 「授業中に眠くなってしまいます」


    
      八はち年ねん寝ね太た郎ろう

    


    


    


    　授業中、眠くて仕方ありません。とくに昼休み直後の授業は眠くてどうしようもありません。もう耐えるのがつらくて、つらくて……。どうにかして授業中に眠くならない方法はないでしょうか？

  


  
    　今回のお悩みは授業中の眠気について。もちろん誰でも経験があることだろう。


    「こんなこと相談されても困るよ。絶対無理なんだもん」


    　まっさきに白しろ旗はたを上げたのは体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみだった。


    　勉強が大の苦手ないくみ。日々睡魔との闘いに負け続けているのだ。


    　しかし、「無理」で終わっては、お悩み相談にならない。こんなときに頼りになるのは理系担当の回答者・遠えん藤どう梨り乃のだ。


    　興味がある話題なのか、なんだか目をきらきらと輝かせている。


    「まず睡眠をつかさどっているのは脳内のモノアミン作動性システムとコリン作動性システムなのだ。モノアミン作動性システムとコリン作動性システム両方がともに活動している状態がいわゆる覚かく醒せいしている状態、モノアミン作動性システムが停止して、コリン作動性システムだけが活発に活動している状態がレム睡眠、そして両方が……、いくみ、寝ているではないか！」


    　いくみはその声にハッとして目を開ける。


    　梨乃が話している間、目を閉じたまま、ずっと腕組みしていたのだが、寝ていたのか……。


    「違うよ、真剣に目を閉じて、聞いてたんだよ」


    「こっくり、こっくりしてたではないか」


    「うなずいてたんだよ！　あー、そういうの、あるあるって」


    「どこがあるあるなのだ！」


    　声を荒らげる梨乃、しかし、いくみはちっとも気にしていない。


    「ちゃんと聞くから、続けて、続けて」


    「とにかく、最近の研究でこのモノアミン作動性システムに影響を与える物質が視し床しよう下か部ぶで作られるオレキシンであることがわかったのだ。オレキシンは神経ペプチドで……、寝ているではないか！」


    　いくみは横になって寝ていた。おそろしいことに、ぐっすり寝るつもりだ。


    「だって、梨乃の話がおもしろくないんだもん。終わったら起こしてよ」


    　ごろりと寝返りをうって、梨乃の反対側を向いてしまう。


    「眠気について考えるためには睡眠のメカニズムについて知る必要がある。おもしろい、おもしろくないは関係ないのだ」


    「まあまあ、梨乃も落ち着いて、いくみもちゃんと聞こうよ」


    　僕は梨乃をなだめて、いくみにもう少しだけ頑張ることを促うながす。


    「そして食後に眠くなる理由なのだが、食事によってグルコース濃度が上がると、オレキシン作動性シナプスの活動が抑制されることが原因……、ふみまで寝ているではないか！」


    　いつも真ま面じ目めな文系担当の回答者・九く条じようふみにまで眠気が！


    　ずっと姿勢を正して正座をしていたのだが、その首がわずかに横に傾いている。


    「す、すみません。昨日あまり寝ていなくて……もう大丈夫ですから」


    　ふみは申し訳なさそうに頭を下げているが……、たしかにこれは眠くなる。梨り乃のは興味があるテーマだと、夢中になって話が長くなってしまうのだ。


    「とりあえず結論に入ってもらっていいかな」


    　僕は梨乃に話をまとめてもらうことにする。この話が続くと、僕までも寝てしまう可能性がある。


    「結論から言うと、オレキシン作動性のシナプスをしっかりと活動させることが重要なのだ」


    「それはどうしたらいいの？」


    「情動、つまりは感情が重要なのだ、喜怒哀楽いずれの場合にもオレキシン作動性シナプスは活性化する」


    　少し納得がいかない様子で結論を述べる。本人はもっと詳しく説明したかったのだろう。


    「なるほど、喜怒哀楽ですか。たしかに不安で眠れないことも、興奮して眠れないことも経験したことがあります」


    　興味を引く結論だったのか、ふみはすっかり目を覚まして、何度もうなずいている。


    「感情を刺激すれば、いくみも目が覚めるはずなのだ」


    　梨乃はすっかり熟睡してしまっているいくみを見て、小さくため息をつく。


    「せっかくなら悲しいよりは楽しい感情がいいですよね……。わかりました。さきほど睡魔に襲われてしまったお詫わびに、私がいくみさんの目を覚まさせます。〝九く条じよう流りゆう変な顔で〟」


    「九条流変な顔ってなに？」


    　ふみは僕の問いに大きくうなずくと言葉を続ける。


    「我が九条家は代々続く武士の家系。武士たるもの、戦場では相手の虚きよを突かねばなりません。相手を油断させ虚を生み出す戦場の術のひとつ、それが九条流変な顔なのです」


    　非常にうさんくさい話だが、ふみは本気のようだ。一度大きく深呼吸をすると、そっといくみの前に座りなおす。


    「いくみさん、起きてください」


    「なにぃ？　まだ、眠いむにゃ……」


    「これを見てもまだ眠いですか？　いざ、九条流変な顔」


    　先ほどまで真顔だったふみが突然頰ほおを膨ふくらませ、目を大きく見開いた。


    　これは……、赤ちゃんをあやすときの変な顔。ふみが本気なところも相まって、おもしろいというより、普通にかわいい。


    「むにゃ？　どうしたの？」


    「どうですか、九条流変な顔の威力は？　……ちょっと、寝ないでくださいっ」


    　いくみは再び眠りに入ってしまった。理論は間違いなくとも、実践するのは難しい。僕はふみのかわいらしい変な顔から改めて実践の困難さを学んだのだった。
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    相　談　５　 「体育の時間にペアになれません」


    
      モロＱ

    


    


    


    　サッカーなどの授業でペアになってパスを練習しろと言われるのですが、毎回、僕はペアになってくれる人が見つからず、体育の先生とパス交換をすることになってしまいます。どうにかしてうまく自然にペアになれないでしょうか？

  


  
    　今回の相談は体育の授業でひとりぼっちになってしまうとの悩み。気持ちはすごくわかる。


    　地味なようで、実際にこの状態になるとかなり精神的なダメージを負ってしまうのだ。


    　いつものごとく、お悩み相談コーナーのメンバーたちが第二新聞部の部室に集まり、僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きの仕切りの下で解決めざして議論を開始する。


    「なんで困ってるの？　誰かに〝やろーよ〟って声かけるだけじゃん」


    　体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみが不思議そうに首を傾かしげる。いくみは運動神経抜群のうえ、誰とでも仲良くなれるタイプ。相談者の気持ちがわからないようだ。


    　逆に気持ちがわかりすぎるほど理解できるのが、理系担当の回答者・遠えん藤どう梨り乃のだ。


    「気軽に声がかけられるのは運動能力に自信があるからなのだ。自分のような下へ手たな人間とペアを組んだら、迷惑なんじゃないのか。そう考えると……とても声などかけられないのだ」


    　梨乃は相談者が乗り移ったかのように、深刻そうに反論する。


    「別に、バルサのイニエスタみたいなパス回ししてほしいんじゃないし。気にする必要ないと思うけどなー。ヘイ、パスパス！　ヘイヘイ、オーレ！　オーレ！　オー、ニイッポー、ニイッポー、ニイポー、ニイポー、オイオイオイオイオイだよ」


    　いくみは身振り手振りを交えながら、パスの要求の仕方を教えてくれるが、さっぱり理解できない。最後は日本代表のサポーターになっちゃってるし……。


    　とりあえず、いくみの謎なぞレクチャーはいったん終了にして、文系担当の回答者・九く条じようふみの意見も聞いてみるか……。


    　ふみは姿勢を正し、「コホン」と小さく咳せき払ばらいすると話しはじめる。


    「故事に〝先さきんずれば人を制す〟との言葉があります。これは劉りゆう邦ほうと項こう羽うが天下を争っていた時代の言葉ですね。何事も人より先に行動を起こせば有利な立場を取ることができ、逆に遅く行動すれば、先に動いた人に支配されてしまうのです」


    「なるほど……聞いたことがあるような」


    　僕の言葉に大きくうなずくと、ふみは話を続ける。


    「項羽将軍と後に漢を興おこす劉邦は天下をめぐって激しく争っていたのですが、戦のうまい項羽は劉邦に対して連戦連勝だったのです。しかし項羽には人望がなく、反対に劉邦には人望があったために、優秀な人材はどんどん劉邦の下へと集まったのです。劉邦と項羽は関かん中ちゆうの地にどちらが早く到達するか争うこととなりました。項羽は戦に勝ち続け、進軍するのですが、劉邦はなるべく無駄な戦いを避け、優秀な部下の進言を聞き入れ、策を持って進み、結果、劉邦が先に関中を攻略することになるのです。まさに先んずれば人を制す。劉邦は絶大な名声を得ます。これは余談になるのですが、その後も劉邦と項羽は戦い続けます……（中略）……ついに楚そ漢かん戦争が勃ぼつ発ぱつします。田でん栄えいが田でん都とを追い出して……（中略）……攻撃させた。……（中略）……劉邦は、諸侯との連合軍……（中略）……連日のように宴会を……（中略）……略奪……（中略）……追い詰められた劉邦は……（中略）……劉邦は韓かん信しんに……（中略）……対し……（中略）……楚そ……（中略）……漢……（中略）……歌……（中略）……四し面めん……（中略）……というわけなのです」


    「話が長いよ！　夜になるかと思ったよ！」


    　ふみの話が終わるやいなや、いくみが立ち上がって絶叫する。本当に長い。しかも余談になってからのほうが話が長いとはどういうことなんだ。


    「すみません、つい夢中になってしまって」


    「人の名前ばっかりでごちゃごちゃして、なんの話か全然わかんなかったよ。りゅーほーとかこーうとか、イニエスタとか！」


    　イニエスタはたぶん登場してなかったと思うが。しかしそんなことをツッコんでいる場合ではない。僕はみんなに残念な知らせをしなければいけない。


    「悪いんだけど、そろそろまとめて結論を出さないと」


    「えーっ、私と梨り乃のはほとんどなんも話してないじゃん。ほらふみの話が長いからっ！」


    「ごめんなさい。ついつい歴史の話になると」


    　何度も頭を下げ、恐縮しきりのふみ。


    「今回はふみが回答を出せばいいのではないか。これほど話したのだ。なにかいいアイディアがあるのではないか？」


    　梨乃がやれやれと言った感じでそう提案すると、ふみは目を輝かせる。


    「梨乃さん、もちろんですよ。韓かん信しん、張ちよう良りようのごときすばらしい策を相談者さんに提案してみせます」


    「私だって、カズ、ラモスのごときやつを提案したかったけどね」


    　いくみはなおも不満そうにぶつぶつ言っている。しかしこれだけ話したふみに最後を締めてもらわないと収まりが悪い。ここはふみの意見を聞こう。


    「ですから〝先さきんずれば人を制す〟なのです。体育の授業でペアを組むように言われたら、真っ先にペアを組むことをお願いするのです。体育の先生に」


    「はぁ？」


    　梨乃といくみ、両方から同時に声があがる。


    「ですから、取り残されて、先生とペアになるから恥ずかしいのです。それならば、あえて真っ先に先生とペアになれば、それは恥ずかしくはないです。しかもパスが下へ手たでも気にする必要もありません。相手は先生なのですから」


    　ふみは自信満々に胸を張ってそう答える。


    　ぽかんとした表情でその姿を見つめる梨乃といくみ。しかしふみの長い話のせいで反論する気力も紙面のスペースも残ってはいないのだった。
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    相　談　６　 「落ち込むと立ち直れない」


    
      はるき

    


    


    


    　テストの点が悪かったり、嫌なことがあると落ち込むのですが、なかなか立ち直れません。何日も暗い気持ちになってしまいます。もっと早く気持ちを切り替える方法はないでしょうか？

  


  
    　今回の相談は気持ちの切り替えについて。いつものようにお悩み相談コーナーのメンバーが第二新聞部の部室に集まっている。議論を仕切るのもいつものように僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    「私も落ち込むと、なかなか立ち直れないんですよね」


    　相談者に賛同したのは文系担当の回答者・九く条じようふみだった。


    「落ち込んだときにはどうしてるの？」


    　僕の問いにふみは少し恥ずかしそうに頰ほおを赤らめる。


    「私は座ざ禅ぜんをして精神を統一したりするのですが、なかなか……。いくみさんはいつも元気ですけど、どうやって気持ちを切り替えているのですか？」


    　ふみは体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみに尋ねる。ふみの言うとおり、いくみはいつも元気。あまり落ち込んでいるところを見たことがない。


    「寝ることだね。テストの点が悪くても、ぐっすり寝れば気分すっきりだよ」


    　いくみはそう言うと、朗ほがらかな笑顔を浮かべる。周りの人間も自然と笑顔になってしまう屈くつ託たくのない笑顔、その秘ひ訣けつはちゃんと眠ることのようだ。


    「たしかに睡眠は科学的にも重要なのだ。睡眠不足はホルモンバランスが乱れる」


    　理系担当の回答者・遠えん藤どう梨り乃のもいくみの意見に大きくうなずく。


    「でしょ！　だから私はちゃんと寝るよ。テストの前もね」


    「……ずっと寝ているだけだから、テストの点も悪いのではないか」


    「なにをっ！　本当にそうだけどさ！　じゃあ、梨乃はどうしたらいいと思うのさ？」


    「私は散歩をおすすめする」


    「散歩？　地味だね」


    「地味だからこそ、誰にでもできていいのではないか。散歩には副ふく交こう感かん神経を刺激する効果がある。つまりはリラックスできるのだ」


    「へー、なるほどねー。散歩か。よし、じゃあ、やってみよう。散歩！」


    　いくみはそう言うとすっくと立ち上がり、梨乃の手を引く。


    「いま、散歩するのか？」


    「いいじゃないですか。お天気もいいですし」


    　ふみもいくみの意見に賛同を示す。


    　こうして急きゆう遽きよ、部室を出て近所の公園まで散歩をすることになったのだ。


    「やっぱり外は気持ちがいいね」


    　いくみが両手をいっぱいに広げ深呼吸して外の空気を吸い込む。午前中まで降っていた雨もやみ、雨上がりの公園は木々の緑もより一層鮮やかに輝いている。たしかに気持ちがいい。


    　公園を歩きながら、梨乃は自分流の散歩の方法をみんなに伝える。


    「散歩のコツはなにも考えないことなのだ。気分を切り替えようとか、嫌なことを思い出したりせずに、頭を空からっぽにして……あっ！」


    　ぼんやりと空を眺めながら歩いていた梨り乃のがそのまま水溜たまりに足を踏み入れてしまった。結構深かったようで、靴くつがびしょびしょになってしまっている。


    　梨乃は自分のミスに照れながらも解説を続ける。


    「足下は確認しないといけないわけなのだが……、とにかく思考を一回リセットさせて……」


    「梨乃さん、襟えり元に毛虫がっ！」


    「なっ、ああっ！　これはチャドクガの幼虫ではないかっ！　早く、早く取ってっ！」


    　パニックになりながらも、毛虫の種類をしっかり判別している！　大混乱の梨乃は僕の周りをぐるぐると旋回しはじめた。


    「梨乃、落ち着いて。ほら、もう大丈夫だから」


    　僕は手早く木の枝で毛虫を襟元から弾き飛ばす。


    「はぁ、はぁ、チャドクガの幼虫は毛に毒があるのだ……。木の下を散歩するときは、チャドクガには気をつけるべきなのだ。しかし気持ちはリラックスさせて、なにも考えずに……」


    「梨乃、危ないっ」


    　いくみが梨乃を突き飛ばす。


    　梨乃のいた位置に鳩はとのフンが落下している。驚異的な動体視力でいくみはフンが梨乃の上に落下することを防いだのだが……。突き飛ばした勢いが強すぎた。突き飛ばされた梨乃はそのまま植え込みの中へと突っ込んでしまった。


    　恨めしそうにいくみを睨にらみつける梨乃。せっかくの綺麗な黒髪が葉っぱまみれだ。


    「違うよっ！　いたずらじゃないよ。鳩がね、悪い鳩が……」


    「鳩がどうしたと……」


    「梨乃さん、大変です。ハチが！」


    　ふみが先ほど梨乃が突っ込んだ植え込みを指差している。そこにはハチの巣が……。巣を荒らされたと思ったのか、数匹が巣の周りを飛び回っている。


    「これはキアシナガバチ、危険なのだ。すぐにここから離れるのだ！」


    　梨乃は立ち上がると、一気に駆け出そうとして、すぐに転んだ！　すてーん、と見事に転んだ！　どうなってるんだ、梨乃の運動神経は！


    　こうしてハチから逃亡しながら、散歩を終了し、部室へと戻る。


    「いやー、散歩もおもしろいね」


    「そうですね。リフレッシュできました」


    　いくみとふみは散歩を十分に楽しんだようだが、ひとりむっつりと黙り込んでいる人が……。散歩を提唱した梨乃本人が機嫌が悪くなってしまったのだった。
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    相　談　７　 「なかなか慣れません」


    
      凌しのげる我われさん

    


    


    


    　アメリカに住んでいるんですが、アメリカの学校になかなか慣れません。


    　どうしたらみんなと楽しく接することができますか？

  


  
    　今回もまたお悩みを解決するべく第二新聞部の部室には三人の回答者が集まっている。そして議論を仕切るのはもちろん僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回いただいた相談はアメリカの学校に通っている日本人の方からの相談だ。


    「正直言って、今回は難問ですね。私たちはアメリカの学校に行ったこともありませんし」


    　文系担当の回答者・九く条じようふみは困ったような、申し訳ないような複雑な表情をしている。


    　自分に代わっていいアドバイスができる人はいないかと、理系担当の回答者である、遠えん藤どう梨り乃の、体育会系担当の回答者である鈴すず木きいくみを交互に見つめるが……。


    「梨乃は無理だよ。日本の学校でもちっともなじんでないんだからね」


    　いくみはそうきっぱりと断言した。


    「わ、私はいまの状況で満足している。ひとりで本を読んだりしているのが自分に合っているから……。べ、別になじめていないわけでは……ない」


    　必死に反論する梨乃だが、目が泳ぎ、明らかに動揺している。ひとりでいるのが好きなことは噓うそではないのだろうけど、なじめていないことも真実なのだろう。


    　逆にいくみは自信満々の表情。いくみはクラスでも人気者、こういった悩みに関しては頼りになるかもしれない。


    「じゃあいくみの意見を聞こうかな」


    　僕の言葉に一度大きくうなずくと、いくみはすっくと立ち上がる。


    「こういうのはね。気合いと勢いだよ」


    　小さな[image: ]こぶしを握りしめ、いくみはそう断言する。さすが体育会系といった意見だ。しかしこれだけでは余りにも抽象的だ。僕はもう少し突っ込んで聞いてみることにする。


    「もしいくみがアメリカの学校に行くことになったらどうする？」


    「えーとね、まずは握手。シェークなんとか、だね」


    　いくみはそう言うと隣に座っていたふみの手を熱烈に握りしめる。


    「オー、ナイストゥーミーチュー。アイアム、イクミ！　ジャパニーズ、ビューティフルガール。アーンド、ベリー、デンジャラス！」


    　たどたどしい英語で自己紹介するいくみ。……デンジャラス？　たしかにいくみは危険人物な気はするけど、自分で申告するか？


    　周りの困惑など気にすることなく、いくみはさらにハイテンションで自己紹介を続ける。


    「イエース！　アイアム、サムラーイ！　アイ、ライク、ハラキーリ！　ベリー、ベリー、デンジャラス！」


    　またデンジャラス！　たしかに切腹が好きな人は危険だけども。いくみは自分がなにを言っているのかわかっているのか？


    「オー、サンキュー、サンキュー！　アイ、ライク、スポーツ！　ベリー、スピーディー！　ナイス、ジャンプ力、ナイスキック力、すごーいパンチ力！　ロッコツ、バキバーキ！」


    　いくみは飛び跳ね、回し蹴げりやパンチを披露する。もはやただ暴れまわっているだけだ。これは楽しく接しているというより、笑い者になっているだけの可能性大だ。


    　ひたすら動き回るいくみ。その姿を苦笑いを浮かべながら見つめる、梨り乃のとふみ。


    　これをひたすら続けていても、いいアドバイスは浮かばないだろう。なにかもっと勢い以外の適切なアイディアはないものか……。


    「あの、ベリーデンジャラス以外に、なにかないかな？　仲良くなる方法」


    　僕の言葉にふみが胸元でパチンと手を叩く。


    「そうだ、日本のお菓子は外国で人気があると聞きましたよ。とくに抹まつ茶ちやのお菓子などは大変喜ばれるそうです。日本のお菓子をきっかけに仲良くなるのはどうでしょう？」


    「そっちのほうが勢いだけの英会話よりはよさそうだね。平和的だし」


    　僕はお菓子の方向で話をまとめようとしたのだが……。


    　いつの間にかいくみの手にうまい棒が握られている。駄菓子が大好きないくみはいつでも鞄かばんに駄菓子を忍ばせているのだ。鞄から次々と取り出される駄菓子の数々。


    「ディス、イズ、ジャパニーズ、デリシャス棒！　ディス、イズ、キャベツボーイ！　ヒー、イズ、蛙かえるポリス、ベリー、デンジャラス。ロッコツ、バキバーキ！」


    　結局はインチキ英会話かよ！　そもそもキャベツ太郎のパッケージの警察官風の蛙は全然ベリーデンジャラスなキャラクターじゃないし！


    「それはわかったから。とりあえず今回はお菓子で仲良くなるってことで」


    　僕はいくみを落ち着かせて座ってもらう。これで一いち段だん落らくかと思ったのだが……。


    「よし、それじゃあ、私たちもお菓子パーティーでもっと仲良くなろう！」


    　いくみはすぐに立ち上がるとそう宣言する。本当に落ち着きがない。


    「いまさらではないか？」


    　急な提案に梨乃は戸惑っているが、いくみはまったく気にしない。


    「いいのっ！　いつでも、何回でも仲良くなるの。アメリカの人も日本の人もお菓子大好き。お菓子があれば仲良くなれるよ」


    「いくみさん。お菓子を分けてくれるのですか？」


    「うん、もちろん赤あか松まつに買ってもらうつもりだよ」


    　いくみはそう言うとじっと僕の顔を見つめる。


    「なんで僕が……」


    　気がつくと、梨乃とふみまでも僕の顔をじっと見つめている。結局、買ってほしいのか！


    　こうして僕は三人にお菓子を奢おごるはめになったのだった。
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    相　談　８　 「おなかの音が恥ずかしい」


    
      ゆき

    


    


    


    　授業中、とくにお昼が近づいてくると、おなかが鳴ってしまいます。隣の席の人まで聞こえてしまい、かなり恥ずかしいです。どうしたらいいでしょうか？

  


  
    　今回の相談はおなかの音について。第二新聞部部室にはお悩みを解決すべく、三人の回答者が集まっている。理系、文系、体育会系、三人の回答者が議論して解決策を考えるのがこのコーナーの特徴だ。そして議論をしきるのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    「気にする必要ないよ。私なんか朝から鳴ってるよ。それはもう高らかに」


    　最初に意見を述べたのは体育会系担当の回答者・鈴すず木きいくみだ。いくみは自分のおなかが鳴るのがまったく恥ずかしくないらしい。そういえばよく鳴っている気がする。


    「私も気にする必要がないと考える。お昼におなかが鳴るということは、空腹時に胃の収縮運動が起こっているということなのだ。むしろ健康でよいことなのだ」


    　理系担当の回答者・遠えん藤どう梨り乃のもいくみの意見に同意を示す。


    　そんなふたりに対して、文系担当の回答者・九く条じようふみが反論を開始する。


    「そうは言っても本人が恥ずかしいのですから、恥ずかしがるな、と言われても困るのではないですか？　梨乃さんだって、実際に鳴ったら恥ずかしいタイプじゃないですか？」


    「まあ、それは……そうかもしれない」


    　梨乃は非常に恥ずかしがり屋さんだ。いまもそれを指摘されただけで、恥ずかしそうに顔を赤らめている。


    「しかし生理現象なのだから仕方がないのも事実なのだ。ヨーグルトなどを食べて腸内環境を整えるくらいしか……、それでも鳴るときは鳴るだろうし」


    「そうなのです。鳴るのは仕方ありません。ですから、ここは鳴ったときのごまかし方を考えるべきなのです」


    　ふみは胸を張って高らかにそう宣言した。


    　……なんともセコい考え方だが、たしかにそれしか方法はないような気もする。


    「それで具体的にはどうするのだ？」


    　ふみは梨乃の問いにやや言葉をつまらせる。


    「それは……木を隠すなら森で、机の周りにぐーぐー音が出るものをたくさん置いておくとか、猫ちゃんを連れてきて、猫がゴロゴロいっているのだとごまかすとか……」


    「…………………………………………」


    　ひたすら無言でじっとふみの顔を見つめる梨乃。


    「梨乃さんなにか言ってくださいよっ！　しょうがないじゃないですか、そんな急にいいアイディアは思いつきませんよ。いくみさんならどうします？」


    　ふみは自分では手に負えないと思ったのか、唐突にいくみに話を振る。


    　腕組みをして考え込むいくみ。おそらく自分ならどうするか、頭の中でシミュレーションしているのだろう。


    「やっぱ、テヘペロだね。私の場合はテヘペロがかわいいからね。こんな感じ、〝おなか鳴っちゃった。テヘペロ！〟」


    　いくみは頭をわざとらしく搔かきながら、ちょこんと舌を出して見せる。


    　うーん。たしかにかわいい。かわいいけれども、同時に憎たらしくもある。


    　梨り乃の、ふみも同じ感想のようで、いくみのあざといテヘペロを見ながら、苦笑を浮かべている。


    　しかしいくみ本人はこれでいけるとの確信を得たようだ。突然立ち上がると、[image: ]こぶしを振り上げる。


    「よし、みんなでテヘペロ特訓だ。テヘペロがかわいくできれば、おなかが鳴っても怖くない。オナラしたって大丈夫。おしっこ漏らしたって平気だよ」


    「平気なわけないではないか！　テヘペロで済むレベルを超えている！」


    　梨乃にツッコまれても、いくみはちっとも気にしない。さっそく梨乃とふみに対してテヘペロの特訓を開始する。


    「よし、じゃあテヘペロ、十回ワンセット。いくよっ！　はいっ、テヘペロ！」


    　いくみの号令に合わせて、梨乃とふみが頭を搔きながら舌をペロリと出す。ふみはなかなか様になっている。というか、むしろおしとやかな印象とのギャップで、先生であるいくみよりもかわいく感じる。しかし問題は梨乃だ。普段そんなことをしない梨乃は猛烈に恥ずかしがっている。顔を真っ赤にして、うつむき加減のテヘペロだ。


    「梨乃、照れすぎ！　テヘばっかりでペロが弱い！　ふみはおっぱいが大きすぎ！　縮めて！」


    「ちょっと、いくみさん！　無茶苦茶言わないでください」


    「もう一回、はい、テヘペロ！　もう一度、テヘペロ！　肘ひじが下がってるよ！　ちゃんとしたフォーム固めないと本番で通用しないよ。全国行きたくないの！」


    　テヘペロに全国大会はないが……。しかしすっかり体育会系の魂に火がついてしまったいくみを止めることはできない。


    「よし、次は動きながら、ランニング・テヘペロ！　ジャンピング・テヘペロ！　逆シングル・テヘペロ！」


    　いくみは狭い部室を走り回り、飛び跳ね、さらには手の甲で頭を搔きながらのテヘペロを披露する。もはや全然かわいくない！　ただの愉快な人だ。


    「赤あか松まつも見てないで、いっしょに！」


    「僕も!?」


    「テヘペロに男子も女子もないよ！　眼鏡めがねもテヘペロだ！」


    　なぜか僕までもテヘペロ特訓の餌え食じきとなってしまった。


    　こうして僕はその日、腕が筋肉痛になるまでテヘペロを続けることになったのだった。
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    相　談　９　 「あがり症です」


    
      中学二年　みーたろう

    


    


    


    　私は物凄く、あがり症です。いろいろとあがらない方法を試しているのですが、どれも効きません。本番で失敗することがほとんどです。三人に解決していただけるとありがたいです。よろしくお願いします。

  


  
    　第二新聞部の部室にはお悩みに答えるべくメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回の相談は緊張してしまうとの内容。誰しも大勢の前に立ったりするとあがったりするものだが、相談者さんは普通の人よりも、ずっとあがってしまうのかもしれない。


    　我がお悩み相談メンバーで、もっともあがってしまう人といえば梨乃だ。とっても照れ屋さんで、すぐ緊張してしまう。ここは梨乃から話を聞いてみるべきだろう。


    「梨乃もすぐあがっちゃうタイプだよね」


    「うむ……、残念ながら否定はできない」


    「どういうときにあがるのかな？」


    「人前で話さなければいけないとき、知らない人と話すとき、スポーツなど苦手なことをするとき、電話をかけるとき、さらには……」


    「もう大丈夫。それくらいで」


    　梨乃は緊張しがちなすべての場面で緊張しているようだ。いろんなことを想像してしまったのか、こうやって緊張する場面をあげているだけで、ちょっと顔がこわばっている。


    　一方、梨乃とは正反対にまったく緊張しないタイプがひとり。体育会系のいくみだ。


    「私なんか全然緊張しないけどね。ぜーんぜん」


    　いくみは自分の緊張しない性格を身体からだで表現するかのようなリラックスした状態。畳の上にごろんと横になり、頰ほおづえをついた状態で話している。


    「いくみもちょっとは緊張すべきなのだ。緊張とは過去の体験からくる条件づけによる防御反応のようなものなのだ。いくみには学習能力が不足しているのではないか」


    「失礼だぞ！　不足してないもんっ！　いろいろ学習してるよ！　ただすぐ忘れちゃうだけだよっ！」


    　いくみの反論は反論になっていない。


    　しかしいくみの学習能力については今回のテーマとは関係ない。問題は緊張のほうだ。


    　僕は梨乃にさらに突っ込んで聞いてみることにする。


    「梨乃はどうして緊張しちゃうのかな？　たとえばみんなの前でスピーチするってなったら、どうなるの？」


    「つまり……どうしても悪い想像をしてしまうのだ。うまく話すことができないんじゃないかとか……、言うべきことを忘れてしまうんじゃないかとか……笑われるんじゃないかとか」


    　梨乃は頭のなかに浮かんだ悪いイメージを振り払うかのように大きく首を横に振る。


    「考えるからダメなんだよ。そんなときこそリラックスだよ」


    　いくみはそう言うと頰づえの姿勢からごろんと仰あお向むけになる。畳の上に大の字になって両手を大きく広げる。


    「試合のときだって、硬くなったら結果でないからね。リラックス。悪いことなんて考えちゃダメ。身体からだの力を抜いて、こう、ダラーンとブラーンと……リラック…………ぐぅ」


    「寝ているではないか！」


    　梨り乃のが目を丸くしている。プレッシャーに弱い梨乃としては、なにかヒントになることはないかと真ま面じ目めに聞いていたのだろう。まさか寝ちゃうとは。リラックスしすぎだ。


    「ごめん。リラックスの調子がよすぎたよ」


    　いくみはペロリと小さく舌を出しながら、よくわからない言い訳をしている。


    　リラックスの調子はさておき、問題は緊張しない方法だ。


    「悪い想像をするな、と言われても、自然にしてしまうから難しいですよね。それでしたら、とことん想像するのはどうでしょう？」


    　これまでと違う方法を提案したのはふみだった。ふみは文系だけあって想像力が非常に豊か。むしろ想像力があまって話が長くなる傾向がある。


    「梨乃さんは、みんなの前でスピーチするとき、うまく話せないんじゃないか、笑われてしまうんじゃないか、と考えてしまうんですよね」


    　梨乃は無言でうなずく。


    「それでしたら、その続きを想像するのです。笑われてしまったあとはどうなるでしょう？」


    「それは……すごく恥ずかしいだろう」


    　梨乃は戸惑いながら答える。


    「すごく恥ずかしいのですね、まだまだ続きを想像するのです。梨乃さんは恥ずかしいと顔が赤くなります。きっとそのときも顔が真っ赤になるでしょう。みんな顔が真っ赤な梨乃さんをからかいます。梨乃さんは落ち込みます。でもそのときです。梨乃さんにサンタクロースが言うのです。〝お前のその真っ赤な顔が役に立つのさ〟と」


    「私はトナカイではない！　私の顔は暗い夜道を照らせない！」


    　すでに梨乃の頰ほおはほんのりと赤くなっている。


    「梨乃さんは〝私の顔は暗い夜道を照らせない〟と言いました。するとサンタさんは言いました〝実はそうなんだ。以前トナカイの鼻の赤さを頼りに夜道を走っていたらソリで事故を起こしてしまって、腰を悪くしてね。どうだろう梨乃さん、サンタにならないか？〟こうして梨乃さんはサンタになりましたとさ。めでたし、めでたし。どうです？」


    　どうです？　と言われても……。梨乃はすっかり力が抜けてしまったようで、ただ「う、うむ」とあいまいな返事をする。ふみはその梨乃の様子を見て納得の表情。


    　どうやらリラックスに成功したと判断したようだ。たしかに緊張した場面で本当にこの想像をしたら、肩の力は抜けるだろう。ただスピーチごと失敗しそうな気もするが……。
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    相　談　10　 「〝カッコいい彼氏〟が欲しい」


    
      中学二年　Ｇじーソルトん

    


    


    


    　今度の『夏祭り』までに〝カッコいい彼氏〟が欲しいんです！　どうすれば、つくれると思いますか？

  


  
    　第二新聞部の部室にはお悩みに答えるべくメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回の相談はカッコいい彼氏が欲しいとの内容。


    　ポイントは彼氏ではなく〝カッコいい彼氏〟が欲しい点だ。


    「彼氏が欲しいのではなく、カッコいい彼氏ですか。なかなか大変そうですね」


    　ふみはまるで大変そうに思えないのどかな口調で語る。実際問題、カッコいい彼氏をつくる方法などあったら大変だ。


    　誰かすごいアイディアを出してくれるといいが……。


    「カッコいい人をさらってくるしかない！」


    　いくみはまっすぐに手を挙げると絶対にダメなアイディアを披露した。


    　さすがにダメすぎて誰もツッコミすらしない。梨乃とふみから冷たい視線がただ注がれるだけだ。


    　ほかになにか意見はないだろうか……。


    「見た目がいい人は少数派、しかもすでに誰かとつきあっている確率も高い。ここは彼氏をつくってそれからカッコよくするほうが効率的なのではないか……あくまで理論上だが」


    　梨乃は非常に照れくさそうに言う。梨乃は恋愛関係の話が大の苦手。相談に答えるだけでも照れてしまうのだ。


    　頰ほおを赤らめうつむく梨乃だが、言っていることは間違っていないように思える。


    「なるほど、そちらのほうが早いかもしれませんね」


    　ふみは相変わらずのんびりとした口調で梨乃の考えに賛意を示す。ふみはそのままのんびりとした口調で話を続ける。


    「梨乃さんの考えはいいと思うんですけど、でも問題はどうやってカッコよくするかですよね」


    「整形手術をするわけにもいかない。服装を変えるしかないだろう」


    「カッコいい服装ですか……、どんなのがいいんでしょうね？」


    「柔道着！」


    　いくみはまっすぐに手を挙げると、またしても絶対にダメなアイディアを披露した。


    「柔道着ではデートに行けませんよ。もっと普通のパターンを考えてください」


    「えーっ、じゃあね……帽子かぶってる人。帽子をかぶっておけば、とりあえずオシャレっぽいよ！　ふみは？　どんな人がカッコいい？」


    「昔からオシャレな人は靴くつにこだわるっていいますよね」


    　三人はなんだか楽しそうにあーでもない、こーでもないと、カッコよく変身させる方法を考える。そのアイディアをまとめるとこんな感じだ。


    ・帽子をかぶっている。


    ・靴にこだわっている人はオシャレ。


    ・難しい本をさりげなく持たせる。


    ・革のブレスレットなど品のいいアクセサリーをしている。


    ・知的なジョークで笑わせてくれる。


    　アイディアが出つくしたところで、いくみがすっくと立ち上がる。


    「よし、じゃあ、さっそくやってみよう。赤あか松まつをカッコよくするよ！」


    「なんで僕が！　そもそもすぐには無理だって」


    　しかしいくみはこっちの話を聞こうとしない。


    「いろんな人に協力してもらうから大丈夫、待ってて！」


    　そう言うと、元気よく部室から駆け出すいくみ。相変わらず、行動力だけはバツグンだ。


    



    　いくみが戻ってきたのは約一時間後のことだった。両手に大きな紙袋、学校中を走り回ったのか額には汗が光っている。


    「よし赤松、カッコよく生まれ変わるよ！」


    　いくみはこれに着替えろと紙袋を僕に押しつける。せっかく集めてきてくれたんだ、着替えるしかないだろう……。


    「いくみさん、これは帽子ではなく、ヘッドギアじゃないですか！」


    　着替えて戻って来た僕の姿を見た瞬間、ふみが驚きの声を上げた。そう、僕がかぶっているのはラグビーで使用するヘッドギアだ。


    「それにさりげなく持っている本……これＤＶＤレコーダーのマニュアルではないか！」


    「靴くつも……これスキーをするときのスキーブーツですよね」


    「剣道の籠こ手てを左手だけはめているのはもしかしてブレスレットのつもりなのか？」


    　梨り乃のとふみによるツッコミの嵐。そう、いくみが用意した服装はとにかく適当だったのだ。


    「だって、これしか貸してくれなかったんだもんっ！　赤松、知的なジョークを言って！」


    「……えーと……ちょっと待って」


    　急に言われてもジョークなど思いつかない。知的なジョーク……どんなのだ？　アメリカンジョークみたいなものか？　ダメだ……。なんにも出ない。


    「うふっ……す、すみません」


    　ふみはなにも言っていないのに吹き出してしまった。梨乃もうつむいて必死に笑いを堪こらえている。いまの僕の姿はカッコいいどころか、相当おもしろいらしい。


    「あの、なにも言ってないんだけど……」


    　僕がそう言うと、堪えられなくなったのか、全員が大笑いする。こうして僕は〝笑わせてくれる〟の部分のみ条件を満たしたのだった。まったく知的ではないが……。
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    相　談　11　 「三国志について喋しやべりたい」


    
      高校一年　曹そう操そう曹そう丕ひ曹そう植しよく……曹そう昂こう

    


    


    


    　私はふみちゃんと同じく三国志が大好きです！　三国志についてたくさん喋りたいのに学校で好きな人がいません。どうしたらよいでしょう？　一番好きな人は曹そう操そうです！

  


  
    　第二新聞部の部室には今回もまたいただいた相談に答えるべくお悩み相談コーナーの回答者が集まっている。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹き。要するにいつものメンバーである。


    　今回はなんと三国志についての相談。三国志について話せる友達がいないらしい。


    　当然話を聞くべきはふみなのだが……。


    　なんだか、ものすごく嬉しそうだ。目をキラキラさせて……、すぐにでも語りたい、そんな気持ちがひしひしと伝わってくる。問題はそれ関係の話をしだすと止まらないことだ。


    「私が一番好きな武将は……」


    「三国志の話をするのではなく、三国志好きな仲間がいないことについての相談なのだ」


    　梨乃がふみの話をさえぎって話しはじめる。長い話を未然に防いだ形だ。


    「ちょっとくらい、いいじゃないですか。まだ好きな武将も言ってないのにっ」


    　不満そうにぷうっと頰ほおを膨ふくらませているが、梨乃はかまうことなく話を進める。


    「いまの時代ならば、ネットなどで共通の趣味の人間を見つけることは難しくないはずなのだ」


    「それはそれでいいのでしょうが、学校で気軽に話せたら楽しいじゃないですか。それで私の好きな……」


    「いないものは仕方あるまい。やはり別の場所で見つけるしかないのだ」


    「梨乃さんっ！　好きな武将の話をさせてください」


    「ふみがその手の話をすると、時間がいくらあっても足りないのだ。以前もほとんどふみの歴史話だけで相談が終わってしまったことがあったではないか」


    「……そうですけど。ちょっと聞いてくれるくらい、いいじゃないですか」


    　ふみのなんともうらめしそうな顔。まだ未練たっぷりだ。そんなふみにいくみが聞かされる側の気持ちを伝える。


    「わかんない話されると、大変なんだよ。聞いてて眠くなっちゃうんだよね」


    「やはり私の話も眠くなりましたか？」


    　ふみは不安そうにいくみに尋ねる。


    「そんなことないよ。あー、またはじまったなーって思ってると、いつの間にか終わってて、逆にすっきりしてるよ」


    「それは本当に寝ているからじゃないですか！」


    「大丈夫！　梨乃の話でも寝てるから」


    「なにが大丈夫なのだ！」


    　梨乃がいくみを睨にらみつける。フォローのつもりなんだろうけど、犠ぎ牲せい者しやが増えただけだ。


    　とにかくこのままでは話がまとまらない。ここはなんとか軌き道どう修正しないと。


    「要するに、興味のない話をされるから苦痛なわけで、興味が持てるように話せば問題ないんだよね。興味を持ってもらえば最終的に三国志ファンになってくれるかもしれないし」


    「なるほど……ファンになってくれたらいいですね」


    　ふみはそう言うとちらりといくみを見る。いくみにもファンになってほしいみたいだ。


    「うーん。おもしろく話してくれたらね。でも私はなかなかおもしろがらないからね」


    　なぜかちょっと偉そうないくみ。どっかりとあぐらをかき、腕組みする。さあ聞かせてみろと言わんばかりの態度だ。


    「じゃあ、なるべくわかりやすく、おもしろく話しますから、いくみさんもこれで三国志ファンになってくださいね」


    「楽しかったらなるよ。じゃあ、かかってこい！」


    「えーとですね。三国志は西暦でいうと百八十四年の黄こう巾きんの乱から……」


    「ダメ、何年とか言われると、もうダメ」


    　いくみは腕組みしたまま、ごろんと仰あお向むけになってしまった。もうすでにいつでも寝られる体勢だ。まさか年号だけでギブアップとは……手ごわい。


    「いくみさん。ややこしいのは最初だけですから」


    「最初がややこしいのが一番ダメでしょ。西暦何年やめて。先月にして」


    「先月の話じゃないですから。とにかく昔の中国の話です。昔の中国は争いが起こってました。そこに三人の英雄が現れます。ひとり目が蜀しよくの国を建てる劉りゆう備び玄げん徳とく、ふたり目は魏ぎの国を建てる曹そう操そう孟もう徳とく、三人目が……」


    「無理、三人多い、ひとりにして」


    「一国志になってしまいますよ！」


    「あとなんとかを作るなんとかもわかんない」


    「蜀の国を建てる劉備玄徳です」


    「無理、無理、無理！　お家を建てた豚さんにして」


    「それは三国志ではなく三匹の子豚です！」


    「もっとわかりやすくしないと、寝るよ！」


    　謎なぞの脅迫をするいくみ。仰向けになったまま目を閉じてしまった。どれだけ我慢できないんだ！　とんでもなく三国志に向いてないんじゃないのか？


    「ですから、昔、昔の中国の話です。あるところに劉備と曹操とあとひとりいました」


    「キスシーンは？　そろそろキスシーンがないと……寝るよ！」


    「……曹操と劉備はキスしました。あとひとりはズルいなあと思いました。……こんなの三国志じゃありません！　酷ひどいです！　聞く姿勢も大事ですよ。真ま面じ目めに聞けばわかるはずです！」


    　ついにふみの我慢の限界が訪れた。たしかにわかりやすくと言われても、これでは条件が厳しすぎる。猛然といくみに抗議をするふみ。それこそ王を説得する軍師のように熱烈に。


    　しかし、その言葉はいくみに届かなかった。いくみはすでに安らかな寝息を立てていたのだった。
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    相　談　12　 「お菓子がやめられない」


    
      のぞみ

    


    


    


    　ついついおやつにお菓子を食べすぎてしまいます。ちょっと太ってたので、ヤバいと思っているのですが、どうしてもお菓子がやめられません。どうしたらいいですか？

  


  
    　第二新聞部の部室にはお悩みに答えるべく今回もまたいつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    「お菓子を食べないなんて、無理に決まってるよ！　無理なものは無理。できないことはできないよ。終わり！」


    　いきなり相談の終了を告げたのはいくみだった。そう宣言するだけあって、その手にはうまい棒が握られている。そしてそのうまい棒を口に運ぶと、ぱくりと食べた。


    「もぐっ、こんなに美お味いしい、もぐっ、んだよ。やめるなんて、もぐっ、もぐっ！」


    　話すなら話す、食べるなら食べる、どっちかにしてほしい……。


    「美味しいのはわかるのですが、無理、で終わりはちょっと」


    　夢中でうまい棒を食べるいくみの姿に苦笑を浮かべながらふみが言う。


    「逆にいくみがお菓子を我慢することができたなら、この相談の大きなヒントになるのだ」


    　梨乃の眼鏡めがねが日差しをうけてキラリと輝く。その視線の先にはいくみ。


    「ダメだよ！　そんなの！」


    「なぜなのだ？　必然的な展開だと思うが」


    「かわいそうでしょ、私が！　お菓子を禁止するなんて！　梨乃には人の心がないの？　そういう人体実験みたいなの、しちゃダメなんだよ！」


    　いつもは率先して「じゃあ、やってみよう」となるいくみが今回はまったく乗ってこない。ぶんぶん首を横に振って、断固拒否を表明している。つい最近だって、僕をオシャレにすると言い張って、とんでもない格好をさせたくせに……。


    　いくみの駄々を見かねたふみも説得を試みてくれる。


    「いくみさん、ダイエットになりますよ」


    「ダイエットしてないもん！　いまでもすごいダイナマイトボディーだもん！」


    「夕ご飯が美味しく食べられるようになるかもしれませんよ」


    「いまでも美味しいもん！　これ以上美味しくなったら、行列ができるよ」


    「お菓子を食べるから眠くなってるのかもしれませんよ。お菓子を食べなければ、勉強がはかどるかもしれません」


    「ヤダッ！　ヤダッたらヤダ！」


    　なにか言われるたびにぷいっと顔を背そむけるいくみ。ついにはそのまま身体からだごと反転して、ふみに背中を向けて座ってしまった。


    　いくみの背中を見つめて、考えこむふみ。しばらくしてパチンと手を叩く。


    「赤松さん、いくみさんがお菓子を我慢したら、なにかご褒ほう美びをあげるというのは？」


    　いくみの背中がピクリと反応する。ゆっくりといくみが振り返る。


    「ご褒美もらえるならいいけど……」


    　いくみはじっと上目遣いで僕を見つめている。


    「そんな高いものはダメだからね」


    　しかしいくみは僕の話を聞いていない。さっそく自分の鞄かばんを持ってくると、中を引っかき回す。次から次へと出てくる駄菓子の数々。鞄の中が全部お菓子で埋め尽くされてたんじゃないかと思うほどの量だ。いくみはそれらをすべて僕の前に差し出した。


    「じゃあ、我慢するから。見てて！」


    　いくみはそう言うと、お菓子の山の前でどっかりとあぐらをかく。


    　梨り乃のはその様子をノート片手にじっと観察している。どうやら観察日記をつけるようだ。


    



    16：00　実験開始


    16：15　十五分経過、いくみのおなかが大きな音で鳴る。


    16：25　二十五分経過、いくみのおなかが頻ひん繁ぱんに鳴る。若干の発汗がみられる。


    16：30　三十分経過、いくみ、大量の発汗。数度「お菓子」と呟つぶやく。


    16：45　四十五分経過、いくみ「お菓子を食わせろ」と叫ぶ。


    16：55　五十五分経過、「お菓子」を連呼、どうやら無意識のようだ。


    17：10　七十分経過、いくみ、赤あか松まつに襲いかかる。


    



    「これ以上は危険。実験中止なのだ！」


    　梨乃がそう叫んだときにはもう手遅れだった。


    「お菓子、お菓子を食べさせろ！　お菓子、お菓子！」


    　いくみは僕に飛びかかると、馬乗りになって僕の制服の襟えりをぎゅうぎゅうと引っ張る。


    「落ち着いてください。はい、うまい棒」


    「はむっ」


    　ふみが差し出したうまい棒、餌えさに食いつく魚のようにいくみはパクリとかじりつく。


    　もぐもぐとうまい棒を咀そ嚼しやくして、飲み込み、「ふーっ」と大きく息を吐き出す。


    「えへっ、ちょっとはしゃいじゃったね」


    　いくみは小さく舌を出して、いつぞやのテヘペロをして見せるが……。


    　はしゃいだとかいうレベルではない。はっきりと身の危険を感じた。


    「とにかく我慢したんだからご褒ほう美びちょうだい！」


    　にもかかわらず、すっと僕の前に伸びるいくみの手。随分と時間が短い気もするが……。


    「なにがほしいの」


    「もちろんお菓子だよっ！」


    　満面の笑みを浮かべるいくみ。僕はただただ苦笑いを返すしかできないのだった。
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    相　談　13　 「趣味を隠すべきか？」


    
      高校一年　森もり 功こう至じ

    


    


    


    　僕は幼稚園の頃から、特撮ものが大好きで今も昔もずっと仮面ライダーやウルトラマンなどを見てきました。とても大好きで、たくさんのヒーローの名前を覚えるぐらい大好きです。


    　でも、僕も高校生になったし、いい年して「仮面ライダーやウルトラマンが好きです！」と言うのもおかしいですし、かといって特撮好きがやめられるわけではありません。僕はこの趣味をやめるべきか、はたまた隠すべきか、それとも「僕はこういう人です」と教えたほうがいいのか、些さ細さいなことですが少し悩んでいます。どのようにすればよいのか、教えてください。お願いいたします。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は趣味についての悩みだ。趣味をやめるべきか、隠すべきか、はっきりと言うか……。


    　まずは家でも実験をしたがる理系女子でありマニアック女子でもある、梨乃に意見を聞いてみることにする。


    「ぜんぜん隠す必要を感じない。なんの問題があるのだ」


    　梨乃はこれで議論終了であると言わんばかりに、きっぱりと断言した。


    「問題はないんだけどね……」


    「問題がないなら回答もない。これは必然なのだ」


    　梨乃にとってはまったく悩む必要もないことに思えるようだ。


    　しかしこれで終わりにするわけにもいかない。


    「相談者さんは趣味が年相応ではないのではないか、と悩んでいるんですよ。きっとからかわれたりするのが嫌なんだと思います」


    　ちょうどいいところでふみが見解を示してくれる。そう、ちゃんと問題はあるのだ。


    　そんなふみの言葉に反応して、いくみがすっくと立ち上がる。


    「そんなのからかうヤツが悪いよ！　もしからかわれたらライダーキックをおみまいしてやればいいのさ！」


    「おみまいしてはダメです！」


    　いくみはいまにもキックをみまいそうな勢いで演舞を披露するが、ふみに即座に否定されてしまった。


    「でもさ、なんで高校生になったら特撮好きじゃダメなのさ」


    「私はダメだと思いませんけど、一般的に子供向けに作ってあるから、やはり人によってはまだそんなの観てるの？　って思う人もいるのではないでしょうか、その点を気にされているんだと思いますよ」


    「うーん。そんなもんかぁ。気にしなきゃいいと思うけどなー」


    「気にしてなかったら相談を送ってこないでしょうから……」


    　ふみの言葉にいくみは「うーん」と呟つぶやくと考え込んでしまう。


    　梨乃もふみもいくみも、このまま特撮が好きなままでいい、との意見なのだが、問題はいかに悩むことなく特撮好きとして突き進むか、なのだ。


    「子供っぽくない、格好いい大人の特撮ファンを演出できればいいのですけどねえ」


    　ふみもそう言うと考え込んでしまった。


    　大人っぽさか……。


    「特撮を語るときに科学的な分析を加えて語ればいいのではないだろうか？　ウルトラマンと質量保存の法則など……」


    　梨り乃のらしいアイディアではあるが、ふみは小首を傾かしげている。


    「子供っぽくはないですが、面倒な人になってしまってる気が……」


    「そう思われたときはライダーキックをおみまいしてやれば」


    「だからおみまいしてはダメです！」


    　またしても即座に否定されてしまういくみ。しかしいくみは引き下がらない。


    「やっぱり、おみまいしたいなー。ライダー膝ひざカックンくらいなら？」


    「そもそも、そんな技はないと思います！」


    「じゃあライダー悪口でいいよ」


    「なにが、じゃあ、なのかわかりませんっ！」


    「ライダーアマガサヘビをロッカーに投入はどうだろうか？」


    「梨乃さんまで参戦しないでください」


    　いつの間にかライダーのダメな必殺技を考えるコーナーになってしまった……。


    　ふみもたしなめ疲れたようで、「はぁ」と小さくため息をついている。


    　残念ながら大人っぽさを演出するアイディアは出ないようだ。


    「そもそも特撮も大人たちが真剣に作っているんだけどね……」


    　僕がなんの気なくそう呟つぶやいたときだった。


    「それですよ」


    　突然ふみがパチンと手を叩く。


    「え、なにが？」


    　急な展開に戸惑ってしまうが、ふみはキラキラと目を輝かせている。


    「相談者さんも趣味を極めて、将来特撮を作るお仕事を目標にすればいいのです。そうすれば将来の夢に燃える格好いい高校生です」


    「ふむ、たしかに。それならば子供っぽいどころか、しっかりしている印象なのだ」


    　大きくうなずく梨乃。


    「そうか、それで相談者の人に新しいライダーを作ってもらって、ライダー膝カックンを採用してもらえばいいんだね！」


    　いくみ、なせ膝カックンにこだわるんだ！


    「それであれば、ライダー嫌いな人の携帯塩水かけ、も採用してほしいところなのだ」


    「ライダーピンポンダッシュも！」


    「いくみさん梨乃さん悪ノリはやめてください！」


    　ようやく回答を導き出せたと思ったのだが……。またしてもふみはふたりをたしなめ続けることになってしまったのだった。
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    相　談　14　 「デートでどこに行ったら……」


    
      岡おか山やま青惟アオバズク

    


    


    


    　頑張って彼氏をつくっても、わたしはとても田舎いなかっ子なのでデートはどこへ行ったらよいかわかりません。とくに彼氏も田舎っ子の場合どこにも行くところがなくとても苦しいです。どこへいったらいいですか？　教えてください。

  


  
    　第二新聞部の部室にはお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は田舎いなかでデートに行く場所がないとのお悩みだが……。


    　いくみが珍しく難しい顔をしている。あぐらをかいたまま、大きく腕組みすると、目を閉じ、口を真一文字に結ぶ。いつもは明るいいくみが……。この相談はかなりの難問なのだろうか。


    「彼氏がいる人の悩みに答える気がしない！」


    　いくみは目を開けると、きっぱりと断言した。


    「ダメですよ。私情を持ちこんでは。お悩み相談のコーナーで悩みに答えないなんてありえないですから」


    　ふみにさっそくたしなめられてしまう。しかしいくみは感情の整理ができないようだ。


    「そうなんだけどさ。うらやましいっ！　やるけどね。やるよ。ぐぬぬぬっ、うらやましい。くううう、にゅううう！」


    　畳の上でごろごろと転がり、悶もだえている。いくみはとっても素直な性格なのだ。


    　しかしこのまま転がしておくわけにはいかない。


    「デートって考えなくても、田舎ならではの娯楽を考える、ってことだと思うんだよね。それならどうかな？」


    「それなら許す」


    　いくみは僕の言葉になぜだか偉そうにうなずく。これでようやく議論開始だ。


    「とりあえず梨乃はなにかアイディアある？」


    　これまでいくみをあきれた様子で見ていた梨乃に話を振ってみる。


    「星を見るのはどうだろうか？　田舎であれば邪魔な光もなく、空気も綺麗。天然のプラネタリウムなのだ」


    「いいですねえ。ロマンティックです」


    　ふみは目を輝かせて梨乃の意見に賛同する。


    「星を見ながら、重力レンズやひも理論、宇宙マイクロ波背景放射について語り合うのだ」


    　梨乃もその光景を想像して目を輝かせているが、ふみの目の輝きはブラックホールに飲み込まれたかのように消えてしまった。


    「違いますよ。梨乃さん。そこは神話です。星座にまつわるいろんな神話や伝説について語り合うんですよ」


    「神話などただの作り話ではないか。やはりひも理論なのだ」


    「ただの作り話ではありません。神話を通して古いにしえの人々の営みに思いをはせるのです」


    　梨乃もふみもお互いに譲ろうとしない。ダークマターとヘラクレス、多元宇宙とケンタウルス、どちらがロマンティックな話題なのか、激しく言い争う。


    「そんな話よりも野球の話がいい！　セとパの話もしようよ」


    　そんなふたりの激論の間に謎なぞの乱入をするいくみ。


    「なぜ星を見ながら野球の話なのだ！」


    　すかさず梨り乃のがツッコむが、いくみは一歩も引かない。


    「いいでしょ！　野球はナイター多いんだから！」


    「そういう問題ではない」


    「じゃあ、ベイスターズの話ならいいじゃん！　ロペスについて話せば盛り上がるよ」


    「よくわからないが、たぶんそれも星空と関係ないのだ！」


    「梨乃さんこそ、星を見ながら難しい話をしてどうするのですか！　デートにふさわしいのはやっぱり神話です！」


    「ベイスターズなんてマスコットがＤＢスターマンなんだからね！　ＤＢスターマンの体重はボール十個分だし！　超軽いよ」


    　三人が三人とも激しく主張をぶつけ合う。


    　反物質ＶＳゼウスＶＳ筒つつ香ごう。ダークエネルギーＶＳポセイドンＶＳ中なか畑はた。いずれが魅力的なのか、三みつ巴どもえの戦いが展開される。


    「キリがないな。星を見る以外の案はない？」


    　僕は延々と続く不毛な議論を打ち切って、別の展開を模も索さくする。


    「私は散歩がいいと思います。神社などを回れば地元の歴史にも触れることができますし」


    　ふみの文系らしい提案。まったく問題のないアイディアに思えたのだが……。


    「歴史よりも珍しい昆虫などを探してみるべきなのだ！　崖がけなどで地層を調べてみるのも興味深いのだ」


    「バルディリスも調べてみると興味深いよ！」


    　結局は同じ展開！　歴史と地層とバルディリス、どれがもっとも興味深いのか、またしても不毛な激論が展開される。


    　そんな三人を見ていて思う。


    　──どこに行くかが問題なのではない。誰と行くかが、大事なのだと。


    　仲のいい気の合うふたりであれば、星を見るのでも、散歩するだけでもきっと楽しいはずだ。


    　そしてこの三人も喧けん嘩かをしているように見えて、本当は本音でなんでも言い合える仲良しなのだと思う。ただ壊かい滅めつ的てきに趣味が合わないだけなのだ。なにせ、三人の不毛な議論はさらに一時間以上続いたのだから……。
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    相　談　15　 「はげましのひと言を」


    
      匿とく名めい希望さん

    


    


    


    　私は今、ひきこもりなんですが、中三から学校へ行くことになってます。なかなか勇気が出ません。なのではげましのひと言、お願いします！

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべくメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回はひきこもりの方からの相談。短いメールからは詳しいことはわからないが、とにかく激励の言葉を求めている。


    「難しいですよね。『勇気を出して！』とか『頑張って！』と言うのは簡単ですが、それで本当に元気を出してくれるのでしょうか？　むしろ重荷になってしまわないでしょうか？」


    　ふみは悩ましげな表情を浮かべている。


    　たしかにただ「頑張れ！」と言われても、本人がすでに精いっぱい頑張っているのであれば、反発したくなってしまうかもしれない。


    「うーん。難しい問題なんだねえ。私が近くにいたら、『行くぞっ！』て、無理やり引っ張っていくのになぁ」


    「いくみさんが近くにいなくてよかったですね」


    「なんでさ！　こういうのは気合いだよ。気合い入れて頑張るしかない！　君ならできるっ！」


    　いくみは相談者に届けとばかりに力強く[image: ]こぶしを突き上げる。


    　しかし梨乃はその姿を見て、小さく首を横に振る。


    「私はそれでは逆効果だと思う」


    「なんで、なんで！　説明してよ」


    「たとえるならば、化学で言うところの触しよく媒ばいのようなものだと思うのだ。触媒が活性化エネルギーを下げるように、はげましは行動に移るときに必要なエネルギーを下げる働きをするのだ」


    「逆にわかんなくなったじゃん！　たとえで余計わかんなくなるって、絵で描いてよ！」


    　しぶしぶ梨乃はノートにイラストを描いて見せるが……。残念ながら梨乃に絵心はない。


    「もっとわからなくなった！　どうなってるの？　なんですべり台が爆発したの？」


    「すべり台など描いていないし、爆発もしていない。これはエネルギーの図で……。とにかく適切な言葉だけが触媒作用を発揮して相談者の心を軽くするのだ！」


    「で、それはなんなのさ」


    「……それがわかれば苦労はないのだ」


    　梨乃がそう締めくくるや否や、いくみがずこーっと畳の上に倒れこんだ。


    　まあたしかにこれだけいろいろ解説しておいて、わからないではずこーっ、である。


    　梨乃もしまったといった表情を浮かべている。そんな梨乃をフォローしたのはふみだった。


    「私は梨乃さんの言っていることがわかる気がします。つまりは自然に学校に行きたくなるような言葉を送るべきだってことですよね。そう、学校が楽しくなるような言葉を」


    　なるほど、この説明ならわかりやすいし、僕たちにもできそうな気がする。


    「じゃあ、みんなで学校が楽しくなるような言葉を考えようか」


    　僕がそういい終わると、すでにいくみが挙手している！


    「中学校は給食が食べれるよ！　美お味いしいよ！」


    　そして当ててもいないのに話しはじめた！


    「なぜいきなり給食なのだ！　学校とは……」


    　さきほどの仕返しとばかりにいくみに食ってかかろうとする梨り乃の。それを僕は手で制する。


    「まあまあ、学校が楽しくなれば理由はなんだっていいじゃない。自由にどんどん出してみようよ」


    　こうして〝学校の楽しいところプレゼン大会〟がはじまる。


    　僕は出た案をひとつひとつノートに書き留めていくが……。


    



    　中学校の楽しいところ


    ・給食が食べられる。


    ・授業で自分だけすらすらと問題を解く達成感。


    ・自分だけわからなかったときのスリル！


    ・テスト前に「勉強してないよ～」などと言いながらの腹の探り合い。


    ・本当に自分だけ勉強してないときのスリル！


    ・友達と恋愛の噂うわさ話をする。


    ・噂話に噓うそを混ぜるスリル！


    ・「ちょっと男子も掃除真ま面じ目めにやってよ」みたいなやりとり。


    ・そんなことを言っておいて自分はサボるスリル！


    



    　……やはり個性派ぞろいの三人。楽しいところを列挙するだけでもひと筋縄ではいかない。


    「いくみ、スリルが多すぎなのだ」


    　梨乃が我慢しきれずについにツッコむ。


    「いいでしょ。私はスリルを楽しんでるの！」


    「スリルの前に勉強をしたほうがいいのではないか？　いずれスリルでは済まなくなるのだ」


    「なんで私が怒られるのさ！　相談者の人に提案してるだけでしょ」


    　いくみはそう言うと、ぷいと横を向いてしまう。すっかりむくれてしまった。


    「まあ、いろんな楽しさがあるってことだよね」


    　僕はフォローすると、すぐに機嫌を取り戻してくれるが……。


    「そうだよ。こっそり寝たり、こっそりお菓子食べたり、こっそり入ってない部活の試合にでたり。いろんな楽しさがあるんだよ」


    　どう考えてもいくみの学校の楽しみ方は間違っている。そう判断せざるをえないのだった。
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    相　談　16　 「気軽に声をかけたい」


    
      中学一年　瑠る唯い華か

    


    


    


    　同じ部活の子に声をかけようとしても、タイミングを失ってしまいます。ほかの子がその子に気軽に声をかけているのがうらやましいし、悔しいです。気軽に声をかけて、仲良くなれる方法はありませんか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべくメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は気軽に声をかけられないとの相談。僕もあまり気軽に声をかけられないタイプなので気持ちはわかる。


    　こんな相談にもってこいなのは体育会系のいくみだ。いつも誰にでも気さくに接することができる。そのコツを教えてもらえれば……、と思ったのだが。


    「え、なんで？　コツとかないよ？」


    　いくみはポッキーをくわえたまま、きょとんとしている。残念ながら、本人はなにも意識せずにやっているようだ。


    　ならば、逆に他人に話しかけるのが大の苦手である梨乃だ。克服のために心がけていることなどないだろうか……。


    「私は諦あきらめたのだ。別に話しかけなくとも問題はない。むしろひとりでいるほうが時間を有効に使えるのだ」


    　なぜか誇らしげな梨乃。完全に開き直っている。


    　それならば三人の中ではもっとも常識的なふみに聞いてみるか。


    「私はいつも話しかけてもらっているので……、ありがたいですね」


    　ふみはモテていた！


    　のほほんと屈くつ託たくのない笑顔。どうやら自分から話しかけずとも、いつも話しかけられているようだ。


    　……なんだか先行き不安な状況。しかしここからなんとか掘り下げていくしかない。コツを自覚していないとはいえ、やはりここはいくみだろう。


    「どうやったら、相談者さんが気軽に声をかけることができるようになると思う？」


    「うーん。逆になんでできないのかなあ？　話しかけたいなら、話しかけたらいいと思うけど」


    「迷惑かもしれないではないか……。変なタイミングだと嫌われてしまう可能性もある」


    　気軽なコミュニケーションを諦めた梨乃が相談者の気持ちを代弁する。


    「嫌われないよ。だって私だよ。私に話しかけられて迷惑なわけないっ！」


    　いくみは力強く断言した。


    　その表情には一点の曇りもない。これは本気で言っているな……。


    　なるほど、このずうずうしさが気軽に話しかけるコツなのかもしれない。


    「どうやったら、その……ずうずうしく……いや、自分に自信が持てるようになるんだろう」


    「うーん」


    　僕の問いにいくみは考え込んでしまった。横に大きく首を傾かしげたまま、腕組みをして「うんうん」と唸うなっている。


    「わかった！　それはね。相手を舐なめることだよ！」


    　悩んだ結果、導き出されたのは、なかなかに酷ひどい答えだった。


    「スポーツではよくあることだよ。強い相手だと怖がりすぎて、縮こまっちゃうの。そういうときはちょっとくらい舐めてたほうがいいんだよ」


    　いくみはそう言うとすっくと立ち上がる。


    　梨り乃のとふみはその様子を見てぽかんとしているが……。


    「さあ、みんなも立って」


    　いくみは梨乃とふみ、そして僕の手を取って全員を立たせる。


    「いったいなにをするのですか？」


    　いきなり立たされて不安げなふみ。しかし、いくみはそんなことお構いなしだ。


    「声出しだよ。気軽に話しかけるぞ！　おおーっ！」


    「「「……おおーっ」」」


    　僕たちは戸惑いながらも、いくみの勢いに負けて声を合わせる。


    「どうせ相手もたいした人じゃないぞ。大丈夫だっ！」


    「「「……お、おーっ!?」」」


    「ほかの話しかけてる子の話題もきっとくだらないよ！　大丈夫！」


    「「「……おー…………」」」


    　いくみの言動はエスカレートしていくが、それに反比例するようにみんなの声はどんどん小さくなっていく。


    「もし迷惑かけても、どうせ鈍感だから気がつかないよ！」


    「「「………………」」」


    「相手は虫けらだ！　話しかけてやってるんだから、ありがたく思えっ！」


    「「「……いやいやいや」」」


    「私が話しかけてあげたからって、調子に乗るんじゃないよっ！　告白とかされても困るんだよねっ！」


    「「「してない、してない！」」」


    　なんだか発言内容がお高くとまったお嬢様みたいなキャラになってしまっている。


    　すっかり暴走してしまったいくみ。……相変わらずである。


    　しかし本人は不思議と満足げな様子だ。


    「ね、話しかけるの、怖くなくなってきたでしょ」


    　いくみは誇らしげに胸を張って言う。


    　それを見つめる梨乃とふみ、その表情は少し怯おびえているように見える。話しかけることへの怖さを払ふつ拭しよくするどころか、いくみのことがちょっと怖くなってしまったのだった。
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    相　談　17　 「ダイエットしたい」


    
      高校一年　たなか

    


    


    


    　最近、太ってきたのでダイエットしたいです。でも食欲も抑えられません。[image: ]やせるいい方法はないでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべくメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回はダイエットについてのお悩み。思春期でいろいろと気になるお年頃。体型については悩んでいる人も多いだろう。


    「これは私の出番だね！」


    　そう叫んだのはいくみだった。たしかにダイエットはどちらかというと、体育会系の分野かもしれない。そこは問題ないのだが、問題はいくみであることそのものだ。


    「根性だよ。根性があれば解決！」


    　いくみは[image: ]こぶしを強く握り締め、そう断言した。瞳ひとみに炎が見えそうな情熱的な眼まな差ざし。


    「根性とだけ言われても……実際にはなにをするのですか？」


    　ふみがそんないくみを見つめながら言う。


    「運動だよ。運動すれば[image: ]やせるに決まってるよ！　これは科学的な話だよ。運動して筋肉をつければ、基礎のなんとかがどうこうなって、カロリーがうわーっとなって、[image: ]せるんだよ！　ねえ、梨乃」


    　ねえ、って……これで同意を求めるか！　すごくあいまいな情報で梨乃に会話のバトンを渡してしまった。それでも梨乃はいくみの言わんとしていることを理解して、小さくうなずく。


    「ふむ……筋肉をつけると、基礎代たい謝しやが増えて、食べても太りにくい身体からだになると言いたいのだろう。たしかに成長期に食事制限することはあまりよいことではない。運動によってダイエットすることが適切なのだ」


    「はぁ……やはりそうですよね……」


    　梨乃の言葉にふみは少し落らく胆たんしているようにみえる。そんな変化をいくみは目ざとく見逃のがさない。顔がくっつくほど身を乗り出し、ふみの顔を覗のぞきこむ。


    「あれれ、もしかしてふみ、気にしてるの？」


    「あの……ちょっとだけ」


    　ふみはいくみの視線から逃れるように顔を背そむける。


    　しかしいくみはわざわざ顔を背けた先に回りこむ。その目には再び情熱の炎が宿っている。


    「よし、ふみ、やるよ！　鍛きたえよう」


    　ふみの手を強引に引っ張り、雑然とした部室の中でも比較的空いているスペースへとふみを誘う。


    「さあ、基本中の基本、腕立てから」


    　いくみはふみの前に仁に王おう立だち。その勢いに負けて、ふみはしぶしぶ腕立て伏せの体勢を取る。その様子を見て、力強くうなずくいくみ。


    「よーし、根性を見せるんだ、いくよ、いーちっ、にーいっ！　さーん、ぺーしゃ！」


    　いくみのカウントに合わせて腕立てを開始するが、わずか四回目で身体からだを支えることができずにぺしゃっと潰つぶれてしまった。


    「ちょっと、なんでたったの四回でぺしゃなのさ！」


    「そう言われても……。これが限界です」


    　はぁはぁと荒い息を漏らしながらふみが言う。


    「限界を自分で決めたらダメ！　諦あきらめたら、そこで終わりだよ！」


    　いくみは体育会系が言いそうな典型的な台詞せりふでふみを励ます。


    「そ、そうですね……」


    　ふみはよろよろと身体を起こし、再び腕立て伏せの姿勢へと戻る。


    「もう一回、今度こそ、根性を見せてっ！　自分の限界にチャレンジだ！　いくよ！　……いーちっ、ぺーしゃ、ぺーしゃ、ぺーしゃ……ずっと、ぺしゃじゃん！」


    　ふみはほとんど潰れたままだった。前回の腕立てによる疲労が抜けていないせいで、まったく力が入らないようだ。腕立てというより、うつぶせに倒れてもがいているだけに見える。


    「もう無理です～」


    　ふみは息も絶え絶えにギブアップを宣言する。


    「仕方ない、よく頑張ったよ。じゃあ、次、梨り乃の！」


    　いくみがびしっと梨乃を指差す。


    「なぜ私なのだ！　私は運動するくらいなら太っても構わないのだ！」


    「いいから、ふみだけやらせてかわいそうでしょ！」


    「いくみがやらせたのではないか！」


    　しかしいくみはノリノリで梨乃に腕立て伏せの体勢をとらせる。もう気分は鬼コーチなのだろう。


    「さあ、腕立て開始！　いーちっ、ぺーしゃ、ふーにゃ、にゅるり、にょろり、ぺにょふにゃくにゅり……」


    　梨乃はふみよりもさらに筋力がなかった！


    　腕立て伏せ一回目からすでにフォームがぐにゃぐにゃ。その怪しい動きはとても腕立て伏せをしている姿には見えない。生まれたての子馬が立ち上がろうとしているシーンにそっくりだ。


    「ふたりともだらしないよ。こうだよ。腕立ては！　立て！　伏せ！　立て！　伏せ！」


    　いくみはそう言うと、猛烈なスピードで何度も腕立てをしてみせる。しかも片手腕立てを織り交ぜながら軽快な動き。百回でも二百回でも苦もなくできそうだ。


    「はぁ、はぁ、いつか無限腕立てロボを作って、いくみをギャフンと……」


    　梨乃はぐったりと畳の上に倒れこんだまま、謎なぞの負け惜しみを言う。ロボが腕立てをしても操作している本人のダイエットにはならないのだが……。本人にそんなツッコミを受ける余力は残されていないのだった。

  


  [image: ]


  
    相　談　18　 「生魚が食べられません」


    
      中学三年　海え老び原はら

    


    


    


    　僕は生魚が苦手でどうしても食べられません。生臭い匂いと食べた感触が大嫌いです。何度かチャレンジしたのですが、無理なものは無理です。どうしたらいいでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は生魚が食べられないとの相談。


    「別に食べなくてもいいではないか。栄養はほかのものでとればいい。もし生魚を食べないことで、アミノ酸が不足するなら、サプリメントで摂取すればいいのだ」


    　梨乃がいかにも理系らしいドライな意見を述べる。たしかに食べなくても健康上の問題は発生しないだろう。


    「でもご飯をご馳ち走そうになる機会などでは、食べないのは失礼なのではないでしょうか？」


    　ふみの反論はコミュニケーションを重視した情緒的なものだった。たしかに奢おごってもらって食べられないと、気まずいことになりそうだ。


    「そんなときは食べたフリしてポケットにこっそり隠すんだっ！」


    　それに対するいくみの提案はノリと勢いだけの適当なものだった。生魚をポケットに入れたらポケットがとんでもないことになるぞ……。


    「生魚が苦手だとお寿司のときに大変ですよね。ほぼすべてが食べられないことになりますから。将来的におつきあいでお寿司って多いと思うんですよ。どうにかしないと」


    　ふみの意見は非常に一般的なものに思えるのだが、梨乃も一歩も引かない。ますます強情に自説を主張する。


    「お寿司などに頼らなければいけない人間関係であれば必要ない。自分に価値があれば、お寿司を食べずとも人間関係を構築できるはずなのだ」


    「でも、できれば克服したほうがいいと思うんですよね。全部は無理でも食べられる種類を探してみては……」


    　ふたりの意見は平行線をたどる。このまま事態は膠こう着ちやくするかと追われたが、それを打破したのはいくみのなにげないひと言だった。


    「ふみは嫌いな食べ物ないの？」


    「……お寿司はなんでも大好きです」


    　明らかになにかをはぐらかした言い方と表情。それを見逃のがすいくみではない。身を乗り出してふみの顔を覗のぞきこむ。


    「お寿司以外は？」


    「それは……その……実は梅干しが苦手で。おじいちゃんが朝ご飯に梅干しを食べるのですが、私にも食べろと……。でもどうしても」


    　ふみの家は日本の伝統を重んじる古風な家庭。梅干しが食べられないとなかなか大変だろう。


    　しゅんとうなだれるふみ。その姿を見て梨乃の瞳ひとみが眼鏡めがねの奥で怪しく輝く。


    「ならば克服しなければなるまい」


    「梨り乃のさんは克服しなくていい、との意見だったじゃないですか！」


    「梅干しには疲労回復に役立つクエン酸が含まれているし、強い殺菌作用があり、Ｏ─１５７などによる食中毒の予防、なんとインフルエンザの予防にも効果があるのだ。これは食べるべきとしか言いようがない」


    「無理はよくないと思うんです！　栄養は別のものでとります！」


    　いつの間にかふたりの意見が逆転している！


    「おっと、鞄かばんの中にカリカリ梅がっ！」


    　いくみが自分の鞄をあさり出したかと思うと、いつの間にかおやつ用の梅干しを取り出している。それを手早く梨乃に手渡す。


    「まさか、食べろと……」


    　ふみの言葉に大きくうなずく梨乃。


    「克服するべきだと主張したのはふみではないか」


    「言いましたけど……、なんだか梨乃さん怖いです」


    「決して、ふみに梅干しを投与するとどうなるのか……、などと実験動物を見るような目では見ていないのだ」


    　口ではそう言っているものの、ますます怪しく輝く梨乃の目。まるで映画などに出てくる危ない博士のようだ。確実にそういう目で見ているな……。


    　カリカリ梅をつまんだ梨乃の指がまっすぐにふみの口元へと向かって伸びる。ふみは小さくため息をつくと、カリカリ梅をくわえた。


    「……すっぱい……です」


    　ふみは目をぎゅっとつぶり、口をきゅっと尖とがらせる。肩をすくめぷるぷると震えている。


    「ちょっと！　かわいいじゃん！」


    　いくみがその顔を見て叫んだ。


    　なんとふみのすっぱい顔はかわいかった！


    「……そ、そうですか？」


    　ふみはなおもすっぱそうにしているが、梨乃もなんだか不満げだ。


    「ふむ……。なるほど。実験終了」


    「ちぇっ！　かわいいんじゃ、おもしろくないよ」


    「なぜふたりとも不満げなのですか！」


    　ふみはすっぱい顔のまま抗議するが、すでにふたりの興味はふみから離れていた。


    「普通に美お味いしいけどね」


    「ふむ、身体からだにもいいのだ」


    　興味はカリカリ梅に移り、おやつタイムに入ってしまったのだった。
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    相　談　19　 「オーディションに応募したい」


    
      中学一年　ゆうｆａフア（∵ヽ）

    


    


    


    　私は声優オーディションに応募したいのですが、両親に相談できていません。


    　小さいときからの夢なので叶えたいんです！　どんなふうに話しかければよいですか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　声優オーディションの応募をどのように両親に相談するべきかとの相談。


    「ふみの家は厳しいらしいけど、もしふみが声優のオーディションに応募したりしたらどうなるかな？」


    　僕はまずふみの意見を聞いてみることにする。厳しい家の例から聞いたほうが参考になるだろう。


    「そうですね……。激怒したおじいちゃんの十じゆう文もん字じ槍やりが冴え渡るでしょうね……。『そそのかしたのは誰だ！』と怒って……、赤松さんの身体からだに風穴があくと思います」


    「なんで僕が！」


    　実際問題、ふみのおじいちゃんは怖い。何度か会ったことがあるが、孫娘を溺でき愛あいするあまり、男友達ですら排除しようとするのだ。


    「まあ、ふみの家はともかく、相談者はまだ中学一年生。やはりある程度心配されることは容易に想定できるのだ」


    　梨乃の言葉に深くうなずくふみ。


    「それはそうかもしれませんねえ。どうにかお手伝いできればいいんですけど。どうしたらいいんでしょうね？」


    　それに対して即座に答えたのはいくみだった。


    「気合いだよ。気合いっ！　気合いを見せれば絶対にわかってもらえる！」


    　立ち上がり[image: ]こぶしを振り回し、気合いをアピールする。


    　気持ちはわかるのだが、まったく具体性がない。


    「どうやって気合いを見せるのですか？」


    「こうだよ。『声優になりたいっ！　うおおおおっ！　とりゃあああ！』」


    　いくみは目を見開き、眉まゆを寄せ、力強く言う。


    　結局は表情と言い方だけか。「とりゃあああ！」って言われても……。


    「やはり冷静にメリットを説くことだと思う。声優を目指すことが、自分にとってどのようなメリットがあるかを説明するべきだと思う。たとえば……はきはきと綺麗なイントネーションで話せるようになる、などだろうか」


    　いくみに代わって対案を出したのは梨乃だった。


    「なるほど、私がもっとはきはき綺麗な言葉で話せるようになるとしたら、頑固なおじいちゃんでも許してくれるかも……」


    「よし、じゃあ、さっそくやるよ」


    　いくみはそう言うとふみの手を引っ張って起立を促うながす。


    「あの、なにをするのですか？」


    「発声練習だよ。私たちも発声練習して、相談者の人をはげますんだよっ！」


    　相変わらず言っていることが無茶苦茶だが、もうこうなるとつきあってやるしかない。


    「そんなにすぐには身につかないと思うのですが……」


    　そう言いながらもしぶしぶ立ち上がるふみ。それに従って僕と梨り乃のも立ち上がる。


    「さあ、声出すよ。おなかから声を出して！　アメンボ、なんとか、あいうえお！」


    「……覚えてないのでは発声練習になりませんよ。アメンボ、赤いな、あいうえお、です」


    「そっか、じゃあ、それでやろう。相談者の人も発声練習頑張るんだよ！　しっかり発声ができてたら、きっと、〝おっ本気だなっ！〟ってなるよ」


    　改めて発声練習を開始しようとしたのだが、今度は梨乃が注文をつける。


    「……アメンボは赤くないのだが。セアカアメンボという名前のアメンボはいるが、色は暗い褐色なのだ」


    「いいじゃないですか。発声練習なのですから」


    　ふみはちょっとうんざりしているようだが、梨乃はそれでも引き下がろうとしない。なおも自みずからのアメンボに関する知識を披露する。


    「トゲアシアメンボが比較的赤に近い体色ではあるのだ。トゲアシアメンボは比較的赤に近い茶褐色、あいうえお、だろうか」


    「事実関係はどうでもいいのです。あ行の練習なのですから」


    「しかしあえて誤った情報で練習する必要もないと思う。赤い昆虫という点ではヒラズゲンセイがオススメなのだ」


    「そんなオススメ知りませんっ！」


    「そうそう、タカラダニも赤いのだ」


    「ダニで発声練習したくありません！」


    「もう、うおおおおっ！　とりゃあああ！　でよくない？」


    「よくないです！　そもそもいくみさんが発声練習するって言い出したのに、なぜそんなに適当なのですか！」


    　しびれを切らしたいくみからの非常に雑な提案、さらに混乱を加速させる。


    　……いつになったら発声練習になるんだ。


    　なおも発声練習の台詞せりふで揉もめる三人。


    　結局、どんな台詞で発声練習するべきかで揉め続け、発声練習する前に帰宅の時刻になってしまったのだった。
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    相　談　20　 「勉強方法について」


    
      中学一年　菜なの花はな

    


    


    


    　定期テストの勉強の仕方が周りの人と違い結果もよくないので、よい勉強方法を教えてください！

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は勉強についてのお悩みなのだが……。


    「こっちが教えてほしいくらいだよ！」


    　いくみは怒っていた。頰ほおをぷうっと膨ふくらませて、ぷいっとそっぽを向く。


    　そう、いくみは勉強が大の苦手なのだ。とても他人にアドバイスができるレベルではない。


    「こっちなんか、テストが返ってきたら○と×以外にξみたいな変なマークがついてるんだからね。×よりもっと酷ひどいときにつけるオリジナルマークだってさっ！」


    　×よりも酷いって……。いったいなにを書いたんだ。


    　とにかくいくみに聞いても仕方ないことは確実。まずは勉強が得意な梨乃の意見を聞いてみることにする。


    「わからないことをそのままにしていると、どんどん勉強が難しく感じるようになるのだ。わからないことがあったら放置せずに先生に聞く。まずはここからなのだ」


    「先生か……怖いよ。怒られるし」


    「それはいくみが怒られることをしているからではないか？　私は怒られたことはないが」


    「私は怒ってる先生しか見たことないよ！　もうそういう顔の人なんだと思ってるよ」


    　怒った顔しか見たことないって、それで大丈夫なのか……。


    「とにかく、わからないことを放置しない。習った順にしっかりと理解して、わからないことがあったら先生に聞く。これがベストなのだ」


    　梨乃はどこか誇らしげに胸を張って答える。


    　しかしいくみはそんな梨乃を見ながら、小さく首を横に振る。


    「梨乃はあまいね。私なんかね。なにがわからないのかわからないんだから。そんなの通用しないよ！」


    　梨乃に負けじと胸を張るいくみ。


    「なぜ自慢げなのだ！」


    「だって、本当になにがなにやらさっぱりなんだよ！　なにがなにやらだよ！」


    「だから、最初にわからなくなった場所まで戻るのだ。遠回りなように思えて、それが近道なのだ。近くのテストだけを気にするのではなく、ちゃんと順番に理解することが一番なのだ。いくみはどこでわからなくなったのだ？」


    「わからなくなったところか……うーん……」


    　梨乃の熱い想いが伝わったのか、いくみは大きく腕組みして目を閉じる。


    　これまでの自分を振り返って勉強につまずいた最初のシーンを思い出しているようだ。


    「あそこがわからないでしょ……でもその前のとこもわからないでしょ……で、その前に……ぐぅ……むにゃ」


    「なぜ寝るのだ！」


    「えへへ、勉強のこと考えてたら……眠くなっちゃった」


    　恥ずかしそうに頭を搔かくいくみ。もはやいくみにとって勉強のことを考えるのは羊を数えるのと同様の行為なのかもしれない。


    　梨り乃のはすっかりあきれてしまっているが、いくみを弁護するかのようにふみが意見を述べる。


    「梨乃さんの意見もわかるのですけど、単純に勉強が楽しくないと、いくみさんのように眠くなってしまうと思います。なによりまずは勉強が楽しくなることが大事なんじゃないでしょうか？」


    「そうだよ。勉強がおもしろくないのがいけないんだよ！　私は悪くないっ！」


    　いくみは我が意を得たりと[image: ]こぶしをぶんぶん振り回す。


    　たしかに勉強がおもしろいと感じることこそ、一番の勉強法かもしれない。問題はその勉強がおもしろくなる方法なのだが……。ふみは僕に小さくうなずくと話を続ける。


    「勉強がおもしろく感じるためには様々なことに興味を持つことが大事だと思います。そのためには新聞などを読んでみるのがいいと思います。相談者さんは中学一年生ですから、中高生用の新聞などがあればいいですね」


    「おべっかじゃん！」


    　いくみが目を丸くして叫んだ。


    「いえ、決しておべっかでは……。私は思ったことを言っただけで……」


    　ふみは顔を真っ赤にして否定してるが、いくみはお構いなしに追及を続ける。


    「ぜったいおべっかだ！　中高生新聞の人にいいふうに思われようとしている！　ふみだけずるいよ。『読売中高生新聞』最高！　ジャイアンツ頑張れ！」


    「あれ、いくみはドラゴンズが……」


    　僕の発言は途中で途切れてしまう。いくみが素早く僕の後ろに回りこむと口を塞ふさいだのだ。


    「余計なことは言わないで！　いまおべっか中なんだからっ！」


    　はっきりとそう言い切ってしまってはおべっかにもならないと思うが……。


    「まあ、新聞を読んで様々なことに興味を持つことは間違いなくプラスになるのだ。科学のニュースを読めば科学に興味が出ておもしろくなるのだ」


    　いくみが大声でアピールを続ける中、こっそり梨乃が恥ずかしそうにつけ加える。


    　梨乃まで……。


    　梨乃の性格からして、別におべっかではなく本当にそう思ったのだろうけど……。三人全員が新聞を読むことを支持したことで、妙な空気に包まれた第二新聞部の部室なのだった。
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    相　談　21　 「料理がうまくならない」


    
      ひみか

    


    


    


    　何度練習しても変な味のものができてしまいます。どうしたらいいですか？

  


  
    　今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっている。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。しかし集まった場所はいつもの部室ではなく、調理実習室だ。


    　料理に関する相談に答えるべく、場所も変更してみたのだが……、残念ながら回答者三人も料理は苦手。以前三人が協力して作った料理を食べたことがあるのだが、この世のものとは思えない味だった。


    「やはり料理は味だけではなく、愛情だと思うんですよ」


    　エプロン姿のふみがもっともらしいことを言う。しかしそれは最低限料理として成立している場合の話だ。ふみの料理は基本醬しよう油ゆに頼りがち、現在もなにをするかすら決まっていないのに、しっかりと醬油のボトルを握り締めている。


    「料理とは、いわば食べることができる化学実験なのだ。正しい手順と正確な計量で行えば、必ず成功するのだ」


    　同じくエプロン姿の梨乃ももっともらしいことを言う。なにに使うつもりなのか、手にはメスシリンダー。梨乃はレシピを厳密に守ろうとしすぎて失敗するタイプの料理ベタだ。


    「スポーツも料理も自分を信じることが大事だよ。大丈夫、いける。焼けば食べれるよっ！」


    　いくみもまたエプロン姿。もっともらしいことすら言えていない。しかも手にはポッキー。これから料理なのに、なぜお菓子を食べているんだ。もしかしたら料理は失敗して食べられないと思っているんじゃないのか？　自分を信じていないのか？


    　たいへん不安な状況だが、とにかく相談には答えないと。


    「相談者さんは何度練習しても変な味のものができてしまうらしいけど……どうしたらいいと思う？」


    「まずはひとつ得意料理を作ることだと思います」


    　僕の問いにふみが答える。たしかに現実的な解決策に思えるが……。


    「じゃあなに作る？　ふみはなにが好き？　いまなに食べたい？」


    　いくみがノリノリだ。すぐに料理をはじめたいらしい。


    「いまですか？　そうですねえ、……ビーフストロガノフな気分ですかねえ？」


    「やめておこう！　自分の実力と難易度を考えて！」


    　僕は慌あわてて止める。そんな名前からして難しそうな料理は無謀だ。もっと簡単なものからはじめないと。


    「ではカレーなどどうだろう？」


    　梨乃が妥だ当とうな案を出してくれる。たしかにカレーなら初心者向けの気がするし、得意料理としても汎はん用よう性せいが高そうだ。


    　こうして料理のコツを伝授すべく、みんなでカレー作りに挑むことになったのだが……。どうにも不安だ。


    　さっそく梨り乃のはスマートフォンに表示されたカレーのレシピを熟読している。


    「まずはタマネギを刻み炒めるのだ。そして、その間にほかの具材をひと口大に切る……、ひと口大とは誰のひと口なのだ？　とりあえず、ふみといくみの口の大きさを計測して、その平均を出すべきだろうか……」


    　梨乃は口の大きさの計測をはじめてしまった。ふたりに口を開けさせ、サイズを調べている。


    「梨乃！　タマネギが焦げるよ！」


    　僕は放置された鍋を慌あわててかき混ぜる。


    「お肉を入れよう！　パワーをつけないとね」


    　いくみが勝手に鶏肉を投入した。梨乃がひと口にこだわりをみせていたのに、いくみは雑。切っていない鶏モモ肉一枚をどんっと投入する。


    「いくみ、ステーキじゃないんだから！」


    　僕は慌てて肉を取り出して、適当な大きさに切ってから炒め直す。


    「スパイスこそがカレーの命です。クミンにガラムマサラ小さじ１、そして醬しよう油ゆボトル１を……」


    　迷うことなく醬油を入れようとするふみ。その手を寸前で止める。


    「ちょっと！　なに醬油ボトル１って！」


    「赤松さん、醬油は隠し味ですよ。祖母に聞いたんですけど、カレーに醬油を入れると、ぐっと味が引き締まって美お味いしくなるんですって」


    「隠れてないから！　あとでカレールウ入れるから。市販のルウは余計なことをしなくても、ちゃんと味が……いくみ、なんでポッキー食べてるの！」


    「えっ？　ちょっと小腹が空いちゃって」


    「いま、カレー作ってるところだから。おやつはやめようよ。……梨乃、もうひと口大の計測はいいから！」


    　梨乃はまだひと口大について考え込んでいた。いつの間にかノートを取り出し、口の図と複雑な計算式を書き続けている。


    「ひと口大とは、体積の問題だと思うのだ。標準的な口の容積を導き出して……」


    「もう野菜は全部切り終えたから！　ほら、煮込んだら、カレールウを入れて！」


    　僕はお玉を持たせると、梨乃を鍋の前に立たせる。あとは煮込むだけ。いくらなんでも梨乃もできるだろう。


    「ほら、じゃあいくみは味見して、ふみはご飯と一緒に盛りつけて！」


    　こうしてほとんど僕ひとりで作ったカレーが完成した。


    　盛りつけられるや否や、もういくみが食べ始めている。間食したことを感じさせない食欲だ。


    「やっぱり自分たちで作ったカレーは美味しいね」


    　いくみの満足げな笑顔。僕は疲労感からツッコむ気力も湧わかないのであった。
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    相　談　22　 「暗記が苦手」


    
      中学二年　遠トオ野ノ家ケ使シ用ヨウ人ニン

    


    


    


    　私は社会が苦手で、なかなか地理や歴史の用語が覚えられません……。どうやったら暗記できますか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は暗記が苦手だとの相談。


    　とりあえず同じく暗記が苦手であろう、体育会系のいくみの意見を聞いてみることにする。


    「こんなの覚えられる人がおかしいと思うよ！」


    　いくみはなぜかちょっと怒っていた。口を尖とがらせて、あんなものを覚えさせようとするほうが悪い、と不平を並べ立てる。


    　僕はもう少し突っ込んで聞いてみることにする。


    「なんで覚えられないんだと思う？」


    「ややこしいから！　世界史は名前が難しいし、日本史は藤原なんとかさんいっぱいいるしさ。地理とか、行ったことない国の輸出の何番目は？　とか言われても困るよ！」


    　ちゃぶ台を[image: ]こぶしでドンと叩く。まるで無理難題を押しつけられたかのような態度だ。


    「いくみさん、まずは歴史小説などを読んでみてはどうですか？　楽しみながら時代背景が理解でき、授業にも興味が出てくると思いますよ」


    　ふみがいくみの姿に苦笑しながらアドバイスを送る。


    「ふみは甘いよ！　誰でも小説を楽しく読めると思わないでほしいよ！」


    　なぜかいくみがダメ出しをしている……。逆だと思うのだが。


    　困惑するふみを気にもかけず、いくみはますますヒートアップする。


    「もっと記憶力がぶわっとすぐにアップする方法はないの！」


    　いくみは勉強以前にまず自分の要求が無茶であることを理解することからはじめるべきだと思うが……。


    「ふむ……ならば記憶術はどうだろう？」


    　そう答えたのは梨乃だった。


    「そうそう、そういうのだよ。記憶力が上がる？　ぶわっと！」


    　身を乗り出して梨乃の顔を覗のぞきこむいくみ。


    　梨乃は少し恥ずかしそうに目を背そむけながら説明を続ける。


    「上がるというよりコツをつかむのだ。人間の記憶には長期記憶と短期記憶があるのだ。イメージとして記憶することによって、情報を長期記憶として定着しやすくすることができる。人間の脳の特性を利用する方法なのだ。たとえば……」


    　梨乃は話しながら、スマートフォンを操作し、ノートになにやら書き写しはじめる。


    『スネフェル』、『クフ』、『ジェドエフラー』、『カフラー』、『メンカウラー』、『シェプスセスカフ』、『ウセルカフ』、『サフラー』、『ネフェリルカラー』、『シェプセスカラー』、『ネフェルエフラー』、『ネウセルラー』、『メンカウホル』、『ウナス』。


    　まったくなじみのないカタカナの羅ら列れつにも見えるが……。


    「エジプト第四、第五王朝のファラオの一覧なのだ。これをいくみに覚えてもらう」


    「これは……なかなか大変ですね」


    　歴史が大好きなふみですら、一覧を見て目を丸くしている。やはり相当の難易度のようだ。


    　これをいくみが暗記できたら確かにすごい。


    「まずは『スネフェル』。これを見て、いくみはなにをイメージするのだ？」


    「えーとね。脛すね」


    「それでいいのだ。脳内に脛をイメージする。脛はスネフェル。では『クフ』は？」


    「変な笑い方してる人」


    「では変な笑い方をしてる人を思い描くのだ」


    　梨り乃のの指示に従って、いくみはひとつひとつの名前にイメージを結びつけていく。目を閉じイメージしてはぶつぶつとファラオの名前を繰り返し呟つぶやく。


    　梨乃はそんないくみを真剣な眼まな差ざしで見つめている。


    「よし、これで記憶できたはずなのだ」


    　梨乃は小さくうなずくとそう断言した。その口調と表情からはたしかな自信を感じる。


    「じゃあ、いくみ、最初から順番に、エジプト第四、第五王朝のファラオを」


    　僕はさっそくいくみに成果を披露してもらうことにする。


    　すっと立ち上がるいくみ。目を閉じ、イメージを呼び覚ます。


    「えーとね。最初がね……ス、ス……スールシャール」


    「誰なのだ！」


    　梨乃が思わず声を上げる。


    「間違えた。それは元マンチェスター・ユナイテッドの名選手だった！　スールシャールじゃなくて、ス、ス……ソクラティス・パパスタソプーロス！」


    「だから誰なのだ！　そもそもスからはじまってないではないか！」


    「誰って、ドルトムント所属のサッカー選手だよ！　脛でイメージしたら出てきたんだよ！」


    「全然違う。正直なところ全部は無理かもしれないとは思っていたのだが、まさか最初が出ないとは。想定外なのだ！」


    「だって名前がややこしすぎなんだもんっ！」


    「ソクラティス・パパなんとかさんのほうがややこしいのだ！　では二番目は？」


    「アンドレス・グリエルミンピエトロ？」


    「誰なのだ！」


    　なぜか正解よりも難しい名前を思い出し続けるいくみ。こうして歴代ファラオはすべてサッカー選手の名前に置き換わってしまったのだった。
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    相　談　23　 「父との関係について」


    
      中学二年　小お野の原はら誠せい志じ

    


    


    


    　父親が、いつもいつも僕の意見や考えをそっちのけにして、一方的に責めたり怒ったりします。自分は十四歳なのでもう慣れましたが、やっぱり家庭内では理解しあえる楽しい生活を送りたいのです。ちなみに父は九州生まれの九州男児で頑固者です。母のほうがわかってくれます。たとえば僕が妹に軽く注意しただけでも「人のことは気にするな」と怒ります。これでは妹はやりたい放題です。家庭の進化がなされません。話し合ってもたいてい理解してくれません。どうすれば解決できるでしょうか。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　父親との関係に悩んでいるとの相談。中学二年生といえば反抗期でもある。関係が難しくなる年頃でもあるのだろう。


    「サルの仲間の場合、多くは父親が子育てに参加せず、群れの維持に多く力を注ぐ。おそらく相談者の父親も親子関係よりも家族という群れの中でのパワーバランスの維持に力を注いでいるのだろう。気にすることはないのだ。いずれ群れからは出ていくのだから」


    　梨乃はさらりとそう断言した。


    「そうは言っても、私たちはお猿さるさんではありませんから。家族は仲良く、大切にしないといけませんよ」


    　すかさずふみが反論する。


    　ふみの家もおじいちゃんを筆頭に非常にルールが厳しい家だが、ふみは相談者のような問題は抱えていないのだろうか……？


    「ふみはおじいちゃんに一方的に怒られたりはしないの？」


    　僕はまずそのことを聞いてみることにする。


    「それはもう……。だからこそ相談者さんの気持ちはわかります」


    　ふみは苦笑しながら答える。やはりいろいろと口うるさく言われているようだ。


    「そんなときはどうしてるのかな？」


    　僕の問いにふみの目がキラリと輝く。なんだか自信ありげだ。


    「よくぞ聞いてくれました。最近、いい方法を思いついたんです」


    　ふみは嬉しそうに言う。


    「なに、なに？　教えて、私も怒られたくないよ！」


    　いくみが猛烈な食いつきを見せる。想像どおり怒られることが多いのだろう。


    「怒られそうなことは言い方を変えるのです」


    「へ？　どういうこと？」


    　ふみの言葉に口をぽかんと開けたままのいくみ。


    「いいですか。たとえば、少し寝坊して遅刻ギリギリに起きてしまったとするじゃないですか、そうしたら『寝坊した』じゃなくて『疲れが溜たまっていて』と言うのです。これなら怒られにくいと思いませんか？」


    　いかにも文系のふみらしい表現にこだわったアイディア。いくみも大きくうなずいている。


    「なるほど！　それいいね。私も授業中寝ちゃったときに『疲れが溜まっていて』を使うよ」


    「いくみさん。授業中はちょっと……」


    「じゃあ、隠してた０点のテストを親に見つかっちゃったときに」


    「疲れが溜たまって隠すってどういう状況ですかっ！」


    「じゃあ、なんて言えばいいのさっ！」


    「そ、そうですね……、『隠したんじゃなくて、熟成させていた』などは……」


    「さすがにそれは無理があるのではないか」


    　成り行きを見守っていた梨り乃のが小首を傾かしげて苦言を呈する。


    「それはわかっているのですが、いくみさんのケースが想定を超えていて」


    「なんでさ!?　昨日それで怒られたから言ってるだけじゃん！　じゃあ授業中に窓から逃げようとして見つかったら？」


    「なにをしているのですか！　えーと……『窓の外に曲くせ者ものを発見して』……でしょうか」


    「やはり無理がありすぎると思うが。曲者ってなに時代の話なのだ？」


    　梨乃はやはり小首を傾げたままだ。


    「いくみさんの例がおかしすぎるだけです！」


    「私のせいにしないでよ！　ただ最近怒られたことを思い出してるだけなのにっ！」


    「授業中に窓から逃げてはいけません！」


    「なんでふみまで怒るのさ！　それはもう先生に言われたよ！」


    　いくみはぷぅっと頰ほおを膨ふくらませて猛抗議する。


    　ふみに文句を言う前に授業態度を改めるべきだと思うが……。


    「梨乃さんはどうですか？　最近怒られたことはないですか？　先生ではなく親御さんからがいいです！」


    　いくみは特殊すぎると判断したのか、ふみはターゲットを梨乃に変更する。


    　その言葉にしばらく考え込む梨乃。


    「ふむ……、怒られると言うほどではないのだが、ＰＣＲの実験の際にコンタミネーションを起こして、サンプルの扱いには注意しろと」


    「そんなときは……、えー……、なにを言ってるのかまったくわかりませんっ！」


    　ふみはよほど予想外だったのか目を丸くしている。


    　そんなふみを見て、なぜだかいくみは勝ち誇った表情。


    「ほらねっ！　やっぱ、言い方だけじゃダメなんだよ。私が変なんじゃないんだよ」


    「違います。いくみさんも梨乃さんも両方変です！　例外すぎです！」


    　ふみは必死に自分の意見の正当性をアピールするが、変人ふたりの心には届かないのであった。
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    相　談　24　 「ボウリング大会」


    
      高校一年　ネジ太た郎ろう

    


    


    


    　クラスの友達とボウリングの大会をすることになりました。僕は運動全部が苦手で、もちろんボウリングもすごく苦手です。足を引っ張ってしまいそうで気が重いです。どうしたらいいでしょうか？

  


  
    　お悩み相談コーナーのメンバーは学校近くのボウリング場にいた。


    　理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切り担当の僕、赤あか松まつ勇ゆう樹き。全員動きやすい格好に着替えている。


    「部費でボウリングできるって最高だね！　楽しいね！」


    　いくみは上機嫌で自分に合う重さのボウリングの球を探している。


    「いくみさん。相談に答えないと。ただボウリングするんじゃないですよ」


    　早速ふみにたしなめられてしまったが、いくみはちっとも気にしていない。


    「だから、お手本として投げ方を教えてあげるんじゃん。ほら、梨乃もふみも準備して」


    　運動が苦手なふみ、そしてとっても苦手な梨乃。このふたりにいくみがボウリングを教えることによって、相談者にもコツを伝えることができたら、そんな思いでボウリング場へと相談の場を移したのだ。


    「鉄球を転がすのならば適切な機材を使えばいいものを……。なぜ二十一世紀にもなって人力でこんなことを。私には理解できないのだ」


    　梨乃は目の前に並ぶカラフルな球を睨にらみつけながらさっそく文句を言っている。


    　手で転がして得点を競うからおもしろいのであって、機材を使っては意味がないのだが、運動が大嫌いな梨乃にとってはボウリングもただの作業にしか思えないのだろう。


    「実際にやったら楽しいからさっ！　ほらほら、早く球を選んで。いいの？　それ重いよ？」


    「運動エネルギー＝質量の二分の一×速度の二乗なのだから、重いほうが有利なのだ」


    　梨乃はそう言うと重い球を手に取り、両手で抱えてよろよろと自分のレーンへと向かう。


    「まあ、いいよ。とりあえずやってみなよ」


    　いくみはその姿を見ながら、少し馬鹿にした口調で言う。


    　梨乃はいくみの言葉にむっとしながらもレーンに立つ。


    　抱えたボウリングの球を両手でそっと転がす。球はレーンの半分ほどゆっくりと進み、ポトリとガターの中へと転がり落ちた。


    「ほらね！　ほらねっ！　まったく梨乃は頭でっかちなんだからっ！　力がないんだから軽い球使いなよ！　次、ふみも！」


    「私はボウリングはじめてで……お手柔らかに……」


    　ふみは最初から言い訳をし、恥ずかしそうにレーンの前に進む。


    　ボールを胸元に構えると、一度深呼吸、ぎゅっと目を閉じたまま、球を投げる。


    　球はほとんどレーンにふれることなくほぼ真横に飛び、ガターに落ちた。もはやガターに球を投げ入れたとしか思えない。


    「なんで目をつぶってるのさ！　前を見ないと！」


    「だって、鉄のボールを投げるのが怖くて……」


    「目をつぶったほうが怖いよ！　しょうがないな。見本を見せてあげるよ。ふたりともちゃんと見ててね」


    　いくみはそう言うと、自みずからレーンに立った。


    　鋭い視線でピンを見つめると、美しいフォームでボウリングの球を投じる。


    　緩ゆるやかなカーブを描きながら球はピンを弾き飛ばす。


    　立っているピンはひとつもない。見事なストライクだ。


    「大事なのはフォームなんだよ！　まずはフォームを固めるよ」


    　いくみはそう言うと、梨り乃のとふみを並ばせて、フォームの練習を開始する。


    　こうしていくみのボウリング特訓が開始されたのだが……。


    「こう、ぎゅっとやって、ぶわっとしてから、最後はびしっと、ぎゅっとぶわっと、びしっ！」


    「……こうでしょうか？」


    　ふみが見よう見まねで投げる動きをやってみるが、いくみは大きく首を横に振る。


    「違う！　ふにゅってなってるから、ぶわっとなってない！　ちょっと！　梨乃は手首がにゅるってなってるよ！」


    　いくみは懸命に自らフォームを示し、熱血指導するが、ふたりは困惑の表情を浮かべている。


    「いくみ、もう少しわかりやすい言葉で教えてあげたら？　にゅるっとかぶわっとかじゃ、理解ができないと思うんだけど」


    　見かねて、いくみに意見してみるが、聞く耳を持たない。


    「言葉でなんて甘い、甘い。こういうのは身体からだで覚えるんだよ。もっとぶわっと！」


    　いくみはふたりに何度も投げる動きを繰り返させる。


    「そう、ぎゅっ、ぶわっ、びしっ！　ぎゅっ、ぶわっ、びしっだよ！　それが難しいときは、ぎゅ、ぶわっ、ぴしーんだね！　よーし、じゃあ実際にやってみるよ」


    　まったく理解不能な説明ののち、実践を促うながす。ふたりの戸惑いはお構いなしに進行する。


    　最初に指名されたのは梨乃。釈然としないまま、両手に球を抱え、とことこと歩き、球を転がした。梨乃の球は吸い込まれるようにガターに消えていく。


    「ほら！　手首がにゅるっとなってるから！　もっと手首をぐきっと肩はびーんと！」


    「ぐきっとは折れているのでは……」


    「口答えしない！　次、ふみねっ」


    「は、はい。ぎゅっ、ぶわっ、びしっ！」


    　ふみの投じた球はガターだけを通過して、レーンの反対側へと到達した。


    「もうっ！　目をくわっとしないと！　あと脚はぎゅんってやってよ！　やり直し！」


    　無む残ざんなこの結果に血が上ったのか、いくみはますます意味がわからないことを口走る。


    　興奮状態でふたりにほぼ擬ぎ音おんだけで構成されたアドバイスを送り続けるいくみ。


    　どんよりと曇る梨乃とふみの表情。僕の脳裏に「実際、やったら楽しい」とのいくみの言葉が虚むなしく思い出されるのだった。
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    相　談　25　 「サッカーがしたい」


    
      中学一年　雀すずめ蜂ばち太た郎ろう

    


    


    


    　僕は今までバスケをやっていましたが、最近友達とサッカーをしたら、バスケではなくサッカーがやりたくなりました。今さらサッカー部に入れませんし、クラブチームに入るのは、技術的に無理っぽいです。どうすればよいでしょうか。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    「うーむ。スポーツなど好きにすればいいと思うのだが。……なにを悩んでいるのかわからないのだ」


    　梨乃はプリントアウトされた今回の相談を読みながら小首を傾かしげている。


    　まったくスポーツをしない梨乃には、なにを問題としているのかすら、理解できないようだ。


    「大問題だよ！　スポーツはチームの友情があるからね。よその部活に行くなんて裏切り者って思われちゃうよ」


    　そう言ったのは体育会系のいくみ。いかにも重大な問題であると難しい顔で腕組みしてみせている。


    　たしかに急に別の部活に移ったら、いまの部活の仲間とは気まずくなるだろう……。


    「それでどうしたらいいのかな？」


    　僕の言葉に眉まゆ根ねを寄せてますます難しい表情を浮かべるいくみ。


    　しばらく沈黙の時間が流れる。


    　そしてついにいくみが口を開く。


    「わかんない！」


    　いくみはきっぱりと言い切った！　結局、わからないのかよ！


    　しかしいくみはまったく悪びれていない。当然だと言わんばかりの口調で話を続ける。


    「大問題なことはわかるけど、解決する方法はわかんないんだよ！　梨乃はどうしたらいいと思うのさ？」


    「なぜ悩みがわからないと言った私に聞くのだ？　正直にバスケ部のみんなに謝って、サッカー部に入ればいいではないか？」


    「甘い！　バスケットボールを頭にダンクされちゃうよ！　あいつらのバネはすごいよ。バスケを馬鹿にしちゃいけないよ」


    「なぜそうなる！　バスケットボールを馬鹿にしているのはいくみではないか！」


    　退部希望者の頭にダンク……いくみのバスケ部のイメージはいったいどうなってるんだ？


    「とにかくそんな簡単に辞めればいいってことじゃないの！　これは難しい問題なんだよ」


    「ならばバスケット部の部活でボールを蹴ければいいのではないか？」


    「ファウルだよ！　たぶんトラベリングとかそんなんだよ！　もう真ま面じ目めに考えてよ！」


    「そう言われても、スポーツのことはまったくわからないのだ。体育会系の人間関係についても理解できない」


    　梨乃は小さくため息をつく。お手上げと言った表情だ。


    　みんなでわからないと言っていても仕方がない。ここで僕は一回仕切り直すことにする。


    「一回問題点を整理しようか？　バスケットボール部だけど、サッカーがやりたい。でもサッカー部に入り直すのは難しい。その理由は体育会系の部活で入ったり辞めたりするのは人間関係的にリスクがあるかもしれないってことだよね」


    「サッカー部に転部はできない。ほかにサッカーをする環境もない。これでは論理的に考えて解決不能なのだ」


    　梨り乃のはやはりどうすることもできないとの考えのようだが、それで終わりにするわけにはいかない。残るはふみだけだが……。


    　ふみはプリントアウトされた相談を手に取り、じっくりと読み返している。


    「思ったのですが、バスケットボールをやっているからサッカーが楽しいのではないでしょうか？　ことわざでいうところの〝隣の芝しば生ふは青い〟では？」


    「なるほど……」


    　梨乃も思わず感嘆の声を漏らす。


    「どんなことでも義務になると楽しくなくなるじゃないですか。いまバスケットボールは部活でやっていて、サッカーは遊びだからサッカーのほうが楽しく感じるのではないでしょうか？」


    　ふみの言葉に大きくうなずくいくみ。


    「あるある、そういうの！　勉強も義務だから楽しくないんだよ。強制されると余計にやりたくなくなるんだよね」


    「いくみは強制されなければ一切勉強しないと思われるが……」


    「梨乃っ！　そこはツッコまなくていいの！　それでどうしたらいいの？」


    「ですから、今度はバスケットボールを遊びでやれば、やっぱり楽しいなって思うのではないでしょうか？　いったんリフレッシュが必要です。リフレッシュしてから、もう一度新鮮な気持ちでバスケットボールに触れてみるべきです」


    「なるほどねー。それがいいと思うなー。だったら私たちもリフレッシュしないとね」


    　いくみはそう言うとじっと僕の顔を覗のぞきこむ。


    「どういうこと？」


    「私たちもリフレッシュして新鮮な気持ちで相談に触れてみるべきだと思うんだよね」


    　ますます顔を近づけるいくみ。言葉に出さずともその目が訴えかけている。これは部費でどこかに連れていけとの主張だ。


    「間違いない。どこかにリフレッシュできるケーキがあればいいのだが」


    「本当にリフレッシュは大事だと思います。近くにケーキの美お味いしいカフェが……」


    　梨乃、ふみまで！　なんだ、この連携のよさは！


    　こうして僕はリフレッシュを主張する三人に押し切られ、ケーキをご馳ち走そうするはめになったのだった。
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    相　談　26　 「怖がりです」


    
      中学二年　匿とく名めい希望

    


    


    


    　僕はとっても怖がりです。ホラー映画などを観ると眠れなくなってしまいます。恥ずかしいのでどうにかして直したいです。どうしたらいいでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は怖がりとのお悩みなのだが……。


    「もうっ！　なんでこんな相談を採用するのさ！」


    　いくみがぷりぷりと怒っている。


    　そう。いくみもまたとっても怖がりなのだ。以前、旧校舎で肝きも試だめしをしたときは、最初は威勢がよかったのに、怖すぎてパニックになってしまったくらいなのだ。


    「いいじゃないですか。いくみさんもこの際、お化けが怖いのを克服したらどうですか？」


    　ふみがクスクスと笑いながら言う。


    「怖くなくなっちゃったら、お化けが来たときどうするのさ！　食べられちゃうよ！」


    「お化けって人間を食べるのでしょうか？」


    「食べるかどうかわかんないけどさっ。油断しちゃダメだよ！　なにせお化けだよ」


    　お化けの怖さについて熱心に語るいくみ。そんないくみに向けられる梨乃の冷めた視線。梨乃はオカルトが大嫌い。心霊現象などもまったく信じていないのだ。


    「いまは二十一世紀なのだ。そのように原始人のような感覚でよく生活できる。むしろ感心してしまうのだ」


    　さっそく嫌味を言う梨乃。オカルト関係の話題になるといつもに増して口調が厳しい。


    「まあまあ、梨乃さん。それを克服しようって話なのですから。どうすれば怖くなくなるか梨乃さんが教えてあげたらいいじゃないですか」


    「教えるもなにもないのだが……。どうしたらいいのだ？」


    　ふみになだめられて、ようやく梨乃の態度も軟化する。


    「じゃあ、私がとびきり怖い話をしますから、いくみさんが怖がらずに済むようにアドバイスをしてみてくださいよ」


    「やだっ！　怖い話、やだよっ！」


    　いくみはそう叫ぶと僕の背中に隠れてしまった。まだはじまってもないのに、いくらなんでも怖がりすぎだと思うが……。


    「いくみも落ち着いて。そこまで怖くないかもしれないよ」


    「赤松さん、これは怖いですよ。梨乃さんですら怖がらずにいれるかどうか」


    　ふみは自信たっぷりにそう言うと、部室のカーテンを閉め、電気を消す。


    　カーテン越しに入ってくるわずかな西日がふみの横顔を照らす。いかにも怪談らしい雰囲気にはなってきた。


    「じゃあ、話しますね」


    「わぁっ！　出たっ！」


    　いくみは僕の背中から離れると、ちゃぶ台の下に潜り込んでしまった。よくこんな狭いところに……。


    「いくみさん、早いですよ。まだなにも出てないです」


    　ふみは出で端ばなをくじかれて困った顔をしている。話す前からこれでは逆にやりがいがないだろう。とにかく、いくみはちゃぶ台の下に隠れたままにして、改めて怖い話をはじめてもらう。


    　ふみは小さく咳せき払ばらいをすると、いつもより低い声で話し出す。


    「えー、時代は元げん朝ちようの末の頃、現在の浙せつ江こう省しようのあたりでのお話です。喬きよう生せいという若者が……」


    「えっ、何百年か前の中国の話なの？」


    　僕は慌あわてて話を止める。


    「はい。なにか？」


    　ふみは不思議そうに首を傾かしげる。


    「怖い話ってドライブにいったカップルが……とか、そんなのだと思ったから。場面設定がどうも入り込みにくいというか……」


    「私の怖い話は元朝末期の話なんです！　いいじゃないですか！　話の腰を折らないでくださいよ。えーと、喬生という若者がおりました。至し正せい庚こう子しの年に当たる上弦の夜、明みん州しゆうの城内では正月のお祭りで夜中灯とう籠ろうに明かりが灯ともされ、街はそれを見物する人々で大変にぎやかでした。喬生もまた自宅の外へ出て、お祭りの様子を見物してました。喬生は最近妻を亡くし、大変気落ちしており、せめてもの気晴らしをと思ったのです。その晩は風のない暖かな夜でした。往来の人々は……（中略）……湖西に住んでいる者でございます……」


    「長いよ！」


    　僕は我慢できずにツッコんだ。話の腰を折ってはいけないのは重々承知だが、これはツッコまずにはいられない。まだ本題に入っていない上に、設定になじみがなさすぎる！　誰なんだ喬生！


    「ちょっと赤あか松まつさん。せっかく調子が出てきたところなのに……」


    「いや、話についていけないから」


    「そんなことないですよ。ねえ梨り乃のさん」


    「これは怖い話ではなく、長い話の間違いなのだ」


    「梨乃さん、冷たいですっ！　いくみさんは……寝ないでください！」


    　いくみはちゃぶ台の下ですやすやと寝息を立てていた。


    　慌ててふみはいくみの肩をゆすって起こす。


    「……あれ!?　終わったの？　やったっ、怖い話を克服したよっ！」


    　元気よくちゃぶ台の下から出ると、高々と両手の[image: ]こぶしを掲げるいくみ。


    　なんとも晴れやかな笑顔だが……。


    　誰ひとりとして納得のいかない克服なのであった。
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    相　談　27　 「会話が続きません」


    
      中学二年　日向ひなた

    


    


    


    　好きな人がいるんですが、話しかけてみても話題が尽きて、会話が続きません。


    　ほかの人と盛り上がっているのを見ると、寂しくなります。何か話が弾みそうな話題はありませんか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は会話が続かないとのお悩み。その好きな人の興味があることがわかれば、その話題がいいのだろうけど……。特にその点は書いてないので、汎はん用よう性せいのある誰とでも盛り上がることができる話題があればいいのだが。


    「野球の話っ！　野球の話をしよう！」


    　真っ先に回答したのはいくみだ。目をキラキラ輝かせていまにも野球の話をはじめそうだが……。残念ながら梨乃とふみの反応は薄い。


    「すみません。私は野球の知識が全然なくて……」


    　ふみが申し訳なさそうに言う。


    「そんなの気にしなくていいんだよ。来年の巨人はどうなると思う？」


    　お構いなしに身を乗り出して、話を続けるいくみ。そんなに野球の話がしたいのか……。


    「えーと、その……ファールをいっぱい取ると思います」


    「意味がわかんないよ！」


    　いくみは身を乗り出した姿勢から、畳の上にすてんとずっこけてしまった。


    「しょうがないじゃないですか！　わからないのですから」


    「もうっ、じゃあ、梨乃。来年の巨人はどうなると思う？」


    「うむ……。来年もまた木の棒を振り回すのではないだろうか……」


    「木の棒ってバットのこと？　馬鹿にしてるの！」


    「馬鹿にはしてない。知らないのだ！」


    　梨乃も困りはてている。


    　やはりこのメンバーで野球の話は無謀すぎる。僕は話題を変更することにする。


    「野球以外の話題ないかな？　ふみはなんの話だったら盛り上がれる？」


    「やっぱり戦国時代の話ですかね。そうでなければ三国志の話。それも合わないようでしたら、


    　五ご胡こ十じゆう六ろつ国こく時代の話でも……」


    　ふみは嬉しそうに答えてくれるが、残念ながら野球の話よりも厳しい。そもそも三国志が無理で五胡十六国時代がいける人などめったにいない。


    「そっか……、じゃあ梨乃は？」


    　僕は諦あきらめて梨乃に話を振ってみる。


    「量子もつれについてなどどうだろう？」


    　梨乃は目をキラキラと輝かせているが、いくみがそんな話に興味を持つわけがない。ただ梨乃を見つめながらぽかんと小さく口を開けている。


    「なにそれ？　エッチな話？」


    「違う！　なぜそんな解釈ができるのだ。量子もつれとは……」


    「やめて！　詳しく説明しないで。頭が爆発しちゃうから！」


    「そんなことはない。おもしろい話なのだ。量子コンピューターの……」


    「爆発する！　あーっ、あー、あー！」


    　もはや説明すら拒むいくみ。これは盛り上がる話題とは程遠い。というか量子もつれの話で盛り上がろうとすること自体が無謀だ。


    「私たち本当に話が合わないですね……」


    　そんな梨り乃のといくみの様子を見ながら苦笑するふみ。


    「困ったもんだよ。おとなしく野球の話で盛り上がればいいのに……」


    　いくみはぶつぶつと文句を言いつつ、自分の鞄かばんからポッキーを取り出すとほおばりはじめる。


    　おそらくおやつを食べることで気持ちを落ち着かせているのだろう。ぽりぽりとポッキーを口に運ぶいくみ。その姿をじっと見つめるふみ。


    「これですよ！」


    　突如ふみが胸元でパチンと手を打つ。いくみは突然のことに目を丸くしている。


    「へっ？　なにが？」


    「食べ物の話ですよ。食べ物の話なら、興味がない人はいません」


    　ふみは自信ありげに大きくうなずく。


    「なるほど……、たしかに全人類の共通の話題ではある」


    　梨乃もふみの提案に賛同している。やっと突破口が見つかったようだ。


    「よーし。食べ物の話をしよう。授業中に食べると一番美お味いしい食べ物ってなんだと思う？　私はうまい棒！」


    「いくみさん……。授業中にうまい棒を食べてはダメです」


    「うまい棒はね、授業中に食べるのが一番美味しいんだよ！　ふみは人生損してるよ」


    「損してませんっ！」


    「じゃあ、おにぎりを八個食べるとしたら、具はなにを選ぶ？　一個目がツナマヨでしょ。次が鮭さけでしょ。次が明めん太たい子こでしょ。次が……」


    「そんなにおにぎりを食べません！」


    「なんで否定するのさ！　せっかく食べ物の話で盛り上がろうとしてるのにさっ！」


    「もっと普通の話題はないのですか！」


    　結局、揉もめてるし……。


    　話が合わない三人ではあるが、端はたから見ていると揉めているのも楽しそうではある。なんでも言い合えることが一番大切なことなのではないか、僕はそう思ったのだった。
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    相　談　28　 「動物の骨を集めるのが好きです」


    
      中学一年　結ゆう城き明あ日す奈な

    


    


    


    　私は、動物の骨を集めるのが好きなのですが、友達とその話は恥ずかしくてできません。どうしたらいいですか。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回はちょっと変わった物の収集について。


    「梨乃はなにか変わった物を集めてたりする？」


    　僕はまずは理系の梨乃に話を振ってみる。梨乃は理系の中でも特に生物学が好き。なんとなく梨乃も似たような収しゆう集しゆう癖へきがありそうな気がしたのだ。


    「そんなにマニアックな物はないのだが、プレパラートは集めているのだ。うまくスライスができて染色も完かん璧ぺきなものはやはり何度も見たくなるものなのだ。永久プレパラートとして……」


    「十分マニアックだよ！　わかったから」


    　目を輝かせて、プレパラートの魅力を語る梨乃。話が長くなりそうなので、ここは途中で話を打ち切らせてもらう。


    「とにかく梨乃なら相談者さんの気持ちもわかるんじゃないかな？」


    　僕の質問に梨乃はしばらく考え込んだのちに答える。


    「私は自分のコレクションをほかの人に理解してもらわなくても構わない。自分だけが楽しめればそれでいいのだ」


    「えー、友達だったら、なんでも話したいじゃないですか？」


    　ふみが不満げに言う。


    「友達でも理解できないことはある。特に動物の骨などであれば博物学的な興味だったとしても誤解を受けてしまうかもしれない。やはりひとりで楽しむのがベストなのだ」


    「梨乃さん、相談者さんはきっと友達に話したいから相談を送ってきたんですよ」


    「ふむ……、そうは言っても……いくみはどう思うのだ？」


    　梨乃は困っていくみに話をパスする。


    「私だったら、もし馬鹿にされたら、集めてる骨で友達を殴るよっ！」


    「ダメですよ。大切なコレクションなんですから」


    　すかさずふみがいくみをたしなめるが……。


    　問題はそこなのか？　大切じゃないにしても、骨で友達に襲いかかるって、原始人じゃないんだから。


    「じゃあ、骨の話をするときはフライドチキンを食べながらにする。そしたら骨ばっかりが好きなんじゃないんだって、安心でしょ」


    「そういうことじゃないと思います！」


    「じゃあ、ふみだったらどうするのさ！」


    「ほかの普通のコレクションと混ぜてしまうのはどうでしょう？　私は三国志の武将のフィギュアなんかをコレクションしているのですけど、それに混ぜてしまいますね。曹そう操そう、劉りゆう備び、動物の骨、関かん羽う、動物の骨、諸しよ葛かつ亮りよう、動物の骨、動物の骨、こうすれば自然じゃないですかね」


    「不自然なのだ！」


    　梨り乃のにツッコまれてしまうふみ。


    「関羽、動物の骨、動物の骨、諸葛亮の順でしたか？」


    「順番の問題ではない！」


    　さっきまでいくみにツッコんでいたふみも結局ツッコまれる側に……。


    「じゃあ、梨乃さんもアイディアを出してくださいよ」


    　自分の意見を否定されて、頰ほおをぷうっと膨ふくらませて梨乃を睨にらみ返す。怒っているつもりなのだろうが、あまり迫力はない。ふみの迫力はさておき、ふみ、いくみからアイディアが出ない現状では梨乃からのアイディアを期待するしかない。


    「私は骨の収集が理解できるから……、逆に困ってしまうのだ。問題は世間が骨に理解がないほうだと思う。魚類でも哺ほ乳にゆう類るいでも鳥類でもそれぞれの生態に合わせて進化してきているのだ。骨格は究極の機能美なのだ。一度、博物館などで見てほしい」


    　梨乃はそうは言っても理解してもらえないだろうと思ったのか、話し終わると、ふぅと小さくため息をつく。


    　ふみはそんな梨乃の手を取り、強引に握手する。


    「それですよ。梨乃さんっ！」


    「な、なにがそれなのだ？」


    　梨乃はなんのことか理解できず、不思議そうな顔をしている。


    「博物館です。博物館ってちょっとオシャレでかわいいじゃないですか。相談者さんも、骨のコレクションを博物館っぽいガラスケースにいれて、ちょっとアンティークっぽい棚におけば、ぜったいかわいいですよ」


    　ふみは握った梨乃の手をぶんぶんと振りながら言う。


    「博物館で見てほしいのはガラスケースではなく、骨格の機能美を……」


    　梨乃は手を振られたまま困惑している。


    「いいんですよ。まずはオシャレっぽさとかわいさです！」


    「まあ……ならば透明骨格標本なども。本来、比較分類学などの研究のために作るものなのだが、見た目のかわいさから一部では話題なのだ」


    　梨乃は自分のスマートフォンで透明骨格標本の画像を表示する。鮮やかな赤や青色に染め上げられた魚の骨。まるで透明の瓶びんの中を泳ぎまわっているかのようだ。


    「わぁ、かわいいですっ！　これを持っていたら、女子にモテちゃいますよ。なんで最初に提案してくれないんですか」


    「モテるとか、かわいいとか、そういった類たぐいではないのだが……、機能美を……」


    　解決策が出ても、相変わらず納得がいかない梨乃なのであった。
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    相　談　29　 「私には好きな人がいます」


    
      高校一年　ReりSAさ

    


    


    


    　二年以上片想いが続いています。そろそろ告白しなきゃと思うんですが、その子とは友達なので、かえって告白しにくいしフラれそうです。さらにその子は次期生徒会会長候補で余計にハードルが高いです。どうすれば告白していい返事がもらえるでしょうか。みなさんの意見をお聞かせください。Ｐ．Ｓ．告白は直接がいいです。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は告白についてのお悩み。こればっかりは相手の気持ちの問題で、どうにかできるものでもない気もする。これはなかなかの大問題だ。


    「理系のなんかでさ、好きになるビームとかないの？　びよよーんってさ」


    　いくみは梨乃に対して無茶な質問をする。


    「そんなものがあったら大変ではないか。それにビームはびよよーんなどの音はしない」


    「えーっ、するでしょ。びーよよよーんみたいな」


    「しないし、相談と関係ない」


    「じゃあ、別にビームじゃなくてもなんかないの？」


    「告白とはそんなものではないのではないか？　仮になにかしらの薬品を注射するなどして、相手の意識を混こん濁だくさせて、告白を成功させたとしても……その……ふたりの想いが……通じ合っていないと……」


    　話の途中で梨乃は顔を赤らめうつむいてしまった。梨乃は恋愛関係の話が大の苦手なのだ。


    　それにしても照れながら話している内容が怖い。薬品を注射って……。


    「うーん。困ったねえ。こうなったらパンチで気絶させて、さらってくるとか」


    「いくみ、ダメだから！　なにがこうなったらなんだよ」


    　酷ひどすぎる提案に僕は思わずツッコまざるをえない。


    　こうなるとふみに期待するしかない。僕の視線を受けて、ふみが小さくうなずく。


    　なんだか自信がありそうな様子だが……。


    「こんなときの秘策が我が九条家にはあるのです。九条家に代々伝わる交渉術、九く条じよう流りゆう交渉術です」


    　また九条流か……。ふみの家は古くから続く武士の家系で様々な術が言い伝えられているらしいのだが、これがどうも眉まゆ唾つばなものばかりなのだ。


    「告白も広い意味では交渉の一種です。おつきあいしないかと交渉するわけですから。そんなときに役に立つのが九条流交渉術です。これは我が九条家に代々伝わる交渉術で、鎌倉時代の九条家当主、九条正まさ光みつによって編み出されました。正光は九条流交渉術で人質の解放に成功することに四度、浮気をごまかすことに三度成功したと伝わっています」


    　本当かよ……。相変わらず怪しい伝承だ。しかしふみはまったく疑っていないようで、誇らしげに交渉術について語り続ける。


    「九条流交渉術、その一、ふっかけるべし。本来の目標よりもあえて高い要求をして、譲歩したフリをするのです。正光はおにぎりをひとつ欲しいところを『おにぎりを五つください』と交渉し、断られたのちに、『じゃあひとつでいいです』と交渉し、みごとおにぎりをゲットしたと言います」


    　五代当主正まさ光みつ、なんでおにぎりをねだっていたんだ……。しかしエピソードはさておき、ちょっと使えそうな術だ。


    「それで実際にはどうしたらいいのさ？」


    　いくみの質問にふみが即答する。


    「つまり告白の場合だとまず『結婚してください』と要求し、『無理ならつきあうだけでいいです』と妥だ協きようするのです」


    「変な人だと思われるのではないか……」


    　小首を傾かしげる梨り乃の。しかしふみはまったく動じない。相変わらず自信満々だ。


    「ならば九く条じよう流りゆう交渉術その二を。二択を作るべし。正光は『鮭さけのおにぎり、昆こん布ぶのおにぎり、くれるとしたらどっち？』と聞くことにより、おにぎりをゲットしたと伝わってます」


    　正光はおにぎりばっかりゲットしてるな……。


    「それで、結局どうしたらいいのさ？」


    「ですから、『遊園地と水族館、どっちにデートに行く？』などと聞くのです。そうすればどちらか選ぶしかないのです」


    「ふむ……強引な人だと思われないだろうか？」


    「梨乃さんは心配しすぎだと思いますよ。しょうがないですね。じゃあ、九条流交渉術その三をお教えしましょう。その一、その二が通用しなかったときの究極の交渉術です」


    　ふみはそう言うと胸を張り、言葉を続ける。


    「九条流交渉術、その三、ウソ泣きです」


    「はあ？」


    　梨乃といくみが同時に声を上げる。


    「交渉術、その一、その二が通用しなかったときに正光が最終手段として用いたのがウソ泣きだと言われています。正光がウソ泣きによって勝ち取ったおにぎりは数え切れないほどだと言われています」


    　だからなんでおにぎり……。しかもウソ泣きでおにぎりもらうって、ただの駄々っ子じゃないか！　なにやってんだ正光！


    「正光のウソ泣きは実に巧妙で同情しない人間はいなかったと言われています。相談者さんもいざとなったらウソ泣きです！　私もたまに使います」


    　実に誇らしげな笑顔を浮かべるふみ。


    　しかし当然ながら梨乃、いくみにはその思いはまったく伝わっていない。ただただぽかんとしている。交渉術はさておき、僕は素直なふみがたまにウソ泣きを使っていることが、むしろショックなのであった。
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    相　談　30　 「流行についていけない」


    
      中学一年　イチョウ

    


    


    


    　悩み事は流行についていけないことです。


    　ここ最近の流行についていけないために女優などの話になるとまったく会話についていけず「時代遅れ」と馬鹿にされて悔しいので、馬鹿にされないためにどうすればいいか教えてください。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は流行についていけないとの悩み。日々移り変わる世の中のトレンド、ついていくのは大変だ。


    「流行よりも真理に目を向けるべきなのだ。世の中の流は行やりを追っても時間の無駄、そんな暇ひまがあるのなら、永久不変の物理法則をまず学ぶべきなのだ。我々に与えられた時間は有限。些さ末まつなことにとらわれている余裕はないのだ」


    　梨乃のいかにも理系らしい意見で議論はスタートする。


    　言葉にみなぎる自信。梨乃は流行りのドラマも観ず、音楽も聴かない。髪型もシンプルな黒髪ストレートヘア。その無駄を排した生活スタイルに確信を持っているのだ。


    「梨乃さんはそれで許されているのかもしれませんが、普通はそうはいかないですよ。やっぱりクラスで浮いた存在にならないためにはある程度流行にもついていかないと」


    　ふみの指摘がなんのことかわからないようで、梨乃は小首を傾かしげている。


    「私が許されるのなら、誰でも許されるのではないか？」


    「だって梨乃さんはかわいいから」


    「なっ、そんなことは……。よ、容姿のことは……、別に……その……」


    　急激に梨乃の顔が赤くなる。手をバタバタさせて、必死になにかを否定しようとしているが、なにを言っているのかよくわからない。絵に描いたような照れっぷりだ。


    「あんなに冷たい態度ばかりでは、普通は誰もよりつかなくなっちゃいますよ。それでも男子が話しかけてくれるのはかわいいからです」


    「それも最初だけで、結局浮いちゃったんだけどね」


    　いくみがさらりと余計なひと言をつけ加える。


    「なにっ！　浮いてはいない！　適度な距離感を維持しているだけなのだ！」


    　顔を真っ赤にしながら、猛然といくみに抗議する。いくみを叩こうと[image: ]こぶしを振るうが、ひょいとかわされてしまう。照れたり怒ったり、忙しい人だ。


    「まあまあ、とりあえず相談者さんは馬鹿にされたくないって言ってるんだから、解決方法を考えようよ」


    　このままだと、梨乃といくみが脱線し続けると感じ、僕は軌き道どう修正を試みる。


    　梨乃は照れながら怒り中、いくみはそれを絶賛からかい中、ここはふみの意見を聞いて仕切り直すべきだろう。


    「知らないのは仕方ありませんから、無理に流行を追いかけるのではなく、知らなくても馬鹿にされない方法を考えるべきだと思います」


    「そんな方法あるかな？」


    　ふみは僕の問いに静かにうなずく。


    「要は『知らない』の表現方法だと思うのです。言葉遣いで印象は変わります。たとえば『いま○○が人気らしいよ』と言われたら、『へー、日本ではそうなんだね』、みたいな返し方はどうでしょう」


    　いかにも文系らしい意見ではあるが……。


    「帰国子女でもないのに？　馬鹿にされない代わりに嫌なヤツになっちゃってるよ」


    「そうですね……うーん……。そうだっ、思いつきました」


    　しばらく考えたのち、パチンと手を叩く。どうやら、好感度を下げずに、かつ馬鹿にされない言葉の返し方を思いついたようだ。


    「いくみさん『いま女優の○○が人気だね』って私に言ってもらえませんか」


    　ふみはわざわざ聞き役にいくみを指名する。お芝居仕立てにしたいようだ。


    　梨り乃のもやっぱり気になるのか、いつの間にかふみの意見に聞き入っている。


    　そして満を持して、「知らない」を馬鹿にされずに表現する方法が披露される。


    「ふみ、いま女優の○○が人気だね」


    「……ほほう、この時代では、そのようなことが流は行やっておるのか……。何百年経っても人間は変わらぬものよのう」


    「そいつ誰なんだよ！」


    　僕は思わずツッコむ。なんだかわからないが、古い時代から現代によみがえったっぽい設定。


    「どうですか、これなら流行を知らなくても馬鹿にされません」


    　ふみは自信満々に言うが……馬鹿にされないが、変な人と思われてしまうんじゃないか。


    「それでさあ、女優の○○なんだけどね……。プロ野球選手の××とつきあってるらしいよ」


    　いくみはまだ話を続けていた！


    「……ほほう、いつの時代も、男と女は惹ひかれあうものよのう」


    　ふみは明らかに戸惑いの表情を浮かべているが、自分が相手役を頼んだ手前、会話を続けるしかない。


    「○○はその前にアイドルの□□とつきあってたのに、××に乗り換えたんだよ！」


    「……ほほう……我々の時代であれば、打ち首になるところであるな」


    　ふみは困りながらもなんとか答える。


    「でも□□は事務所が△△だから……☆☆社長が〒〒されちゃうし」


    「いくみさん！　ただ○とか×とか□とか言いたいだけじゃないですか！」


    「楽しくなっちゃった」


    　いくみはそう言うとぺろりと舌を出す。


    　こうして僕は、流行よりも、切り返しよりも、マイペースな人の会話の力を思い知ったのであった。
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    相　談　31　 「告白をしたけれど……」


    
      中学二年　セト

    


    


    


    　好きな人に告白したけど、拒否されてしまって落ち込んでいます。


    　何かはげましをお願いします。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は告白したものの、残念ながら、フラれてしまった方からのお悩みだ。


    　……さぞ、ショックだったことだろう。


    「わははは、ざまーみろ！　気分がいい……もぐっ！」


    　なぜかケラケラと笑っているいくみ。僕は慌あわてていくみに飛びついて口を塞ふさぐ。


    「おい、いくみ！　なんてことを言うんだ」


    　しかしいくみはちっとも悪びれる様子はない。


    「いいのっ！　こういうのはさ、笑ったほうがいいんだよ。笑って悲しい気持ちを吹き飛ばすの。笑顔が一番」


    「笑顔になっているのがいくみじゃ、しょうがないだろ」


    　いくみなりの考えがあってのことのようだが、このやり方は危険すぎる。


    　別の意見を聞くために僕は梨乃に話を振ってみる。


    「梨乃ならどんなふうに声をかけてあげるかな？」


    「睡眠をとるべきなのだ。いまはショックで副ふく交こう感かん神経の働きが鈍くなっている可能性が高い。そのような状態ではホルモンバランスも乱れ、正常な判断能力がなくなっているものなのだ。まずは十分な睡眠をとって、乱れた自律神経の機能を回復させるべきなのだ」


    　間をおかず、スラスラと答える梨乃。


    「なんだか冷たい感じがします」


    　ふみは梨乃の慰なぐさめの言葉を聞いて、小首を傾かしげる。


    「なぜだ。適切な対応を示しているではないか」


    「適切な対応じゃなくて、温かい言葉が必要なんですよ。『次があるよ』とか、『いつかきっと、あなたにピッタリの人が見つかるよ』とか……」


    「噓うそはよくないのだ。次がある保証など……もぐっ」


    「おい、梨乃！」


    　僕は慌てて梨乃の口を塞ぐ。


    　まさかいくみに続いて梨乃まで暴言とは……。


    「噓は言いすぎかもしれないが、まったく根拠がないではないか。なんの保証があってそんなことを言うのだ」


    　梨乃は飛びつかれて乱れた髪を整えながら、言葉を続ける。少しトーンダウンはしたものの、やはり持論を曲げていない。


    「ですから、現実の厳しさはもう十分に味わったわけですから、いまは優しい言葉がほしいタイミングだと思うんですよ」


    「それにしても、さっきのような言葉で人ははげまされるのだろうか」


    「たしかにありきたりですけど、ときにはありきたりな言葉も必要だと思うんです」


    　ふみはふみで譲らない。そしてそれはいくみも同じ。


    「そんな面倒なことはいいんだよ。背中をバシーンと叩いて、『フラれちゃったか、わははは！』で、いいんだよ」


    　梨り乃の、いくみ、ふみ、それぞれの主張が真っ向から対立している。しかし、お悩み相談コーナーとしてはなにかしらの結論を出さねばならない。


    「仕方ないな。これは全部やるしかないね」


    　いくみが[image: ]こぶしを振り上げながら、すっくと立ちあがる。


    「全部ってどうするの？」


    　僕にはまったくビジョンが見えないが、いくみは自信満々に答える。


    「だから、梨乃のもふみのも私のも全部混ぜる！　赤あか松まつはフラれた人やってよ」


    　いくみは僕の手を引っ張ると強引に立たせる。どうやら実際にやってみるつもりらしい。


    　こうなったら仕方がない。僕はいったん部室の入り口まで戻ると、肩を落とし、とぼとぼ歩き、いくみに話しかける。


    「……告白したけど……ダメだったよ。フラれちゃった」


    　いくみは力強く僕の背中を叩く。


    「ワハハハ、それはホルモンをなくしちゃってるぞ。いつかピッタリのヤツが見つかるよ。じゃあ、寝な！　おやすみー！」


    「雑だよ！　なんだよ、ぴったりのホルモンって！　焼き肉屋さんの話みたいになってるし」


    「わかんないけど、そうなんじゃない？　ぴったりのホルモン見つけな」


    　そもそもいくみは梨乃の意見を理解していなかった。


    　梨乃があきれながらも訂正しようとするが……。


    「いくみ、ホルモンとは食べ物のホルモンではない。体内で作用する生理活性物質の……」


    「そうだってさっ！　とにかくそれ食べて……、なんか食べ物の話してたら、おなか空いてきたね。なんか食べよう」


    「だから食べ物ではないのだ！」


    「だとしてもおなか空いた！　いいじゃん！　美お味いしいもの食べるのが一番元気が出るよ。フラれた人もそうしたらいいよ。とくにおごりで」


    　いくみはそう言うと、じっと僕を見つめる。


    「うむ……それは否定しない。特に甘いものがベストなのだ」


    「私も賛成です。相談者さんのために実践しないと」


    　三人の視線が僕に集中する。これはたまに訪れるという部費で奢おごらされるパターン！


    　僕は三人の圧力に早々と抵抗を諦あきらめたのだった。
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    相　談　32　 「パソコンが苦手」


    
      高校一年　ペルソナ

    


    


    


    　パソコンが苦手で使えません。将来絶対にパソコンを使わなければいけないと思うので不安です。どうしたらパソコンが使えるようになりますか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　いつも議論をしているちゃぶ台の上にはノートパソコンが一台。


    　新聞記事を作るためにいつも使用しているパソコンだ。


    　そしてその正面に座るのはいくみ。じっと閉じられたままのノートパソコンを見つめている。


    　いつになく緊張した面おも持もちである。


    　今回はパソコンについての悩み。それにお答えするべく、同じくパソコンが苦手ないくみに、パソコンが得意な梨乃が実際に教えてみることになったのだが……。


    「ＰＣに苦手も得意もない。必要に応じて使えばいいだけなのだ。まずＰＣを使ってなにがしたいのかを決めないと。プログラミングを行うのか、グラフィックデザインか、それとも……」


    「梨乃さん。パソコンが得意な人のそういう感じが、パソコンに苦手意識を抱いだかせるのです。もっと優しく、楽しく覚えられるようにしましょうよ」


    　梨乃がさっそくふみにたしなめられている。生徒役のいくみも不安だが、先生役の梨乃もまた不安だ。


    「それで……いくみはパソコンをどれくらい触ったことがあるのだ？」


    「こ、これくらいかな」


    　いくみはそう言うと、そっとノートパソコンの表面を撫なでまわす。……一往復、二往復。


    　明らかに梨乃の問いをはき違えている。


    　梨乃はさわさわとパソコンを撫で続けるいくみを見ながら、小さくため息をつく。


    「……ふむ。まったくゼロの状態と。まあ、別に難しく考える必要はない。いくみがいつも使っている携帯電話とさほど変わらないのだ」


    「でも、なんか、パソコンだと緊張するんだよね……壊しそうで」


    「万が一そうなったら、止めるから安心するのだ。慣れれば、どうということもない。まずはパソコンを立ち上げてみるのだ」


    　いくみは大きくうなずくと。深呼吸する。息を大きく吸って、吐く。


    　そしてパソコンをわしづかみにすると、バランスを取って、ちゃぶ台の上で縦にした。


    　ちょうど本が本棚にしまわれているような状態だ。


    「な、なにをやっているのだ？」


    「こ、こっちだったか！」


    　いくみは閉じられたノートパソコンを少し開くと三角屋根のようにして立てる。


    「そっちでもない！　物理的に立ててどうするのだ！　電源を入れるのだ！」


    「それならそう言ってよ！」


    「まあ、まあ、楽しく優しくですよ」


    　さっそく険悪になるふたり。慌あわててふみが割って入る。何度も「楽しく、優しく」と言い聞かせて、ふたりを落ち着かせる。


    「とにかくまずは電源を入れないと、教えることもできないのだ」


    　梨り乃のはノートパソコンを三角屋根状態から開いて、いくみのほうへと向ける。やっと通常の使用スタイルだ。


    　いくみは改めてノートパソコンと向き合う。まだ真っ黒のモニターを不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵かのように睨にらみつける。


    「ぬぅうう、多い、ボタンが多いよ。テストの四択でも間違えるのにぃ」


    　どうやらいくみは電源のボタンを探しているらしい。


    「いくみさん。数の多さに惑わされないでください。正解は意外なところにあるものです。正面だけでなく側面もよく見てください」


    　ふみがすかさず助け舟を出す。第二新聞部で使用しているノートパソコンの電源は左脇わきにある。もはやヒントというより正解を伝えているに等しい。


    　ノートパソコンを睨んだまま動かなかったいくみがついに手を伸ばす。ふみのヒントがいくみに勇気を与えたのだ！


    　いくみはノートパソコンを両手で持ち上げると上下左右様々な角度からチェックする。


    　そしてノートパソコンをくるりと回すと三角屋根のように立てた。


    「なぜ三角屋根スタイル！」


    　ことのなりゆきをじっと見守っていた僕も思わずツッコんでしまう。電源ボタンは何度もいくみの視界に入っていたはずなのだが……。


    「もう、やっぱり、私は無理なんだよ。一生パソコン使わないっ！」


    　パソコンは立ち上がっていないが、いくみが立ち上がった。パソコンの前から逃亡をしようとしている。


    　くるりと回れ右するいくみ、僕はいくみの手をつかんで止める。


    「大丈夫だから。落ち着いて。ここの電源ボタンを押せばいいだけだから」


    　三角屋根スタイルによって、電源ボタンは目の前、通常の置き方よりも見やすい位置だ。


    　いくみはそっと指を伸ばすと、電源ボタンを押す。


    　軽やかな起動音とともにノートパソコンが立ち上がる。まあ電源を入れたのだから当たり前なのだが……。しかしいくみにとっては当たり前のことではなかった。


    「うおおおおっ、やった！　パソコンできたよ！　相談者の人も頑張ればできるっ！」


    　両手で高々とガッツポーズし、喜びを爆発させている。残念ながらモニターは下を向いていてなにも見えないが……。しかしこの喜びようだと、指摘する気にもならない。


    　実際にパソコンの技術を習得できたかはさておき、諦あきらめなければできる、との気持ちだけでも伝えようと僕は思ったのだった。
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    相　談　33　 「演技をするのが苦手です」


    
      中学一年　あゆぅ

    


    


    


    　私は、クラスのお楽しみ会で、劇をやることになりました。


    　でも、私は人前で演技をするというのがとても苦手です。どうしても緊張してしまいます。


    　どうすれば恥ずかしがらずに演技ができるでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    「お芝居をすることになったら誰でも緊張しますよねえ。梨乃さんはどうですか？」


    　ふみがプリントアウトした相談を見ながらのんびりとした口調で言う。


    「緊張とは神経伝達物質の一種であるノルアドレナリンの値が上昇することによって起こる。いわば、人体が緊急事態に備えている状態なのだ。人前で演技をすることは非日常、その点では正常な反応といえる」


    　梨乃はすらすらと人間が緊張する仕組みを解説するが、これはある種の自己弁護でもあるのだろう。なにを隠そう梨乃はものすごく緊張するタイプなのだ。


    「もし梨乃ならどうする？」


    　やはりここは相談者の気持ちに近いであろう梨乃の意見から聞いてみることにする。梨乃なら独自の解決方法を考え出しているかもしれない。


    「緊張の仕組みを理解することから、対処を考えるのだ。ノルアドレナリンの値を下げなければいけない。そのためには深呼吸する、ストレッチをする。日光にあたりセロトニンの分ぶん泌ぴつを促うながす。このような対処が考えられる」


    　梨乃は矢継ぎ早に対応策を列挙する。これだけすらすらと出てくるということは、やっぱり日頃から気にしているのだろう。


    　そんな梨乃の話を聞きながらいくみは何度も首を傾かしげている。話が難しくて理解できないのだろう。


    「わかんないから、やってみてよ！」


    　いくみはそう言うと、梨乃の腕を引っ張って強引に立たせる。


    「な、なにを……？」


    「だから、その対策をして、実際にお芝居やってみてよ。なんでもいいから」


    　ぐいぐい背中を押して、部室の一番奥に立たせる。


    　急きゆう遽きよお芝居をするということで、演目は誰でも知っている桃太郎に決まる。梨乃は桃太郎、ふみが相手役として犬を演じることに。


    　梨乃は慌あわてて窓際で日光を浴び、ストレッチをし、深呼吸を繰り返す。しかしその表情はすでにこわばっている。別に大勢の前でお芝居をするわけではないのだが、梨乃にはそれでもプレッシャーになるようだ。


    　一応、小道具として、キビ団だん子ごの代わりにコンビニの袋にいれたいくみの駄菓子たちが手渡され、お芝居がはじまる。


    「桃太郎さん桃太郎さん、お腰につけたキビ団子をひとつくれませんか、ワンッ」


    　ふみが語尾にワンをつけて話しはじめる。かわいい……、こっちに集中力を持っていかれそうになるが、今回はそれが目的ではない。梨り乃のの緊張対策だ。


    「こ、ここ、これ、これから……ぃ……ぁ……ぅ」


    「くれるのかなワン？　くれないのかなワン？」


    「……ぉ……ぃ………ぇ……だ」


    　桃太郎声小さい！　なにを言っているのかまったく聞き取れない。ここまで小声だと桃から生まれたことより、小声でキャラが立ってしまっている小声太郎だ！


    「桃太郎さん？　聞こえないワン。なんと言ったのかな？」


    「………………」


    　梨乃は無言でコンビニの袋をふみに押しつけた！　全部あげちゃうのか！　猿さるとキジの分はどうなるんだ？


    　袋を犬に託し、顔を両手で覆ってしゃがみこんでしまう小声太郎。こうして小声太郎の冒険は鬼を退治することなく終了した。


    　ショックなのか、なかなか顔を上げられない梨乃。


    　そんな梨乃の肩をいくみがそっと抱く。


    「梨乃は真ま面じ目めすぎるんだよ。サッカーとかでもそうなんだけどさ。うまく決めようと思いすぎてもシュートは外れるし、失敗したくないって思いすぎてもやっぱり失敗しちゃうんだよね。ちゃんとやろうと思っちゃだめなの。うまい下へ手たは気にせずに楽しむのが一番だよ」


    　なかなか説得力があるアドバイス。たしかに梨乃の真面目な性格が緊張の原因なのかもしれない。


    　いくみは梨乃の肩を何度か叩くと、ふみからコンビニの袋を受け取る。


    　どうやら自みずからやってみせるつもりらしいが……。


    「あー、私は桃太郎だなー。いまから鬼退治に行くなー。鬼を倒すの楽しみだなー」


    　リラックスしているのはいいのだが、コントの冒頭みたいな台詞せりふが加わっている。


    「桃太郎さん桃太郎さん、お腰につけたキビ団だん子ごをひとつくれませんか、ワンッ」


    「いいよ。団子じゃないけど」


    　いくみはコンビニの袋からうまい棒を一本取り出すとふみに手渡す。


    「あの？　条件はないのかなワン？」


    「いいよ。とっときなよ」


    「そうじゃなくて、条件を言ってくれないと、続きが……」


    「なんだっけ。とりあえずお菓子食べよう」


    　いくみは適当太郎だった！　適当太郎はうまい棒の包装をむき、自ら食べはじめてしまう。適当太郎はまったくお芝居の展開など気にせず、うまい棒を食べ続ける。


    　小声太郎よりは適当太郎のほうがマシなのだろうが、おそらく両方とも鬼を退治することはできないだろうと僕は思ったのだった。
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    相　談　34　 「演劇部に部員を勧誘したい」


    
      匿とく名めい希望

    


    


    


    　僕は高校で演劇部の部長をやっているのですが、男子部員が入ってくれず逆紅こう一いつ点てんな状況です。


    　新入生（特に男子！）が入ってくれそうな演劇部の勧誘方法を教えてください！

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は演劇部に男子生徒がいないとのお悩み。たしかに男子生徒がたったひとりでは、やれるお芝居も限定されてしまうだろう……。


    「演劇部ってどこでも女子が多いイメージですよね。なぜでしょうか？」


    　ふみが逆に僕に質問をしてくる。


    　おそらく僕を男子生徒代表として聞いているのだろう。


    「うーん。たぶん、男子は演劇に興味ないわけじゃないと思うんだよ。やりたい人もいるだろうけど、中高の年齢だと、男子は照れちゃうんじゃないかな？」


    　僕は演劇経験があるわけではないので、あくまで推測なのだが。友達の前で演技をしているところを見せるのはなんだか照れくさい気がする。


    「女子だって、急にお芝居をするとなったら照れるのだ」


    　そう反論したのは梨乃だった。梨乃はちょっとしたことでも、すぐに照れてしまう恥ずかしがり屋さん、照れ系女子（いま名づけた）なのだ。


    「それとはちょっと違うんだよね。フィギュアスケートやクラシックバレエに男子が少ないのに似ている気がするんだよ。なんとなく男らしくないところを見られてしまった、みたいな？」


    「いまの時代に男らしくないもないと思うのだが……」


    「僕に言われても……。たぶん、そうじゃないかな？　って思っただけで。『お前なに部に入るの？　俺、サッカー部』って言われたときに、ちょっと引け目があるんじゃないかな？　『やばい、本当は演劇したいけど、サッカーにしとこうかな』的な？」


    「それでは勧誘のときに、その引け目を払ふつ拭しよくしてあげればいいわけですね」


    　ふみが大きくうなずきながら言う。どうやら、この揺れる男心を理解してくれたみたいだ。


    　この引け目さえなくすことができれば、演劇部に入部してくれると思うのだが……。


    「それは無理だね。サッカーおもしろいからね」


    　それを即座に否定するいくみ。


    「なぜ敵の味方をするのですかっ！」


    「サッカーは敵じゃないよ。ボールは友達だよ」


    「いまは演劇部の部員を増やす方法について考えているのですから……。『念のためサッカー部にしておこうかな』という気持ちをなくす方法を、いくみさんも考えてください」


    　ふみが僕の気持ちを代弁してくれるが、いくみの表情は険けわしい。


    「……うーん。念のためサッカー部にしたらいいと思う」


    　いくみ……相談の趣旨を考えてもらいたい。


    「ならば、科学部もおもしろい上に役に立つのだ」


    　梨り乃のまで！　科学部は今回、まだ登場すらしてない。話がややこしくなるだけだ。


    「ほかの部活もいいのはわかってますから。とにかく今回は演劇部です。男心を揺さぶる勧誘の言葉を考えましょうよ」


    　真ま面じ目めなふみが話を本筋に戻してくれる、


    　いくみは腕組みして、うんうん唸うなりはじめた。一応は考えてくれているようだが……。


    「うーん。『サッカーもできるよっ！　演技でだけど』とかかなあ」


    「サッカーのことは忘れてください。梨乃さんはどうですか？」


    　ふみが僕に代わってツッコんでくれる。


    「うむむ……。『演技力を磨けば、人をだませるようになる』など、どうだろう？」


    「悪用を前提としないでください！」


    「ならば、ふみならなんと言うのだ？」


    「そうですね……、『恥ずかしがらなくて、大丈夫ですよ』とか」


    「なんだか、インパクトに欠けるのだ」


    　梨乃が自分の案を却きやつ下かされた仕返しとばかりに言う。


    「たしかに、その点は……。でもイメージとしてはそういうことなのです」


    　ふみはあくまで趣旨を説明しただけだと言いたいらしい。


    　それを踏まえて、いくみの手が挙がる。


    『恥ずかしがらなくても大丈夫！　人はそれほど君のことを見てないよ』ならどう？」


    「人が見てないのなら、演劇として大失敗ではないか！」


    　梨乃があきれながら言う。


    「だってさぁ、そもそも男子の気持ちがよくわかんないんだよ。仕方ないじゃん。……そうだ。たまには赤あか松まつが考えてよ。演劇部に入りたくなるようなヤツ。男子代表として」


    　梨乃、ふみもいくみの言葉にうなずく。これは理系、文系、体育会系の三人が答えるコーナー。いつもは仕切り役に徹している僕だが、たまには自分で回答してみるか……。


    　実はアイディアがないわけでもない。揺れる男子生徒を最後のひと押しできる必殺の台詞せりふが……。みんなの視線が集まるなか、僕はその必殺の勧誘台詞を発表する。


    「意外とモテるよ」


    「そんな単純なの!?」


    　いくみがすてーんとずっこけた。


    「そりゃ、基本そうだよ。これが効かない男子はいないよ」


    　演劇部は女子が多い環境。そうなれば、当然少数派である男子生徒がモテる確率は上がる。そしてモテると言われて、心が揺れない男子はめったにいないのだ。


    　そう説明すべく、僕は熱弁を振るう。しかし、熱弁を振るえば、振るうほど、三人の僕を見る目は冷ややかになっていくのであった。
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    相　談　35　 「かわいがられる後輩になりたい」


    
      中学二年　藤ふじ井い咲さ祈き

    


    


    


    　私はある先輩と仲良くさせていただいています。


    　その先輩はあと一年で引退されるので、いままで以上に仲良くなって可愛がってもらえるような後輩になりたいです。


    　どうすればそんな後輩になれますか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回はかわいがられる後輩になりたいとの相談。


    　これはやはり体育会系のいくみから聞いてみるべきだろう。


    「いくみはどんな後輩だったらかわいがりたい？」


    「頑張ったら、ご褒ほう美びにお菓子買ってくれる後輩！」


    　いくみがまっすぐに鞄かばんへ手を伸ばすと、僕の質問に即答する。


    「それって先輩がすることじゃないですか？」


    　ふみはいぶかしげな表情を浮かべているが、いくみはちっとも気にしない。


    　早速、うまい棒の袋をむくと、ほおぼりはじめる。


    「後輩からだって、いいと思うけどね。大事なのはお菓子が食べれることだから」


    　……これはただお菓子が食べたいだけの人の意見だ。


    　しかしこんな適当ないくみだが、実際に先輩後輩問わず慕したわれていることも事実。その秘ひ訣けつを知ることができればいいのだが。


    「逆に先輩に好かれるコツってある？」


    「コツかあ……お菓子をねだることかな」


    　後輩にも先輩にももらう側なのか。いくみの周りにお菓子が集まる謎なぞのシステムだ。


    「ふざけてないで、もうちょっと真ま面じ目めに答えたらどうなのだ」


    　梨乃があきれ顔でいくみに苦言を呈するが、いくみは心外そうな顔で反論する。


    「ぜんぜん真面目だよ！　お菓子をねだっちゃうくらいのほうが、かわいいんだって！　実際、中学のときの先輩とかも、みんなかわいがってくれたよ。『まったく、おねだり上手だな』『かわいいヤツめ』『このお菓子泥棒！』って」


    「最後の人は普通に嫌っているのではないか？」


    　梨乃は最後の台詞せりふを聞き逃のがさない。


    「そんなことないの。なんでも言い合える関係なの！」


    　抗議しながらも、リスのように小刻みにうまい棒をかじり続けるいくみ。とにかく、いくみのやり方は先輩にも遠慮せずにどんどんフランクに接するスタイルのようだ。


    「いくみさんのようなやり方もあるのかもしれませんが、リスクが大きくないですか？　人によっては嫌われてしまうかもしれません」


    「じゃあ、ふみならどうするのさ？　どうやって先輩に気に入られる？」


    「そうですね……。気遣いの細やかさをアピールするとか。たとえば、先輩の誕生日や記念日を覚えておいて、ちょっとしたプレゼントなど……」


    　ふみの意見が相当いいアイディアに思えたようで、いくみはぱちんと自分の膝ひざを打つ。


    「なるほど、誕生日にお菓子をもらうんだね」


    「なぜ先輩の誕生日にいくみさんがもらうのです！　渡すほうです。プレゼントが安いものでも、誕生日を覚えていてくれただけで嬉しいでしょうし」


    「えー、あげるほうかー。ちょっとなー」


    　いくみは渋い顔。急激にいいアイディアだと思えなくなったようだ。


    「梨り乃のはどうかな？　なにかアイディアある？」


    　僕は最後に残った梨乃にも意見を聞いてみる。


    「私は……その……先輩に好かれるタイプではなかったのだ。仲のよい先輩はひとりも……」


    　話しながら、梨乃の表情がどんどん曇っていく。


    　自分のこれまでの歴史を振り返って、悲しくなってしまったらしい。


    「大丈夫ですよ。これからできますよ」


    　ふみは優しく声をかけるが、梨乃はしょぼくれたまま。


    「やはり先輩の知識の間違いを正してはいけないのだろうか……。先輩が血液型占いの話をしていても否定してはいけないのだろうか……。先輩のジョークがおもしろくなくても、真顔のままではいけないのだろうか……」


    　自分に話しかけるかのように、ブツブツと呟つぶやく梨乃。聞いているだけでも、いけないことしかしていない。


    「大丈夫っ！　そんな梨乃でもかわいがられる方法を、私が考えてあげるからねっ！」


    　いくみは梨乃の背中をバシンと叩いて、元気づける。


    　そんな方法があればいいのだが……。


    　いくみは目を閉じ腕組みして考えはじめる。その姿をじっと見守るふみと梨乃。


    　考えること数分。大きく息を吐き出すと、いくみが目を開く。


    　はたしていくみが導き出した結論とは……。


    「かわいがられたいよー！　って、直接言う！」


    　晴れ晴れとした表情のいくみ。しかし、いくみを見つめる梨乃の目は冷ややかだ。


    「すごいアイディアを期待していたのだが……」


    「すごいアイディアだよ！　『かわいがられたい』って言われたら嬉しいでしょ！　正直に言っちゃうのが、一番だよ。なにかの卵だよ」


    「……コロンブスの卵と言いたいのか？」


    「そう！　そのコックさん！」


    「コロンブスはコックさんではないのだ」


    　いくみは梨乃のツッコミを聞いていない。なにかの卵的発想を自分で気に入ったようで、自分へのご褒ほう美びとしてもう一本、うまい棒をほおぼるのであった。
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    相　談　36　 「共通の話題がない」


    
      中学三年　かず

    


    


    


    　仲良くなりたい女子がいるのですが、共通の話題がまったくありません。どうすればいいでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は共通の話題がないとのお悩み。男子から女子に話しかけるとなれば、盛り上がる共通の話があれば心強い。なにもないとなると、さぞ大変なことだろう。


    「諦あきらめちゃダメ。諦めたら、そこで試合終了だよ！」


    　いくみが力強く[image: ]こぶしを振るいながら、言う。


    「誰も諦めるとは言ってないんだけど……、ただ共通の話題がないってだけで」


    　僕は一応、訂正するが、いくみのテンションは上がったまま。


    「あるっ！　探せばあるよ」


    「そう言われてもね。ないって相談なんだから」


    「それが諦めてるってことだよ。頑張って探さないと！　探し続けるんだっ！　世界の果てまでっ！」


    　立ち上がり[image: ]を高々と掲げるいくみ。いまにも話題を探す冒険に旅立ちそうな勢いだ。


    　もちろん世界の果てに共通の話題などないのだが……。


    「もし見つかったとしても、そんな無理やりに見つけた共通の話題では盛り上がらないと思うんです。たとえば同じ消しゴムを使っていることがわかったとしても、『同じだね』で終わってしまいますし」


    　いくみの姿を苦笑しつつも見守っていたふみ。ついに見かねたのか、たしなめるようなトーンで反論する。


    「……うーん。じゃあ、どうしたらいいのさ？」


    「私は共通の話題がなくても、丁てい寧ねいに話せば、楽しくお話しできると思うんです。自分の興味があることをちゃんと順を追ってわかるように話すのです。そうすればきっと大丈夫です」


    　そう話しながら、ふみは目を輝かせている。文系のふみはもしかしたら言葉の力を信じているのかもしれない。


    　しかし、いくみは納得がいかないのか、ふみの話を聞きながら首を傾かしげたまま。


    「じゃあ、私と梨乃でも？」


    　体育会系のいくみと理系の梨乃は共通の話題がゼロである。


    　いつもお互いの話がわからないと言い合っているのだ。


    「いつもふたりを見ていて思うのですが、ふたりとも説明不足です。前提としている知識が違うのですから、優しく丁寧に説明しないといけません」


    　ふみはそう言うと、梨乃の手を引き、いくみと向かい合わせに座らせる。


    「いま、やってみるということなのか？」


    　梨乃の問いに大きくうなずくふみ。そして「説明を丁寧に」と念押しをする。


    　こうして、共通の話題がゼロのふたりの会話がはじまった……。


    「なんかおもしろいことあった？」


    　いくみの非常に雑なフリ、梨り乃のはしばらく考えたのちに話しはじめる。


    「ふむ……細菌に関して調べていたのだが、実におもしろかったのだ。正確にはバクテリアだけではなくアーキアも含むのだが、アーキアを利用して、二酸化炭素からメタンを生せい成せいしたり、シアノバクテリアの一種であるアナベナを利用して水素を作る試みなど……」


    　梨乃のおもしろいことは容よう赦しやなかった。


    　乱れ飛ぶ専門用語の嵐、その嵐から身を守るかのように、いくみが頭を抱えている。これはいくみでなくても、こんなリアクションになってしまうだろう。


    「梨乃さん、丁てい寧ねいに。ちゃんと説明をしてください」


    　ふみが梨乃にそっとささやきかける。


    「うむ……。シアノバクテリアとは葉よう緑りよく素そを持ち、光合成ができるバクテリアなのだ。シアノバクテリアのなかのアナベナは周囲の環境に窒ちつ素そが不足すると、窒素固定細菌になるのだが……。そ、そうか。丁寧に。窒素固定とは大気中の窒素をアンモニアに変えることで、これにはニトロゲナーゼという酵こう素そが……」


    「丁寧なバージョンもわかんないよ！　もうやめてよ。頭が痛いよ！　苦しいよー！」


    　いくみは部室の畳の上をごろごろと転げ回っている。


    　梨乃の会話がなにかしらの呪文だったんじゃないのかと思わせるほどの苦しみっぷりだ。


    「どこがわからないのだ？　丁寧に話すから」


    　その様子を見て梨乃が優しく声をかけるが……。


    「全部わかんないよー！　シアノなんとかもアーなんとかも、梨りなんとかも」


    　梨なんとかは梨乃だ！　あまりにわからなすぎて、梨乃の存在すら見失ってしまっている。


    　残念ながら説明すればするほどわからなくなってしまうようだ。


    「逆に、わかりやすくまとめてあげたら？」


    　僕の助け舟に梨乃は小さくうなずき返す。


    「とにかく細菌を利用して人類はエネルギー問題を解決できるかもしれないのだ」


    「まだ、難しいよっ！」


    「細菌で人類が幸せになる」


    「……それならわかる」


    　ようやくいくみが自分の頭から手を放す。


    「不満はあるが、とにかくそういうことなのだ」


    「よかったね。人類」


    「……よ、よかったのだ」


    　いくみの晴れやかな笑顔。しかし梨乃は釈然としない様子なのであった。
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    相　談　37　 「先輩扱いしてくれません」


    
      中学二年　書しよ記きの胡こ椒しよう

    


    


    


    　私は吹奏楽部に所属していますが、今年入ってきた後輩の一部が私のことを先輩扱いしてくれません。この間は頭を撫なでられたりいきなり後ろから抱き付かれたりしました。完全に舐なめられてます（泣）。どうすればこの状況に終止符が打てますか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は先輩扱いされないとの相談。相談を読んでいるとなんだか楽しそうにも思えるのだが……。


    「文面からは好かれているように感じるのだ。別にいいのではないか」


    　梨乃も相談の内容から楽しそうな雰囲気を感じ取ったらしい。


    「先輩なんて頭撫なでられるくらいでちょうどいいんだよ」


    　いくみも大きくうなずき、梨乃に賛意を示している。……頭を撫でられるのがちょうどいいかは大いに疑問ではあるが。いくみは先輩の頭を撫でちゃうタイプ。もしかしたら自己弁護の意味もあるのかもしれない。


    「そうは言っても、本人が嫌なのですから。やはり先輩らしい威厳もほしいのではないでしょうか？　相談に答えるのがコーナーの趣旨ですし」


    　ふみは相変わらず真ま面じ目めだ。


    「威厳かー。そんなの意識したことなかったなあ。うーん」


    　いくみはふみの言葉を受けて、一応考えてはいるようだが、なかなかアイディアは出ない。


    　ふみはそんないくみを見つめながら、なにやら自信ありげな表情。


    「こんなときは歴史に学ぶべきなのです」


    　ふみはそう断言した。


    　そんなふみを見つめる梨乃といくみの視線は警戒心たっぷり。


    　なにを警戒しているのか僕には理解できる。ふたりが警戒しているのは話の長さだ。内容はさておき、ふみの歴史の話はとにかく長いのだ。


    「手短にね」


    　僕はあらかじめ釘くぎを刺してから、ふみの歴史話を聞くことにする。


    「孫そん子しの兵へい法ほうの作者として知られる孫そん武ぶのエピソードが参考になると思うのです。孫武が呉ごの国に仕えることになったときのことです。呉の王は孫武が著作では立派で実戦でも軍を率いることができるか疑問に思いました。そこで孫武を試すために、宮中の姫たちを武装させ、練兵を行わせたのです。しかし姫たちは孫武の指示に従いません。『右を向け』と言っても、『左を向け』と言っても、クスクス笑うばかり。そこで孫武はどうしたか……。隊長をしていた、王がもっともかわいがっていた姫を斬ざん首しゆしようとしたのです。王が慌あわてて止めても、孫武は聞き入れず、処刑しました。次に孫武が姫たちに命令を出すと、従わない者はいなかったのです。そして、ここからはエピローグなのですが……」


    「そしてはやめよう！　エピローグはいらないから」


    　僕は慌ててふみの話を終了させる。すでにいくみは睡魔に襲われ、頭がぐらぐらと揺れている。けっこうグロい話なのに、これで眠くなるとは、さすがいくみ。


    「いくみさん。話はわかりましたか？」


    　ふみは頭がぐらぐらのいくみに気がつき、声をかける。


    「なんとかね……。要するに、右を向かない後輩がいたら、首を切り落とせってことでしょ？」


    「違います！　なんですかその極端なまとめ方は！」


    「かわいい姫は殺せってこと？」


    「違います。これは部活の悩みですよ。吹奏楽部で殺人はダメです」


    「命令を聞かない後輩のオーボエをへし折る？」


    「それもダメですっ！」


    　ふみが顔を真っ赤にして抗議しているが、いくみは平然としている。


    「じゃあ、なんなのさ？」


    「厳しく叱るくらいでいいのです。後輩のなかで一番目立つ生徒を狙って、一度、厳しく接するのです。そうすれば、威厳を取り戻せることでしょう」


    　ふみは自みずからの威厳を示すかのように、姿勢を正し、胸を張る。


    「ふむ……。わかるのだが、かえって嫌われてしまう可能性はないだろうか」


    　梨り乃のはしばらく考えたのち、そう発言する。先輩後輩の関係をあまり重視しない梨乃からすると、先輩の威厳に価値を感じないのかもしれない。


    「梨乃さん。そこは信しん賞しよう必ひつ罰ばつです。叱るべきときは叱り、褒ほめるときはちゃんと褒める。そうすれば、嫌われることはないのです。三国志の世界で信賞必罰を実行した人といえば、曹そう操そうです。曹操はああ見えて、大変な褒め上手でした。荀じゆん彧いくが袁えん紹しようを見限り、自分のもとへと来たときは……」


    「歴史の話はやめるのだ！　ああ見えて、と言われても、私は曹操をどうも見ていない！」


    　一回目が短くて物足りなかったのか、隙すきありとばかりに、歴史エピソードを放り込もうとするふみ。梨乃ですら悲鳴を上げている。


    「いいじゃないですか、もうちょっと歴史の話をさせてください。泣いて馬ば謖しよくを切る話を」


    「そんな乱暴な泣き虫の話は知らないのだ！　それが相談となんの関係があるのだ？」


    「相談とは関係はないですけど、三国志の関係です」


    「事実上、無関係ではないか！」


    　ふみは梨乃の袖そでを引っ張って、三国志トークをねだっている。


    　中途半端で止めたのがよくなかったのか、歴史トークがしたい欲求に火がついてしまったようだ。なおも梨乃の袖をひっぱり続けるふみ。


    　その姿からは、自分が必要だと主張する威厳は感じられないのであった。
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    相　談　38　 「飽きっぽい性格」


    
      中学二年　りんごほっぺ

    


    


    


    　私は飽きっぽい性格で勉強も趣味もなにをやっても続きません！　続けられる方法ってありますか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は飽きっぽいとの相談。


    「うーん。私も飽きずに勉強できるようになりたいんだけどね。どうしても飽きちゃうんだよね。十五分が限界だなー」


    　いくみは実に難問だと言わんばかりに、首を何度も横に振る。


    　それにしても、十五分が限界って……、それは飽きたのではなく、最初からやる気がないだけの気がするけど。


    「梨乃はどうやって飽きずに勉強しているの？」


    　僕はもっとも勉強に対して持久力のある梨乃に話を振ってみることにする。


    「私はただ興味があるから、意識せずとも自然に……。そもそも飽きっぽいのもいわば個性なのだ。いろんな人間がいてこそ多様性が保たれ、様々な環境に対応できるのだ。人類全体のことを考えれば両方必要なのだ」


    「私も人類に必要なの？」


    　いくみの問いに梨乃は静かにうなずく。


    「もし文明が滅ほろびたら、いくみのような人間が活躍するのだろう」


    「そっか、滅びないかなー、文明」


    　たしかに原始時代のような暮らしならいくみは大活躍だろうけど……。文明が滅びることを願われても……。


    　とにかく梨乃は飽きっぽい性格も役に立つことがあるとの意見。


    「それで、飽きっぽい人はどう活躍するのですか？　人類の多様性のために必要と言われても、相談者さんは困ってしまうのではないでしょうか？」


    　ふみが梨乃に尋ねる。


    　たしかに相談者さんは人類全体のために生きているわけではない。


    「ふむ、おそらく飽きっぽいがゆえに、様々な広く浅い知識を持つことになるだろう。専門家だけでなく、そういった人材が必要になることもあるのではないか……」


    「それで相談者さんが、納得してくれるといいのですが……」


    　そこまで話したふみが急にパチンと手を合わせる。


    「そうだ。飽きっぽい人が大活躍するようなお話を作って元気づけるのです」


    　嫌な予感、これは話が長くなるパターンでは。しかしすでにふみは話をはじめてしまった。


    



    　飽きっぽい太郎


    　むかし、むかし、あるところに飽きっぽいお爺じいさんと飽きっぽいお婆ばあさんがおりました。


    　お爺じいさんは山へ柴しば刈りに、お婆ばあさんは川へ洗せん濯たくに行く予定でしたが、飽きっぽいので、今日は家でダラダラしようということになりました。


    　川に大きな桃が流れていることなど、ふたりは知らないのでした。めでたし、めでたし。


    



    「飽きっぽい太郎が登場しないではないか！」


    　早速、梨り乃のにツッコまれてしまう。


    「すみません。やはり、お婆さんは川へ洗濯に行ったことにします」


    　ふみはそう言うと、飽きっぽい太郎の物語を再開させる。


    



    「洗濯はやっぱりしておこう」


    　お婆さんは思い直して川に出かけます。すると川上から大きな桃がどんぶらこ、どんぶらこ、と流れてきます。


    　お婆さんはその桃を家に持って帰ることにしました。しかし、家まではかなりの距離、お婆さんは飽きてしまいました。お婆さんは桃を道端に放置しましたとさ。めでたし、めでたし。


    



    「終わっちゃったじゃん！　なんの話なのさっ！」


    　いくみにまでツッコまれてしまうふみ。


    「その、お婆さんの性格を考えると、こうするほうがリアリティーがあると思いまして。今度はちゃんと飽きっぽい太郎を登場させますから」


    



    　お婆さんは桃を家に持って帰り、切ってみると中から、元気で飽きっぽそうな赤ちゃんが。ふたりは飽きっぽい太郎と名づけます。飽きっぽい太郎はすくすくと飽きっぽく成長しました。


    「お婆さん、僕は悪さをしている鬼を退治しに行こうと思います」


    「飽きっぽい太郎、この前、亀を助けると言ってなかったかい？」


    「それはもういいです。時代は鬼です」


    　飽きっぽい太郎はキビ団だん子ごを持って鬼退治の旅に出かけます。飽きっぽい太郎はキビ団子で動物を手て懐なずけ、お供にするのですが、どうにも続きません。犬と猿さるとキジ、犬とキジと猫、猫とキジとボラ。猫と猫と猫。加入と脱退を繰り返し、メンバー編成が落ち着きません。


    　その頃、鬼は鬼で悪さに飽き、平和が訪れました。めでたし、めでたし。


    



    「その……、リアリティーのある行動を重視したら……なぜかこんなことに」


    　もはやふたりともツッコもうとしない。ただ白い目でふみを見つめている。


    　こうして、ふみの考えた[image: ]作童話、飽きっぽい太郎は大不評にて完結したのだった。

  


  [image: ]


  
    相　談　39　 「腐ふ女じよ子しです」


    
      中学一年　夏なつ蜜み柑かん

    


    


    


    　自分は俗に言う腐女子なるものです。しかし、恥ずかしくクラスでも隠しています。家族にもばれないようにしています。ですが、最近は隠すことに限界を感じはじめています。そこで、思いきって伝えようと思います。しかし、引かれてほしくはありません。どうやって、伝えたらいいでしょうか？　意見を聞かせてください。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は腐ふ女じよ子しの方からの相談。


    「ねえ、腐女子ってなに？」


    　いくみがふみに尋ねる。


    「それは……その、男性同士の恋愛についての本や漫画が好きな人のことです」


    　ふみは少し顔を赤らめながら答える。ややマイルドな表現ではあるが、まあそういうことだ。


    「個人の趣味なのだから、堂々としていればいいのだ。もしなにか嫌なことを言ってくる人がいるとすれば、そんな人とはつきあわなければいい」


    　梨乃は堂々と答える。梨乃は性格的に他人にどう思われるかまったく気にしないタイプなのだ。


    「究極的にはそうなんだけど、無駄に人をはねつける必要もないし、もしうまくわかりあえるなら、そのほうがいいと思うんだけど」


    　僕は苦笑しながら言う。他人にどう思われるかなど気にしない、その強い気持ちは尊敬できるが、結果的に梨乃はクラスで友達がほとんどいないのだ。


    　こんなときに頼れるのはふみだろうか……。


    「こういったケースではやはり表現が大切になると思うのです」


    　ふみは自信ありげに小さくうなずくと言葉を続ける。


    「同じことを伝えるにしても、ちょっと言葉を足してあげるだけで随分と印象が変わると思うのです。たとえば〝宿題できませんでした〟、よりは〝風邪気味で、宿題できませんでした〟のほうが印象がいいですよね」


    「風邪気味で腐女子になりました！」


    「いくみさん！　腐女子は風邪の症状ではありません！　なぜそのまま使うのですか！」


    「じゃあ、腐女子の場合はどうするのさ？」


    「そうですね……。たとえば〝私、腐女子なんだよね。いい意味で〟などはどうでしょう？」


    「いい意味とはなんなのだ？」


    　梨乃はまったく納得がいってない表情。小さく首をひねっている。


    「正直、よくわからないですが、腐女子さんのいい面を強調しようと……。じゃあこれではどうでしょう？　〝私、腐女子なんだよね。時と場合によっては〟」


    「どういうことなのだ？　雨の日は腐女子だったりと天候にでも左右されるのか？」


    　ますます怪け訝げんな表情を浮かべる梨乃。


    「腐女子である側面もありますが、そうではない側面もあるわけですから、いつもどおり接してほしい、そんなメッセージを込めているのですが……。では〝私、腐女子なんだよね。世界に通用するタイプの〟ではどうでしょう？」


    「ただの噓うそなのではないか？」


    　梨り乃のはさらに深く首を傾かしげる。


    「いまや、腐ふ女じよ子しはひとつの文化なのです。そして腐女子を含む、オタクカルチャーは世界に通用するのです。そんな意味を込めて」


    　意図はわかるのだが、あまりに変化球すぎる。


    　やはり急に聞かれても難しいのかもしれない。


    　こうなってくると残っているのはいくみ。いくみは誰とでも仲良くできて、友達がたくさんいるタイプだ。


    「いくみならどうする？」


    　僕の問いに少し考えると、突如として立ち上がる。


    「実は私、腐女子なんだよねー」


    　いくみはそう言うと、僕に向かって、すっとうまい棒を差し出す。


    「えっ、なにこれ？」


    「なにって、もちろん賄わい賂ろだよ。賄賂をくれる人に悪い人はいないよ」


    「賄賂をくれる人は悪い人だから！」


    　僕はいくみの倫理観が不安になる。それに駄菓子をもらったくらいで、印象が変わる人もいないだろうに……。


    　しかし、いくみはそんなことお構いなしに今度は梨乃に向かって、「実は私、腐女子なんだよねー」と宣言すると、うまい棒を手渡す。続いてふみにも同じことを繰り返す。


    　いくみの作戦はまったく無意味なものに思えたのだが……。


    「ふむ、意外と悪い気はしないのだ」


    　梨乃がうまい棒をじっと見つめながら言う。


    「たしかに。なんだかミステリアスですし、秘密を共有できた気がして楽しいです」


    　ふみも梨乃に同意する。


    「でしょ、でしょ。これが駄菓子のパワーだよ！」


    　誇らしげに胸を張るいくみ。


    「それに賄賂もプレゼントと表現を変えれば、問題のないものになりますし、または〝例のブツ〟と表現すればよりミステリアスに……」


    　ふみのアイディアをいくみはさっそく取り入れる。


    「例のブツだよ。世界に通用するタイプの。それから私、実は腐女子なんだよねー」


    　僕に向かって改めてうまい棒を差し出すいくみ。


    　もはやいろんな要素がつめこまれすぎていて、腐女子であるかどうかはあまり気にならなくなってしまっているのであった。
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    相　談　40　 「文系の部活について」


    
      中学一年　みあ

    


    


    


    　私はいま文系の部活に入っているんですが、友達に高校の面接とかに不利だよと言われてしまい、そして最近太ったことも指摘されました……。


    　でも、いまの部活には親友もいて先輩も優しいので辞めたくないです……。


    　どうすればいいのでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回は文系の部活についてのお悩み。


    「やった、体育会系の勝ちだ！」


    　いくみがなぜか高々と[image: ]こぶしを掲げて、勝利宣言する。


    「別に勝ち負けはありませんし、文系には文系のよさがあるはずです！　なぜ文系の部活だと面接に不利になるのですかっ！」


    　ふみは珍しくムキになって反論する。やはり文系のひとりとしてショックなのだろう。


    「まあまあ。でも、なんとなく体育会系の部活やってる人は、根性があって、礼儀正しく、コミュニケーション能力があるってイメージあるよね」


    　僕はふみをなだめつつ、文系が不利になる僕なりの予想を述べる。体育会系が就職活動などでも有利だという話は聞いたことがある。あくまで一般論だとは思うが……。


    「じゃあ文系のイメージはどうなのですか？」


    「弱っちい！」


    　僕が答える前にいくみが即答する。


    「そんなっ！　文系だからって根性がないわけではありません。たとえば小説を一冊書き上げるにしても、すごい忍耐力と根性が必要なのです。体育会系にだって負けません」


    「イメージだよ。あと、素早くない」


    　いくみはまったく悪びれていない。


    「素早さは面接で評価されるポイントではありません！」


    「だから、イメージ。文系は弱いし、素早くないイメージなのっ！」


    　久しぶりに体育会系有利の話題とあってか、強気ないくみ。


    「理系はどうなのだ？」


    　梨乃がなにげなく尋ねる。


    「理系は眼鏡めがね！」


    　またしても即答するいくみ。


    「ものすごく雑なのだ！」


    「あと、全然、素早くない！　文系より素早くない」


    「別に素早くなくとも構わない！　ならば体育会系はどこへ移動するのも駆け足で移動するべきなのだ！」


    　なんだか議論というより、ただの口喧げん嘩かになってしまった。


    　ここはいったん落ち着いてもらわないと。


    「イメージはわかったから、相談者さんはどうするべきだと思う？」


    　僕は話を本来の方向へと戻す。


    「私はこのまま文系の部活を続けるべきだと思います！」


    　ふみの言葉がいつになく力強い。


    「でも、面接で素早くないなあ、って思われちゃうよ？」


    　いくみの言葉に大きく首を横に振るふみ。


    「そんな面接官はいません！　万が一不利になったとしても、部活は面接のためにするのではないのです。自分の好きなことに打ち込んだ経験は絶対に財産になるはずです！」


    　ふみの意見は実にまっとうで反論の余地もないように思えたが……。


    「文系は太っちゃうってさ」


    　いくみが再度、プリントアウトした相談を読み直しながら言う。


    「うっ……、それは……、やはり学生時代は運動をしたほうがいいのでしょうか」


    　なぜかこのタイミングでトーンダウン！


    　そういえば以前、ダイエットに関する相談をもらったときに、ふみもダイエットをしようとしていたような……。


    「ふみ、説得力のある意見だったではないか、なぜここで考えを変えるのだ？」


    　同じくいくみに素早くないと評された梨り乃のがふみをはげます。


    「でも……、梨乃さんは太っても平気なのですか？」


    「人間は見た目ではない。中身なのだ！　……それにダイエットは科学の力でどうにかなる気がする」


    　少し照れながら、こっそりつけ加える梨乃。


    「理系は仲間だと思ってたのに。ズルいですっ！」


    　ふみが梨乃の袖そでを引っ張って抗議する。


    「ズルくはないと思うのだが」


    「だって文系にはダイエット効果はないですから……」


    「わはは、やっぱり体育会系だね。勝ったぞ！」


    　余裕の笑みを浮かべて再びの勝利宣言。


    　……だから相談に勝ち負けはないのだけど。


    「ふみはせっかくいいことを言ってたのに、なんでこんなことになっちゃうの」


    「すみません。ダイエットのことを考えると、気の迷いが。もう大丈夫です。やはり、文系、理系、体育会系、関係なく、自分のやりたいことを頑張るのが一番ですよね」


    　僕の言葉でふみが我に返ると、改めてそう宣言する。


    　部活は自分のためにやるもの。ほかの人の評価を気にする必要はない。そして体型も気にしすぎる必要はないのだ。
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    相　談　41　 「喧けん嘩かをしてしまいました」


    
      宙そら乃の奏かな多た

    


    


    


    　気になっている人と喧嘩してしまいました。どう謝れば許してもらえるでしょうか？

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    　今回にてこのコーナーも最終回。最後の相談は仲直りする方法について。


    「梨乃はどうやって仲直りする？」


    　僕はなにげなく話を振ってみたのだが……。


    「諦あきらめる」


    　梨乃はきっぱりと断言した。


    「梨乃さん……それはどうしてですか？」


    　あまりに唐突な発言にふみも目を丸くしている。


    「私は元々、人づきあいが苦手なのだ。通常の状態でもかなりの苦労を要する。喧けん嘩かをしたのちのコミュニケーションはさらに難易度が高いと想定される。通常でもギリギリなのだから、私には不可能なのだ」


    　梨乃はまるで数学の証明問題を解いているかのような口調でスラスラと淀よどみなく理由を述べているが…………、諦めちゃうのかよ！


    「勇気を出して謝ったらいいじゃん！　諦めたら、そこで試合終了なんだよ！」


    　いくみは梨乃の前に立つと、毎度おなじみのフレーズで熱く語りかける。


    「試合ではないのだが、……バスケットボールの初心者がいきなり試合に出たと仮定して、諦めないことで勝てるだろうか。私の人づきあいはそういうレベルなのだ。残念ながら」


    　梨乃は自じ嘲ちようしながら言う。梨乃も本当はもっと普通に人づきあいができるようになりたいのかもしれない。


    　しかし、いくみはそんな微妙な心の揺れなど気にしない。元気よく[image: ]こぶしを振り回す。


    「人づきあいは試合じゃないよっ！」


    「なっ！　自分が先にたとえたのではないか！」


    「そうだっけ？　でも謝れないのは格好悪いよ！　私は毎日、ガンガン謝ってるよ！」


    　いくみはあっけらかんとした様子で言う。実にマイペースだ。


    　これには梨乃も苦笑いを浮かべるしかない。


    「でも謝るのって難しいですよね。あんまりちゃんと謝ると深刻になってしまうこともありますし。軽いともっと怒らせてしまいますし……」


    　ふみが梨乃をフォローするかのように、そう発言する。


    「そうかなー、考えすぎなんじゃない？」


    「いくみさんは慣れているのかもしれませんが、普通は難しいのです」


    「じゃあ、しょうがない、私がコツを教えてあげるよ」


    　いくみはふみの肩をポンと叩く。


    　こうして、毎日謝るいくみによる謝罪教室が開かれることになったのだが……。


    「さあ、立って、まずはストレッチから」


    　なぜか手首とアキレス腱けんを入念に伸ばしはじめる。なぜ謝るのにストレッチ……。


    　梨り乃の、ふみも怪け訝げんな顔をしているが、しかしいくみのペースに巻き込まれ、しぶしぶストレッチをはじめる。


    「そうだ、謝るんだったら、まずは悪いことしないとね。トウッ！」


    　いくみはそう言うと、いきなり僕の脳天にチョップを打ち込む。


    「ちょっと、痛いよ！」


    　しかし、いくみは僕の抗議など聞いていない。すばやく身をひるがえすと、ふみの制服のスカーフをぎゅうぎゅう引っ張り、梨乃の眼鏡めがねを指で直接触りまくる。


    「眼鏡を触るのではないっ！」


    　梨乃の眼鏡はいくみの指紋がぺったりとついている。これは眼鏡使用者にとっては地味に効く嫌がらせだ。


    「よし、悪いことしたね」


    　悪いことをしたにもかかわらず、いくみは満足げな顔。


    　そして、ついにストレッチを行った成果を披露する。


    「ごめーんっ！」


    　軽やかにジャンプすると、着地と同時に正座し、頭と両手を畳につける。


    　土下座！　しかもジャンピング土下座！


    「いくみさん、土下座はやめてくださいっ！」


    　ふみが慌あわてて、いくみを起こす。


    　頭を上げたいくみは土下座をした直後とは思えない晴れやかな笑顔。


    「さあ、みんなも！」


    「断るのだ！」


    　梨乃はきっぱりと拒絶しているが、顔には笑みが浮かんでいる。


    　やはりいくみの天てん真しん爛らん漫まんなふるまいはいつの間にか周りの人の気持ちを明るくさせる。


    　土下座はさておき、この素直な心は見習うべきだろう。


    「いやあ、まさか最終回がこんな展開になるとはね」


    　僕のなにげない感想にいくみが目を丸くする。


    「えーっ、最後なの！　土下座しちゃったよ！　どうしてくれるのさ！　恥ずかしいよ」


    「赤あか松まつさんからメールがあったじゃないですか」


    　ふみがいくみに言う。


    「読んでないっ！　土下座で終わるの、嫌だ。もう一回やって！　もう一回」


    　こうしていくみのもう一回コールの中、お悩み相談コーナーは最終回を迎えたのだった。
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    相　談　42　 「将来が不安です」


    
      蟹かにミソ脳のう

    


    


    


    　自分の将来が不安です。今後自分はどのような人生を歩むのでしょうか？


    　僕は勉強も得意じゃないですし、なにかすごい特技などもありません。


    　ちゃんと進学して、ちゃんとした仕事に就つけるのか……。大人になってちゃんと生活できるのか……。不安なことばかりです。

  


  
    　第二新聞部の部室には今週もまたお悩みに答えるべく、いつものメンバーが集まっていた。理系担当・遠えん藤どう梨り乃の、文系担当・九く条じようふみ、体育会系担当・鈴すず木きいくみのいつもの三人。そして仕切るのは僕、赤あか松まつ勇ゆう樹きだ。


    「なんでまだやってるのさ。終わったんじゃなかったっけ？」


    　いくみが不思議そうに小首を傾かしげる。


    　そう。前回の相談でひとまず相談は終わりの予定だったのだが……。


    「なんか一個あった……」


    「前回のが最終回って言ってなかった？」


    「そうなんだけど……。掃除したら、プリントアウトした相談が窓のサッシの上のほうに張りついてたんだよ」


    「やった、危なかった！　土下座で最終回になるとこだった。セーフ、セーフ！」


    　いくみは両手を広げて、まさにセーフのポーズをとっている。よほど土下座で最終回になるのが嫌だったのだろう。


    　しかし、梨乃はどうも納得がいっていないようで……。


    「なにがどうなると、そのような場所に張りつくのだ……？」


    　なんだか僕を冷たい目で見ている。


    　理系的にはずさんな管理状態が納得いかないのかもしれない。


    「まあ、いいじゃないですか。せっかくいただいた相談なのですから答えましょうよ」


    　ふみだけはいつものふんわりとした口調と柔にゆう和わな笑顔で梨乃をとりなしてくれる。


    　相変わらず、いいヤツである。


    「気を取り直して相談内容なんだけど」


    　僕は梨乃をなだめつつ本題へと入る。


    　将来について不安があるとの悩み。


    　誰でも抱いだく悩みのひとつ。正直、僕も不安だ。


    「そんなのなるようになるっ！　大丈夫、大丈夫！　セーフ、セーフ！」


    　いくみは勉強が大の苦手。きっと自分の願いも込めての意見なのだろう。


    「なにがセーフなのだ。相談者はさておき、いくみは将来のことを真剣に考えないと、大変なことになるのではないか？」


    　梨乃は両手をいっぱいに伸ばして、セーフのポーズを取り続けるいくみをあきれた様子で見つめている。


    「梨乃さんの将来の目標は研究者ですよね？」


    　ふみの問いに梨乃は大きくうなずく。


    「大学に進学し、バイオテクノロジーを学び、そのまま大学院に進み、博士号を取り、大学に残って研究を続ける」


    　すらすらと淀よどみなく自みずからの将来を語る梨り乃の。


    　自信に満ちあふれ、もはや決定している事実であるかのようだ。


    「なるほど、完全に決まった目標があるのですね。計画どおりにいくといいですね」


    「うむ、そうなるように、日々準備を怠おこたっていない。よって計画どおりの未来になる可能性は極めて高い」


    　誇らしげに胸を張る梨乃だが……。


    「なーんかつまんない」


    　いくみは先ほど文句を言われた仕返しとばかりに言う。


    「なにがつまらないのだ！」


    「先のことが決まってたらつまんないよ！　どうなるかわかんないから、ハラハラドキドキでおもしろいんだよ！　サッカーも野球もインディアカも！」


    「イ、インディアカ……!?　それがハラハラドキドキなのかは知らないが、人生はインディアカではない！　無駄なハラハラドキドキは必要ないのだ！」


    「そんなことないもん！　人生もインディアカも『えーっこんなことがっ！』って展開があるからいいんだよっ！」


    　完全に対立してしまった梨乃といくみ。しばらくお互いを睨にらみ合ったのちに、同時にふみのほうへと振り向く。


    　どちらの意見に賛成なのか、意見を表明しろ、との視線だ。


    「えー、私はどっちも大事だと思いますけど。梨乃さんのようにきっちりと決めるのも大変そうですし、いくみさんのようになにも決めないのもそれはそれで大変でしょうし……」


    　ふみはすっかり困って苦笑いを浮かべている。


    　しかしあいまいな答えはふたりをむしろヒートアップさせることになる。


    「ふみは将来どうなりたいのだ？　いくみのようになにも考えず日がな一日インディアカばかりしているわけではあるまい。そんなインディアカ三ざん昧まいでは悲惨な将来が待っていることは確定なのだ」


    「誰がインディアカばっかりなのさ！　ほかにもやってるよ！　ユニホックもポートボールも最近なんてカポエイラもやったんだよ！」


    　いくみは猛烈に抗議しているが、その声は梨乃の耳に入っていない。


    　完全に無視してふみの返事を待っている。


    「そうですね。私は梨乃さんのような明確な夢は……。なにが起こるかわかりませんし。もちろん将来のために勉強はしっかりして、それからはいろんな人との出会いを大事にしていきたいと……。いろんな人との出会いこそが、自分の未来をつくると思います」


    　ふみは少し恥ずかしそうに答える。


    　たしかに計画も大事だが、人との出会いも大事だ。


    　そんなふみの意見にうんうんと何度もうなずくいくみ。


    「……つまりはインディアカ派ってことだね」


    「その派ではないです！」


    　きっぱりと否定された！


    「なんで！　要するにハラハラドキドキで、あとはなるようになる派でしょ！　いまを楽しむってことでしょ！」


    「たしかに未来になにが起こるか、どんな人と出会うかはわかりませんが、だからといって遊んでばかりは……。やはり日々の努力は大事だと思いますよ」


    「でもさー、勉強したって、急に隕いん石せきが落ちてくるかもしれないし……」


    　明らかにまっとうなことを言われているのに、なおも納得がいっていない様子のいくみ。


    　口を尖とがらせてまた無茶なことを言っている。


    「それは勉強をしない言い訳に隕石を持ち出しているだけなのだ！　隕石が直撃する可能性など百六十万分の一しかないと言われている！」


    　ここでわざわざ確率を出すのが梨り乃のらしいが、しかしいくみに確率の話は通用しない。


    「どうなるかはわかんないよ！　梨乃だって博士になろうとして、いろいろあって結局、レースクイーンになるかもしれないし！」


    「なぜレースクイーンなのだ！　いろいろあるにも限度がある！」
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    「だから人生なにがあるのかわかんないって話！」


    「そこまで振れ幅はない！　妥だ協きようして理系の企業の会社員なのだ」


    「その会社の社長に命令でレースクイーンしろって言われるかもしれないじゃん」


    「辞表を提出させていただくっ！」


    　入社前に退職の宣言！


    　梨り乃のは自分がレースクイーンになった姿が頭をかすめたのか、少し顔を赤らめている。


    　……たしかに人生なにがあるかはわからないが、いくらなんでも急展開すぎる。


    　もちろんそんな無茶な話には誰も賛同しないと思われたのだが……。


    「いくみさんの言うこともなんとなくわかります。やはり人間は変わっていきますから。新しい環境、新しい出会い、様々な偶然と縁が人を変えていくのです。それはそれで人生の楽しさですよね」


    　ふみが意外にも賛意を示す。


    　もちろん全面的に賛同というわけではないのだろうけど……。


    　しかしいくみはふみの手を取って目を輝かせる。


    「そうそう。やっぱふみはわかってるね。絶対いいレースクイーンになれるよ！」


    「なぜ私までレースクイーンに!?　なりませんよ！」


    「なんで？　なったらいいじゃん。梨乃はヘンテコなレースクイーンだろうけど、ふみはモテモテレースクイーンになると思うよ」


    「そんなに言うなら、いくみさんがなったらいいじゃないですか！」


    「私はいいよ。水着みたいなの恥ずかしいもん」


    「私だって恥ずかしいですよ！」


    　ふみはあきれた様子で頭を振る。


    　いくみの意見に賛成するのも大変だ……。


    　しかし話がすっかりそれてしまった。ここは軌き道どう修正しないと。


    「それでいくみは将来なにになりたいの？」


    「お嫁さん！　素敵な旦那様と結婚して、かわいい子供をいっぱいつくる。それか保母さん！　子供が好きだからねっ！」


    　僕の問いに即答するいくみ。


    　しかし、案の定、梨乃からの反撃が開始される。


    「いくみが子供を好きでも、子供はいくみが好きとは限らない……。木の棒などで武装した園児たちが襲いかかってくるかもしれない」


    　なんだかよくわからないが、梨乃からすると精いっぱいの悪口らしい。


    「梨乃、酷ひどいよ！　子供も私のこと好きに決まってるよ！　じゃあ、じゃあ、じゃあ、梨乃の会社はブラック企業ね！　地球征服を企たくらんで、怪人を作ってるの」


    「それは悪の秘密結社ではないか！　そもそもいくみはブラック企業の意味を理解するべきなのだ！」


    　睨にらみ合うふたり。売り言葉に買い言葉なのだろうが、実に馬鹿馬鹿しいいがみ合いである。


    「まあ、まあ、そんなくだらないことで揉もめなくても」


    　ふみも苦笑しながらふたりをなだめるが……。


    「じゃあ、ふみは悪のレースクイーンね。Ｆ１の車をこっそり壊しちゃうの」


    「いくみさんっ！　なにが〝じゃあ〟なんですか！」


    「だってふみだけ普通の未来じゃ不公平だよ！」


    　なにが不公平なのかさっぱりわからない……。


    「私は国語の先生とかそんな感じがいいですっ！」


    　しかし、事態は混乱を極める。


    「生徒は木の棒で襲ってくる？」


    「そんなものを持っていたら退学にします！」


    　ふみも顔を真っ赤にして反論する。


    　その後も三人はお互いのおおよそ起こりそうもない悪い将来像を、想像力の限りを使って押し付け合う。


    　ゴリラにさらわれて森で暮らすだの……。石油王に見み初そめられて、結婚したかと思ったものの、よく見ると湧わいているのは石油じゃなくてコーヒーだっただの……。未来からやってきた自分の子孫と協力して、コンピューターの支配する世界を阻止するだの……。


    　未来への想像は飛躍に飛躍を繰り返す。


    　はじめはなじり合っていた、梨り乃のといくみもいつの間にやらケラケラと笑いながら、なんだか楽しそうだ。


    「どんな将来になるにしろ、みなさんとはずっと仲良しでいたいですね」


    　ふみははしゃぎ疲れたとばかりに、一度、大きく息を吐くと、そう呟つぶやく。


    「そ、それはもちろん、大前提なのだ」


    　照れくさそうに同意する梨乃。


    「本当にそう！　仲良しの人がいれば、なにがあっても楽しいしねっ！」


    　いくみはそう言うと、梨乃、ふみ、そして僕の手を取り、強引に重ね合わせる。


    「いずれにせよ、いくみはもう少し勉強もしたほうがいいとは思うが」


    「なにさっ！　ブラック企業の社長に怪人にされそうなとき、助けてあげないよ！」


    「だからそれはブラック企業ではない！」


    　結局は不毛ななじり合いが再開してしまった！


    　しかしこういうところも含めての僕たちの日常。


    　これからもこんな感じでヘンテコな仲は続いていくのだろう。
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    　あとがき


    



    　川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。『人生』シリーズではご無沙汰しております。


    『人生』シリーズも今回の『人生 ぷち』にてフィナーレ。全部で十二冊、まさかこんなに書かせていただけるとは思ってもいませんでした。


    　すべては読者のみなさまのおかげです。本当にありがとうございます。


    　さて、ここまでおつきあいいただいた読者のみなさまに改めて説明するのもヤボかと思いますが、僕はあとがきではおもいっきりふざけるスタイルでやらせていただいております。


    　しかし今回ばかりは真ま面じ目めにあとがきを書かせていただこうかと思います。


    　最後の最後ですから、一度くらいはね……。


    　人生シリーズが始まったのは二〇一二年の一月ですから、ほぼ丸四年が経過いたしました。


    　まさか四年後に『人生』のあとがきを書いているとは……。


    　アニメ、コミカライズ、そしてこの本の元となった読売中高生新聞での連載。まさか僕のような者が新聞で連載するって……。おかげで極めて親戚づき合いがやりやすくなりました。


    　本当にいろんなことを経験させていただきました。


    　僕にとっては宝物のような作品です。


    　ですから、かかわっていただいた方々もまた宝物です。初代担当編集具ぐ志し堅けんさん、二代目、岩いわ浅あささん、そしてなにかと贔屓ひいきしていただいた野の村むら編集長。なにより『人生』のもうひとりの産みの親であるななせめるちさん。


    　ななせさんがイラストを描いてくれなければ、シリーズスタートから四年後にこんなあとがきを書かせていただくこともなかったでしょう。


    　本当に僕が謝辞を贈ること自体おこがましいのかなとも思います。


    　まさにななせさんあっての『人生』です。


    　ななせさんのイラストがなければ、梨り乃のもふみもいくみも姿を持たなかったのですから。


    　もう馴染みすぎて、他のキャラデザなど想像すらつきません。


    　本当にすばらしいイラストとキャラデザをいただいたことを感謝するしかないです。


    　ありがたい。ありがたい……。


    　なんと、なんと！　そんなななせさんが今回、最終巻ということで、お別れのイラストを描き下ろしてくれました！


    　ライトノベルといえばイラスト。この『人生』もななせさんのかわいいイラストが本体といっても過言ではありません。


    　梨乃、ふみ、いくみ、本当にどのキャラもかわいかった！


    　ならば、本体であるかわいいイラストでお別れしましょう！


    　四年間ありがとうございました！
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    　あれええええええ！


    　間違えたあああああああああああああ！　なぜこんなイラストが!?


    　着替え中!?　まだスタンバイできてなかったのか……。


    　すみません。なにかしらの手違いがありまして、このようなことになってしまいました。


    　いったいどんな手違いが……。画像をダウンロードするタイミング少し早かったのか……。


    　そうすると、着替え中になるなら、毎回早くダウンロードするのだが……。


    　いやあ、手違いって恐ろしいですね。最後の最後にこんなことがあるなんて……。


    　すみません。あるんだなあ、こんなミス。


    　普段イラストのチェックや連絡事項はのろしを使って行っているのですが、それが失敗したのでしょうか……。


    　ここのところの天候不順でのろしが上手く上がってなかったのかもしれません。


    　迷惑のろしフォルダに入ってしまったのかも……。


    　今後は電話、メールなどの導入も考えないといけませんね……。


    　大変失礼いたしました！


    　気を取り直して、お別れのイラストを！


    　もちろんななせさん描き下ろしでございます。


    　みなさん、ありがとうございました！　このイラストでお別れです！　さようなら！
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    　あれええええええ!!


    　そんな馬鹿なあああああああああ!!


    　なぜだ！　なぜ、ふみのおじいちゃんが！　はだけたおじいちゃんのイラストでお別れって、ぜったいにおかしい！　いったいなぜこんなことに……。


    　すみません。またしてものろしの調子が……。おかしいなあ、添付のろしファイルが重すぎるのかな……。のろしのバージョンが古いのかな。


    　とにかくこれはなにかの間違いです。


    　っていうか、あとがきにこんなにイラストを入れていただけるなんて！


    　ななせさんなんていい人なんだ！


    　結果的にとっても豪華なあとがきになりました！


    　本当にね、こんなことなかなかできないんですよ。とくにイラストつきでこんなボケを繰り返すなんて、なかなか大変なことなんです。……僕以外の方がね。ありがたい、ありがたい。


    　とまあ、ゴージャスなイラストつきのおふざけもこれでおしまい。本当にお別れのときとなりました。改めてお礼を。


    　最後までおつきあいいただき、ありがとうございました！


    　それでは最後の最後、本当のななせさん描き下ろしのお別れイラストでさよならです！


    　しかも見開きじゃい！　じゃあねー！

  


  [image: ]


  
    ※相談１～相談41は、『読売中高生新聞』２０１５年７月10日号～２０１６年４月22日号に掲載された『人生 ぷち』を加筆修正し、再編集したものです。

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    『人生』シリーズに最後までおつきあいいただいた読者のみなさまへの感謝の気持ちを綴るつもりでしたが、いろんな感情があふれすぎ、一周回って罵詈雑言を書いてしまい、ボツになってしまいました。やむをえず、モロッコのことわざを掲載します。


    「甘やかした娘にコリアンダーを買いに行かせると、妊娠７か月になって帰ってくる」


    この言葉をお礼のご挨拶に代えさせていただきます。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　ぷち
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